
鎌
原
区
有
文
書
の
調
査
と
近
世
鎌
原
郷
蔵
の

設
置
年
代
な
ど
に
つ
い
て

関
口
荘
右

翻
刻
「
明
治
４
年

前
橋
町
年
寄
日
記

～
御
用
雑
日
記
～
」

古
文
書
係

付
録
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1

鎌
原
区
有
文
書
の
調
査
と
近
世
鎌
原
郷
蔵
の
設
置
年
代
な
ど
に
つ
い
て

関

口

荘

右

は
じ
め
に

令
和
２
年
（2

0
2
0

）
９
月
、
筆
者
は
、
吾
妻
郡
嬬
恋
村
「
鎌
原
の
郷
倉
保

存
整
備
検
討
委
員
会
」
発
足
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
『
嬬
恋
村
誌
』
等
の

文
献
で
は
不
明
確
で
あ
っ
た
「
鎌
原
の
郷
倉
」
の
設
置
年
代
な
ど
に
つ
い
て
、

史
料
的
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
同
村
教
育
委
員
会
よ
り
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ

は
、
群
馬
県
立
文
書
館
の
「
文
書
館
の
今
後
の
方
針
と
取
組
」
の
一
つ
「
県

内
市
町
村
と
の
連
携
強
化
」
と
も
合
致
し
、
鎌
原
区
有
文
書
な
ど
の
本
格
的

な
県
史
収
集
資
料
の
追
跡
調
査
及
び
研
究
を
行
え
る
好
機
と
考
え
ら
れ
、
館

の
了
承
を
得
て
、
同
委
員
の
一
人
に
加
え
て
い
た
だ
い
た
。

本
稿
は
、
昨
年
９
月
以
降
、
①
文
書
館
所
蔵
・
閲
覧
公
開
の
鎌
原
区
有
文

書
な
ど
嬬
恋
村
域
の
県
史
収
集
複
製
資
料
に
よ
る
調
査
、
②
鎌
原
区
有
文
書

の
原
本
調
査
（
２
回
）
な
ど
を
経
て
、
「
鎌
原
の
郷
倉
」
の
設
置
年
代
な
ど

に
関
す
る
現
時
点
で
の
研
究
成
果
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
「
鎌
原
の
郷
倉
」
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
、
こ
れ
ま
で

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
今
回
の
鎌
原
区
有
文

書
な
ど
の
地
域
史
料
（
原
本
）
調
査
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
「
倉
」
「
蔵
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
目
に
し
た

鎌
原
区
有
文
書
原
本
の
文
字
は
、
全
て
「
蔵
」
（
郷
蔵
・
稗
蔵
）
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
近
世
の
も
の
は
全
て
「
蔵
」
で
統
一
し
、
現
存
す
る
建
物
の
「
鎌

原
の
郷
倉
」
に
つ
い
て
記
す
場
合
に
は
「
倉
」
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。

１
．
近
世
の
嬬
恋
村
域
村
々
の
概
要
と
吾
妻
郡
鎌
原
村
に
つ
い
て

近
世
の
嬬
恋
村
域
の
概
要

(1)
近
世
の
嬬
恋
村
域
は
、
鎌
原
（
か
ん
ば
ら
）
村
、
大
笹
（
お
お
ざ
さ
）
村
、

田
代
（
た
し
ろ
）
村
、
大
前
（
お
お
ま
え
）
村
、
干
俣
（
ほ
し
ま
た
）
村
、

門
貝
（
か
ど
が
い
）
村
、
中
居
（
な
か
い
）
村
、
赤
羽
根
（
あ
か
ば
ね
）
村
、

袋
倉
（
ふ
く
ろ
ぐ
ら
）
村
、
今
井
（
い
ま
い
）
村
、
西
窪
（
さ
い
く
ぼ
）
村
、

芦
生
田
（
あ
し
う
だ
）
村
と
い
う
よ
う
に
、
現
在
の
大
字
単
位
が
一
つ
の
村

で
あ
っ
た
（
中
居
村
と
赤
羽
根
村
は
明
治
７
年
合
併
、
三
原
（
み
は
ら
）
村

に
）
。

か
村
と
も
近
世
初
期
の
領
主
は
、
沼
田
藩
主
真
田
氏
で
、
天
和
２

12

年
（1

6
8
2

）
の
真
田
氏
改
易
（
上
野
国
内
領
の
知
行
没
収
）
に
よ
り
、
全

か
い
え
き

ち

ぎ
よ
う

て
幕
府
領
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
前
記
の
鎌
原
村
か
ら
門
貝
村
ま
で
の
６

か
村
は
、
幕
末
期
ま
で
幕
府
領
で
あ
り
、
中
居
村
か
ら
芦
生
田
村
ま
で
の
６

か
村
は
元
禄

年
（1

6
9
8

）
以
降
旗
本
古
田
氏
・
深
津
氏
・
榊
原
氏
の
各
旗

11

本
領
と
な
り
、
慶
応
４
年
（1

8
6
8

）
６
月
、
全

か
村
が
岩
鼻
県
管
轄
と
な

12

っ
た
。
（
【
資
料
１
】
）

世
紀
初
め
の
「
元
禄
郷
帳
」
に
よ
り
、

か
村
の
村
高
（
１
村
の
生
産

む
ら
だ
か

18

12

高
）
を
石
高
の
高
い
順
に
記
す
と
、
鎌
原
村
（

石
余
）
、
大
笹
村
（

石

こ
く
だ
か

309

178

余
）
、
芦
生
田
村
（

石
余
）
、
大
前
村
（

石
余
）
、
今
井
村
（

石
余
）
、

162

154

143



2

袋
倉
村
（

石
余
）
、
干
俣
村
（

石
余
）
、
門
貝
村
（

石
余
）
、
赤
羽
根

96

93

68

村
（

石
余
）
、
西
窪
村
（

石
余
）
、
中
居
村
（

石
余
）
、
田
代
村
（

62

51

42

21

石
余
）
で
あ
っ
た
。
（
【
資
料
２
】
）

近
世
の
吾
妻
郡
鎌
原
村
に
つ
い
て

(2)
吾
妻
郡
鎌
原
村
は
、
近
世
初
め
か
ら
明
治

年
（1

8
8
9

）
ま
で
の
村
名
で

22

あ
る
。
吾
妻
川
上
流
右
岸
、
吾
妻
川
支
流
の
小
熊
沢
流
域
に
位
置
し
て
い
る
。

近
世
初
期
は
沼
田
藩
領
（
真
田
氏
）
で
あ
り
、
天
和
２
年
の
真
田
氏
改
易
後

に
幕
府
領
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
明
治
維
新
を
迎
え
た
。
同
村
の
村
高
は
、
17

世
紀
半
ば
の
「
寛
文
郷
帳
」

石
余
、
真
田
氏
検
地

石
余
、

世
紀
初
め

197

911

18

の
「
元
禄
郷
帳
」

石
余
、

世
紀
半
ば
の
「
天
保
郷
帳
」

石
余
で
あ
っ

309

19

332

た
。
天
保
期
の
村
高

石
は
、
天
明
３
年
（1

7
8
3

）
浅
間
山
大
噴
火
被
災
後
、

332

鎌
原
村
民
の
懸
命
な
耕
地
の
起
こ
し
返
し
・
新
田
（
畑
）
開
発
等
の
努
力
と

周
辺
村
々
の
支
援
に
よ
っ
て
同
村
が
復
興
し
て
い
っ
た
こ
と
示
し
て
い
る
。

天
明
３
年
の
浅
間
山
大
噴
火
の
際
、
鎌
原
村
は
火
砕
泥
流
な
ど
の
直
撃
を

受
け
、
そ
の
被
害
は
極
め
て
甚
大
で
あ
っ
た
。
同
年
８
月
の
「
飢
人
夫
食
拝

借
小
前
割
帳
」

に
よ
る
と
、
飢
人

人
、
男

人
に
米
４
石
８
斗
（
こ

（
１
）

93

40

の
代
金
４
両
３
分
・
永

文
）
、
女

人
に
米
３
石
１
斗
８
升
（
こ
の
代
金

50

53

３
両
・
永

文
）
、
計
７
両
３
分
・
永

文
が
支
給
さ
れ
た
。
同
年
９
月
の

180

230

大
笹
村
名
主
・
長
左
衛
門
よ
り
幕
府
代
官
原
田
清
右
衛
門
役
所
宛
て
に
差
し

出
さ
れ
た
「
浅
間
焼
復
興
請
負
証
文
」

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

（
２
）

い
る
。

「
山
上
よ
り
泥
火
石
涌
出
一
旦
に
押
し
懸
か
り
、
惣
（
そ
う
）
反
別
の
内
、

山
畑
少
々
相
残
り
候
計
（
ば
か
）
り
に
て
皆
荒
れ
に
罷
（
ま
か
）
り
成
り
、

百
姓
家
九
拾
三
軒
残
ら
ず
流
失
、
惣
人
数
五
百
九
拾
七
人
、
内
四
百
六
拾
七

人
流
死
、
馬
数
弐
百
疋
の
内
百
七
拾
疋
流
死
、
相
残
り
候
百
姓
男
女
合
わ
せ

九
拾
三
人
、
外
へ
奉
公
稼
ぎ
に
罷
り
出
で
候
者
三
拾
八
人
の
外
（
ほ
か
）
こ

れ
無
く
、
一
命
相
助
か
り
候
者
と
て
も
当
然
に
て
飢
え
に
及
び
、
夫
食
（
ふ

じ
き
）
拝
借
等
に
て
漸
（
よ
う
や
）
く
取
り
続
き
罷
り
在
（
あ
）
り
候
」

ま
た
、
鎌
原
村
惣
反
別

町
１
反
余
の
う
ち
、
無
難
は
４
町
５
反
、
火
石

92

泥
入
り
は

町
６
反
余
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち

町
８
反
余
は
、
鎌
原
村
の

87

29

生
存
者

人
で
火
石
を
取
り
除
き
、
起
こ
し
返
し
普
請
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

93

残
り

町
８
反
２
畝
３
歩
（
人
数

人
・
家
数

軒
）
は
、
前
記
大
笹
村
名

57

290

145

主
・
長
左
衛
門
が
金1

,
3
4
0

両
程
で
復
興
を
請
け
負
っ
た
。
金1

,
3
4
0

両
の
内

訳
は
、
小
屋
懸
け
料
金

両
程
、
農
具
そ
の
他
家
財
一
式
入
用
金

両
程
、

326

218

夫
食
代
金

両
程
、
世
話
人
一
式
諸
雑
用
金

両
程
、
出
百
姓
引
っ
越
し
雑

326

109

用
金

両
程
、
起
こ
し
返
し
御
手
当
金

両
程
で
あ
っ
た
。
当
時
、
嬬
恋
村

72

289

域
最
高
の
村
高
で
あ
っ
た
鎌
原
村
の
大
被
害
に
対
し
、
同
村
域
村
高
２
位
の

大
笹
村
有
力
者
・
長
左
衛
門
が
指
導
力
を
発
揮
し
、
復
興
に
尽
力
し
た
の
で

あ
る
。
同
年
９
月
「
浅
間
焼
出
し
大
変
記
」

に
は
、
鎌
原
村
高

石
４

（
３
）

332

斗
１
升
３
合
の
う
ち

石
余
が
泥
押
し
、
流
死
者

人
（
男

人
・
女

人
）

300

466

241

225

・
飢
人

人
（
男

人
・
女

人
）
、
本
家

軒
流
失
、
延
命
寺
流
失
、
と

93

49

44

93

い
う
鎌
原
村
百

姓
代
の
報
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
翌
天
明
４
年

ひ
や
く
し
よ
う
だ
い



3

正
月
「
浅
間
焼
一
件
留
」

に
は
、
そ
の
時
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
百
姓
代

（
４
）

・
半
兵
衛
、
組
頭
・
市
太
郎
ら

軒
の
新
建
家
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

11

文
政

年
（1

8
2
9

）
の
村
明
細
帳

に
は
、
村
高

石
１
斗
５
合
、
反

（
５
）

12

304

別

町
６
反
４
畝

歩
の
う
ち
田
方
７
町
余
・
畑
方

町
５
反
余
で
、
天
明

70

12

63

３
年
浅
間
山
押
し
出
し
の
節
泥
入
り
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
の
改
革
組

合
村
高
帳
に
よ
る
と
、
鎌
原
村
は
大
戸
村
寄
場
組
合
（
大
戸
村
は
現
・
東
吾

お
お

ど

妻
町
大
戸
）
に
属
し
、
家
数

軒
で
あ
っ
た
。

36

近
世
吾
妻
郡
鎌
原
村
の
名
主
役
の
変
遷
に
つ
い
て

(3)
鎌
原
区
有
文
書
№

「
諸
書
附
改
相
渡
覚
帳
」
（
天
明
５
年
正
月
）
は
、

16

天
明
５
年
（1

7
8
5

）
よ
り
大
正
５
年
（1

9
1
6

）
ま
で

年
間
に
及
ぶ
鎌
原
村

131

役
人
の
引
継
ぎ
文
書
綴
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
天
明
５
年
か
ら
明
治

５
年
（1

8
7
2

）
ま
で
の

年
間
の
名
主
役
の
変
遷
、
引
継
ぎ
の
特
徴
、
貯
穀

87

等
の
関
連
記
述
な
ど
を
ま
と
め
た
の
が
【
資
料
３
】
で
あ
る
。

鎌
原
村
名
主
役
変
遷
の
特
徴
は
、
第
１
に
、
天
明
５
年
か
ら
文
政
６
年
（1

8
2
3

）
ま
で
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
正
月

日
付
け
で
名
主
役
が
引
き

29

継
が
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
旧
暦
の
正
月

日
は
、
新
暦
の
３
月

日
頃

29

12

に
相
当
す
る
。
天
保
９
年
（1

8
3
8

）
以
降
は
、
２
月
中
の
引
継
ぎ
が
ほ
と
ん

ど
と
な
っ
て
い
る
。
最
も
遅
い
引
継
ぎ
は
、
嘉
永
７
年
（1

8
5
4

）
の
３
月
６

日
（
新
暦
４
月

日
頃
）
で
あ
る
。
第
２
に
、
天
明
５
年
か
ら
文
政
８
年
（1

17

8
2
5

）
ま
で
の
約

年
間
は
、
「
郷
左
衛
門
」
家
と
「
作
左
衛
門
」
家
が
ほ
ぼ

40

１
年
交
代
で
名
主
役
を
務
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
３
に
、
天
保

年
（1

12

8
4
1

）
か
ら
慶
応
３
年
（1

8
6
7

）
に
か
け
て
は
、
吉
右
衛
門
・
杢
兵
衛
・
平

太
夫
・
作
左
衛
門
が
複
数
年
ず
つ
名
主
役
を
務
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
文
書
に
は
、
名
主
役
の
務
め
方
・
任
期
、
関
連
す
る
村
議
定
な
ど
に
つ
い

て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

近
世
後
期

吾
妻
郡
鎌
原
村
の
家
数
・
人
数
な
ど
の
推
移
に
つ
い
て

(4)
鎌
原
区
有
文
書
に
は
、
享
和
２
年
（1

8
0
2

）
か
ら
明
治
３
年
（1

8
7
0

）
に

か
け
て
「
家
数
・
人
数
増
減
帳
」「
増
減
差
引
帳
」
な
ど
、
鎌
原
村
の
家
数
、

総
人
数
、
男
女
各
人
数
、
馬
数
を
調
べ
、
幕
府
支
配
役
所
（
岩
鼻
役
所
な
ど
）

へ
報
告
し
た
史
料
が

点
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
る
。
文
化
８
年
（1

8
1
1

）
頃
か

25

ら
は
、
人
数
増
減
の
内
訳
の
記
述
が
、
よ
り
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
鎌
原
村

（
宿
）
は
、
信
濃
国
北
部
の
飯
山
藩
・
松
代
藩
・
須
坂
藩
の
大
名
廻
米
、
幕

府
御
用
荷
物
、
諸
商
人
荷
物
な
ど
を
人
馬
に
よ
っ
て
継
ぎ
立
て
る
「
継
場
」

つ
ぎ

ば

と
し
て
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
人
数
・
馬
数
が
記
録
さ
れ
、
毎
年
の
よ
う
に

村
役
人
か
ら
幕
府
役
所
へ
報
告
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。【
資
料
４
】
は
、

享
和
２
年
か
ら
天
保

年
（1

8
4
0

）
に
か
け
て
の
鎌
原
村
の
家
数
・
人
数
・

11

馬
数
等
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
享
和
２
年
か
ら
天
保
２
年
ま
で

の

年
間
は
記
録
が
連
続
し
、
一
方
、
天
保
３
年
か
ら
天
保
の
飢
饉
を
経
て

30
天
保

年
ま
で
の
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
天
保

年
の
記
録
は
、
「
鎌
原

10

11

宿
石
高
・
家
数
・
人
数
等
書
上
」
（
№

、
後
掲
【
史
料
１
】
）
で
あ
り
、
次

268

の
「
家
数
人
馬
増
減
帳
」
（
№

）
は
弘
化
３
年
（1

8
6
4

）

月
以
降
で
あ

294

11

る
。
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家
数
に
つ
い
て
は
、
享
和
２
年
の

軒
が
最
多
で
、
最
少
は
天
保

年
の

40

11

軒
で
あ
る
。
享
和
３
年
か
ら
天
保
２
年
に
か
け
て
は
、

軒
～

軒
を
推

35

36

39

移
し
て
い
る
。
村
総
人
数
に
つ
い
て
、
最
少
は
文
化
３
年
・
同
５
年
・
同
９

年
の

人
、
最
多
は
天
保
２
年
の

人
で
あ
り
、
同
年
は
男
女
と
も
最
多
で

143

187

あ
る
。
享
和
２
年
か
ら
天
保
２
年
の

年
間
で
、

人
（
男

人
・
女

人
）

30

39

22

17

増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
天
保
の
飢
饉
を
経
た
９
年
後
の
天
保

年
に
は
、

11

人
減
少
し
て
い
る
。
文
化
３
年
以
降
は
、
男
女
の
出
生
数
・
縁
組
・
離
縁

24・
病
死
者
数
な
ど
に
よ
る
増
減
の
内
訳
を
記
し
た
。
文
化
４
年
の
６
人
増
、

文
化
６
年
の
８
人
増
も
あ
る
が
、
毎
年
あ
る
い
は
２
年
・
３
年
お
き
に
同
村

内
で
病
死
者
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
、
文
化
９
年
は
、

惣
人
数
・
女
性
数
と
も
最
少
で
あ
り
、
男
女
の
病
死
者

人
を
出
し
て
い
る
。

10

後
述
す
る
鎌
原
郷
蔵
の
設
置
年
代
に
つ
い
て
、
筆
者
は
史
料
な
ど
を
根
拠
に

天
保
３
年
８
月
と
考
え
て
い
る
が
、
前
年
の
天
保
２
年
ま
で
の
人
口
増
加
な

ど
、
鎌
原
村
（
宿
）
の
上
向
き
の
村
勢
状
況
も
背
景
の
一
つ
に
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
．
『
嬬
恋
村
誌
』
な
ど
文
献
資
料
の
「
鎌
原
の
郷
倉
」
に
関
す
る
記
述
に

つ
い
て

近
世
の
郷
蔵
（
ご
う
ぐ
ら
）
、
囲
米
（
か
こ
い
ま
い
）
と
は
何
か

(1)
一
般
的
に
「
郷
蔵
」
と
は
、
江
戸
時
代
、
村
に
設
け
ら
れ
た
年
貢
米
の
一

時
保
管
用
の
蔵
の
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
中
期
以
降
は
、
凶
作
に
備
え
る
貯
穀

蔵
と
し
て
使
わ
れ
た
。
当
初
は
村
役
人
の
個
人
の
蔵
を
利
用
す
る
こ
と
が
多

く
見
ら
れ
た
が
、
後
に
村
で
蔵
を
建
設
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
群
馬
県
内
に

現
存
す
る
郷
蔵
に
つ
い
て
は
、
「
鎌
原
の
郷
倉
」
の
他
に
、
寛
政
８
年
（1

7
9

6

）
建
造
の
上
泉
郷
蔵
（
前
橋
市
上
泉
町
）
、
弘
化
４
年
（1

8
4
7

）
完
成
の
桐
原

か
み
い
ず
み

き
り
ば
ら

郷
蔵
（
み
ど
り
市
大
間
々
町
桐
原
）
、
文
化
８
年
（1

8
1
1

）
上
而
郷
倉
（
片

品
村
越
本
字
上
而
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
桐
原
郷
蔵
は
、
当
初
桐
原

村
内
・
藤
生
家
の
蔵
の
一
つ
を
借
用
し
運
用
し
て
い
た
が
、
弘
化
３
年
に

入
会
手
振
山
の
立
木
・
葛
根
等
を
売
り
払
い
資
金
を
つ
く
り
、
世
音
寺
境
内

い
り
あ
い

て

ぶ
り
や
ま

せ

お
ん

の
一
部
の
敷
地
を
村
方
が
買
い
取
っ
て
建
設
、
翌
年
完
成
し
た
も
の
で
あ
る

。

（
６
）「

囲
米
」
は
、
囲
い
籾
・
置
き
米
・
置
き
籾
と
も
言
わ
れ
る
備
荒
に
関
わ

も
み

る
語
句
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
領
主
や
村
が
非
常
時
に
備
え
て
蓄
え
た
米
の

こ
と
で
あ
る
。
領
主
の
場
合
は
、
備
荒
貯
蓄
・
軍
事
用
・
米
価
調
整
な
ど
、

村
方
の
場
合
は
飢
饉
時
の
備
荒
貯
蓄
を
目
的
と
し
、
郷
蔵
な
ど
に
保
管
し
た
。

長
期
保
存
の
た
め
、
一
般
的
に
籾
を
貯
蔵
し
た
。
所
に
よ
り
粟
・
稗
な
ど
の

雑
穀
も
貯
蔵
し
た
。
鎌
原
村
の
場
合
は
、
鎌
原
区
有
文
書
な
ど
か
ら
、
貯
穀

は
専
ら
稗
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
府
の
寛
政
の
改
革
の
一
貫
「
囲
米

の
制
」
（1

7
8
9

年
発
令
）
以
後
、
備
荒
貯
蓄
と
し
て
全
国
的
に
実
施
さ
れ
た

が
、
各
地
域
の
実
情
に
よ
り
、
そ
の
施
策
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

『
嬬
恋
村
誌
』
の
「
鎌
原
の
郷
倉
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て

(2)
『
嬬
恋
村
誌

上
巻
』
は
、
昭
和

年
（1

9
7
7

）
３
月
、
同
誌
編
集
委
員

52

会
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、『
嬬
恋
村
誌

下
巻
』
に
は
、
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鎌
原
の
郷
倉
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

①
『
嬬
恋
村
誌

上
巻
』
Ｐ

参
考
資
料

家
別
絵
図
面
（
鎌
原
村
、

31

明
治
２
年
）
に
つ
い
て
（
【
画
像
１
】
）
。
こ
の
絵
図
に
は
、
「
郷
蔵
」
が
鎌

原
宿
通
り
東
側
家
並
み
の
ほ
ぼ
中
央
、
「
諏
訪
社
」
参
道
北
側
角
（
現
在
嬬

恋
村
消
防
団
施
設
の
あ
る
位
置
）
に
描
か
れ
て
い
る
。
明
治
２
年
（1

8
6
9

）

に
鎌
原
の
「
郷
蔵
」
が
、
絵
図
記
載
の
位
置
に
存
在
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る

史
料
で
あ
る
。
絵
図
原
本
は
、
所
在
不
明
で
あ
り
現
時
点
で
未
確
認
で
は
あ

る
が
、
鎌
原
区
有
文
書
の
明
治
期
以
降
の
近
現
代
文
書
に
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
。
同
文
書
群
の
原
本
の
追
加
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
当
時
の
鎌

原
村
が
、
絵
図
に
描
か
れ
た
通
り
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
近
世
の
「
郷

蔵
」
設
置
場
所
は
現
在
と
は
異
な
り
、
明
治
２
年
以
降
に
現
在
地
（
絵
図
「
諏

訪
社
」
＝
現
鎌
原
神
社
の
鳥
居
南
側
【
画
像
２
】
）
へ
移
設
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
。
同
絵
図
に
は
、
宿
の
西
に
「
観
音
堂
」
「
延
命
寺
」
「
秋
葉
社
」
、

北
西
に
「
飯
綱
社
」
「
神
明
社
」
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。

②
『
嬬
恋
村
誌

上
巻
』
Ｐ

～
Ｐ

記
載
の
郷
倉
に
つ
い
て
。
冒
頭
に

448

449

「
郷
倉
」
に
関
す
る
全
国
的
・
一
般
的
な
定
義
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
鎌
原

の
郷
倉
に
固
有
の
こ
と
で
は
な
い
。
次
に
、
干
俣
村
の
寛
政

年
（1

8
0
0

）

12

の
史
料
（
干
川
英
吉
家
文
書
）
の
釈
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
干
俣
村
の
郷
倉
の
設
置
場
所
・
規
模
等
に
関
す
る
史
料
で

あ
る
。
今
日
、
「
鎌
原
の
郷
倉
」
の
み
建
物
が
現
存
し
て
い
る
か
ら
と
い
う

理
由
で
、
干
俣
村
の
も
の
と
同
様
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
根
拠
に
は
な

ら
な
い
。
続
く
稗
の
貯
蔵
に
つ
い
て
も
干
俣
区
有
文
書
に
依
拠
し
て
お
り
、

後
述
す
る
鎌
原
村
の
「
稗
蔵
」
の
運
用
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
部
分

の
記
述
は
、
あ
く
ま
で
も
「
干
俣
村
の
郷
倉
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
『
嬬
恋
村
誌

上
巻
』
Ｐ

～
Ｐ

「
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
年
）

588

590

鎌
原
村
明
細
帳
」
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、
「
鎌
原
区
有
文
書
」
文
書
№

・
133

№

の
「
鎌
原
村
明
細
帳
」
〔
文
政

年
（1

8
2
9

）
４
月
〕
と
同
一
史
料
の

134

12

釈
文
で
あ
り
、
同
文
書
の
誤
読
・
誤
字
・
脱
字
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

Ｐ

掲
載
の
関
係
す
る
記
述
の
一
部
を
以
下
に
記
す
こ
と
と
す
る
。

590
「
（
前
略
）

一

冷
蔵
并
牢
屋
敷

造
り
酒
屋

陣
屋
屋
敷

魚
猟
場

何
成
共
運
上
之
類
無
御
座
候

一

当
地

地
面
砂
火
石
入
ニ
御
座
候

一

蚕

寒
国
故
い
た
し
不
申
候

一

当
村

山
方
ニ
而
桑
□
無
御
座
候
（
後
略
、
太
字
傍
線
筆
者
）
」

筆
者
は
、
こ
の
部
分
の
釈
文
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
と
考
え
る
。

【
史
料
２
】
鎌
原
区
有
文
書
№
133

「
（
前
略
）

一

郷
蔵
并
牢
屋
屋
敷

無
御
座
候

一

造
り
酒
屋

無
御
座
候

一

陣
屋
屋
敷

無
御
座
候

一

魚

猟

場

無
御
座
候
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一

当
村
地
面
、
砂
火
石
入
ニ
御
座
候

一

蚕

寒
国
故
、
い
た
し
不
申
候

一

当
村
山
方
ニ
而
、
桑
・
漆

無
御
座
候

（
後
略
、
同
）
」

つ
ま
り
、
本
稿
で
特
に
重
要
な
「
郷
蔵
」
が
読
め
て
お
ら
ず
、
『
嬬
恋
村
誌

上
巻
』
刊
行
３
年
後
の1

9
8
0

年
３
月
刊
行
『
群
馬
県
史

資
料
編

』
資
料

11

で
も
同
様
に
「
冷
蔵
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
史
料
か
ら
は
、

103文
政

年
４
月
に
鎌
原
村
役
人
が
「
郷
蔵
」
と
認
識
す
る
建
造
物
は
無
か
っ

12

た
、
と
岩
鼻
役
所
に
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
史
料
に
は
延
命
寺
に
つ

い
て
、
「
其
の
後
再
建
之
れ
無
く
、
無
住
ニ
御
座
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ

こ

天
明
３
年
の
被
災
の
後
、

年
後
の
文
政

年
の
時
点
で
も
延
命
寺
の
再
建

46

12

は
実
現
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

萩
原
進
著
『
天
明
三
年
浅
間
山
噴
火
史
』
（
嬬
恋
村
教
育
委
員
会
）
、
そ
の

(3)他
の
記
述
に
つ
い
て

同
書
は
、
昭
和

年
（1

9
8
2

）
９
月
刊
行
で
あ
る
。
Ｐ

上
か
ら
Ｐ

上

57

42

43

に
か
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
当
村
家
并
地
取
図
」
に
は
、
「
郷
倉
」
が
鎌

原
宿
通
り
東
側
家
並
み
の
ほ
ぼ
中
央
、
「
高
札
」
場
北
側
、
「
諏
訪
大
明
神
」

北
西
に
描
か
れ
て
い
る
。
「
諏
訪
大
明
神
」
の
敷
地
は
、
参
道
も
含
め
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
絵
図
の
但
し
書
き
に
は
、

「
天
明
３
年
全
滅
前
の
鎌
原
村
図
（
萩
原
進
写
）
「
浅
間
山
焼
荒
之
日
並
其

外
家
並
名
前
帳
」
よ
り
写
し
た
も
の
。
原
本
に
よ
る
と
、
観
音
堂
に
の
こ
っ

て
い
た
宝
暦

年
の
棟
札
か
ら
後
年
作
製
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
果
し

12

て
、
被
災
以
前
が
た
し
か
に
こ
う
で
あ
っ
た
か
、
第
一
街
村
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
い
ま
参
考
と
し
て
そ
の
ま
ま
を
掲
げ
て
お
く
。
」

と
あ
る
。
宿
の
西
側
に
、
天
明
３
年
に
流
失
し
た
「
延
命
寺
」
、「
秋
葉
社
」
、

「
飯
綱
山
（
飯
綱
社
）
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
天
明
三
卯
年
マ
テ

辰
年
之
家
之
図
」
と
「
観
音

堂
」「
西
久
保
・
大
前
道
」
の
間
に
「
幸
四
郎

文
化
（
元
）
二
両
年
之
内
、

金
兵
衛
屋
敷
畑
分
金
兵
衛
与
平
治
屋
し
き
へ
行
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
文
書
（
絵
図
）
が
図
の
よ
う
に

作
成
さ
れ
た
の
は
、
天
明
３
年
の
浅
間
山
大
噴
火
か
ら

年
後
の
文
化
２
年

22

（1
8
0
5

）
以
降
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
『
嬬
恋
村
誌

上
巻
』
家
別

絵
図
面
（
明
治
２
年
）
と
鎌
原
宿
の
家
並
み
を
比
較
す
る
と
、
宿
の
西
側
住

人
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
東
側
住
人
も
南
東
部
の
屋
敷
４
軒
を
除
い
て
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
。

こ
の
絵
図
記
載
の
通
り
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
「
郷
倉
」
が
、
天
明

３
年
被
災
前
の
宝
暦

年
に
存
在
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

12

仮
に
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
天
明
３
年
の
大
噴
火
災
害
に
よ
り
宿
の
家
並
み

と
共
に
絵
図
の
「
郷
倉
」
も
倒
壊
・
流
失
（
地
中
に
埋
没
）
し
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
文
政
２
年
（1

8
1
9

）
４
月
ま
で
に
同
所

に
後
述
の
「
稗
蔵
」
を
設
置
し
、
天
保
３
年
（1

8
3
2

）
８
月
ま
で
に
同
所
へ

「
郷
蔵
」
を
設
置
、
明
治
２
年
ま
で
宿
通
り
に
面
し
て
「
郷
蔵
」
が
存
在
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
近
代
の
何
れ
か
の
時
期
に
現
在
地
へ
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移
設
（
移
築
）
さ
れ
、
修
築
を
経
て
今
日
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も

考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
郷
蔵
設
置
年
代
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、

萩
原
氏
が
引
用
し
た
「
浅
間
山
焼
荒
之
日
並
其
外
家
並
名
前
帳
」
原
本
記
載

の
絵
図
を
探
索
し
、
そ
れ
を
も
と
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
松
島
榮
治
氏
は
、
著
書
『
嬬
恋
村
の
自
然
と
文
化
』
（
嬬
恋
郷
土

資
料
館
、

「
広
報
つ
ま
ご
い
」
№

、1
9
9
8

年
３
月
号
掲
載
）
で
鎌
原
の

(21)

563

郷
倉
に
つ
い
て
、
「
創
建
さ
れ
た
の
は
、
他
の
地
の
文
献
史
料
な
ど
か
ら
し

て
、
天
明
８
年
（1

7
8
8

）
頃
と
思
考
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
根

拠
と
な
る
史
料
や
出
典
等
は
同
書
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

３
．
県
立
文
書
館
収
蔵
・
公
開
の
県
史
収
集
複
製
資
料
と
鎌
原
区
有
文
書
な

ど
に
つ
い
て

県
立
文
書
館
で
収
蔵
・
閲
覧
公
開
し
て
い
る
史
・
資
料
に
は
、
①
寄
贈
・

寄
託
文
書
（
古
文
書
原
本
）
、
②
県
史
収
集
資
料
（
写
真
版
複
製
資
料
）
、

③
文
書
館
マ
イ
ク
ロ
収
集
文
書
（
写
真
版
複
製
資
料
）
な
ど
が
あ
る
。
嬬
恋

村
域
の
文
書
群
に
つ
い
て
、
①
は
小
林
康
章
家
文
書
（
田
代
、

点
）
の
み

103

で
あ
る
。
②
は
鎌
原
の
鎌
原
区
有
文
書
（

点
）
と
鎌
原
忠
司
家
文
書
（

114

42

点
）
の
２
件
を
含
む

件
、
③
は
鎌
原
忠
司
家
文
書
（

点
）
、
黒
岩
タ
キ

17

504

家
文
書
（
大
笹
、1
,
0
2
6

点
）
の
２
件
が
あ
る
。

②
の
県
史
収
集
資
料
は
、
昭
和

年
（1

9
7
5

）
３
月
か
ら
同

年

月
に

50

62

11

か
け
て
、
県
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会
３
部
会
（
中
世
史
部
会
、
近
世
史
部
会
、

近
代
・
現
代
史
部
会
）
の
専
門
委
員
、
調
査
委
員
、
調
査
協
力
員
な
ど
に
よ

っ
て
、
県
内
市
町
村
の
ほ
ぼ
全
域
と
県
外
で
実
施
し
た
調
査
の
際
、
撮
影
・

収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
可
能
な
限
り
の
悉
皆
調
査
（
全
文
書
の
調

し
つ
か
い

査
）
で
あ
り
、
調
査
期
間
・
費
用
・
機
材
等
の
制
約
に
よ
り
、
県
内
全
域
の

古
文
書
等
を
洩
れ
な
く
調
査
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
文
書
館
で

は
、
県
史
収
集
資
料
の
原
本
所
蔵
者
か
ら
閲
覧
・
複
写
等
の
利
用
承
諾
が
得

ら
れ
た
文
書
の
み
複
製
資
料
で
公
開
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
・
収
集
・
公
開

の
対
象
か
ら
洩
れ
た
古
文
書
（
地
域
史
料
）
も
数
多
く
存
在
す
る
の
が
実
情

で
あ
る
。

県
史
収
集
資
料
の
内
、
近
世
史
部
会
が
調
査
・
収
集
し
た
文
書
群
は
、『
群

馬
県
近
世
史
資
料
所
在
目
録
１
～

』
（1

9
7
7

年
２
月
～1

9
9
1

年
４
月
、
群

36

馬
県
教
育
委
員
会
発
行
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
史
収
集
資
料
の

う
ち
、
同
資
料
原
本
所
蔵
者
か
ら
当
館
で
の
閲
覧
・
複
写
等
の
利
用
承
諾
が

得
ら
れ
写
真
版
複
製
資
料
で
公
開
し
て
い
る
も
の
は
、
『
群
馬
県
史
収
集
複

製
資
料
目
録

第
１
集
～
第
４
集
・
総
索
引
』
（1

9
9
4

年
３
月
～1

9
9
7

年
３

月
、
群
馬
県
立
文
書
館
発
行
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
２
つ
の
目
録
と
も
各

文
書
群
の
全
文
書
を
掲
載
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
当
時
の
ほ
ぼ
全
県
的
な

悉
皆
調
査
を
基
に
、
県
内
地
域
史
料
の
所
在
情
報
を
記
録
し
た
意
義
は
、
極

め
て
大
き
い
と
言
え
る
。

嬬
恋
村
・
鎌
原
区
有
文
書
は
、
昭
和

年
８
月

日
、
県
史
編
さ
ん
室
近

53

10

世
史
部
会
が
調
査
し
た
文
書
群
で
あ
り
、
『
群
馬
県
近
世
史
資
料
所
在
目
録

嬬
恋
村
・
草
津
町
』
に
文
書
№
１
～
№

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

11

689

『
所
在
目
録
』
は
、
文
書
番
号
・
史
料
名
・
年
次
・
数
量
・
備
考
の
各
項
目
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ご
と
に
記
さ
れ
、
概
ね
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
記
載
内
容

は
極
め
て
簡
略
的
で
あ
り
、
年
次
は
「
年
」
の
み
で
「
月
日
」
は
全
く
記
さ

れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
史
料
を
年
代
順
に
正
確
に
並
べ
、
歴
史
的
な
流
れ

を
考
察
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
、
同
文
書
群
原
本
を

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
『
所
在
目
録
』
の
文
字
誤
読
・
誤
記
載
等
を
少
な

か
ら
ず
見
出
し
た
。
例
え
ば
、
今
回
の
「
鎌
原
の
郷
倉
」
調
査
に
と
っ
て
重

要
な
史
料
に
限
っ
て
も
『
所
在
目
録
』
に
は
、
№

「
稗
蔵
大
工
人
足
覚
帳
」

145

（
文
政
２
年
）
は
「
稈
蔵
大
夫
人
足
覚
帳
」（
「
稈
」
は
藁
の
意
）
、
№

「
家

わ
ら

203

数
人
数
書
上
」
（
天
保
２
年
）
は
「
家
族
人
数
書
上
」
、
№

「
郷
蔵
左
官
作

395

料
割
合
帳
」
（
嘉
永
４
年
）
は
「
郷
蔵
代
官
作
料
割
合
帳
」
、
と
記
さ
れ
て
い

る
。
当
館
古
文
書
係
の
主
要
業
務
で
あ
る
古
文
書
の
目
録
作
成
に
つ
い
て
、

記
載
事
項
の
正
確
さ
は
、
迅
速
さ
よ
り
も
優
先
さ
れ
極
め
て
重
要
で
あ
る
、

と
今
回
の
原
本
調
査
で
痛
感
し
た
。

鎌
原
忠
司
家
文
書
の
原
本
調
査
は
、
鎌
原
区
有
文
書
の
同
調
査
の
翌
日
（
８

月

日
）
に
実
施
さ
れ
、
前
記
『
所
在
目
録
』
に
文
書
№
１
～
№

を
収
録
、

11

159

う
ち

点
を
複
製
資
料
に
よ
り
文
書
館
で
閲
覧
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

42

県
立
文
書
館
は
、
調
査
か
ら

年
後
の
平
成
８
年
（1

9
9
6

）
に
史
料
原
本
を

23

借
用
し
、
文
書
館
内
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
複
製
本
に
し

た

点
を
公
開
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
同
文
書
群
の
目
録
か
ら
は
郷

504
蔵
（
郷
倉
）
に
関
す
る
文
言
は
見
当
た
ら
ず
、
原
本
調
査
は
鎌
原
区
有
文
書

の
調
査
後
に
所
蔵
者
の
ご
了
解
を
得
て
後
日
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
た
。
嬬
恋
村
域
の
他
の
県
史
収
集
資
料
に
つ
い
て
、
「
鎌
原
の
郷
倉
」
に

関
す
る
文
書
を
当
館
検
索
シ
ス
テ
ム
や
『
所
在
目
録

』
に
よ
っ
て
調
べ
た

11

が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

４
．
県
史
収
集
複
製
資
料
な
ど
に
よ
る
調
査
と
鎌
原
区
有
文
書
の
原
本
調
査

に
つ
い
て

文
書
館
収
蔵
の
県
史
収
集
複
製
資
料
な
ど
に
よ
る
調
査
（2

0
2
0

年
９
月
中

(1)旬
～
同
年

月
中
旬
）

11

令
和
２
年
（2

0
2
0

）
９
月
上
旬
、
当
館
文
書
目
録
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

「
郷
蔵
」
「
郷
倉
」
な
ど
の
文
字
を
入
力
し
検
索
し
た
が
１
件
の
ヒ
ッ
ト
も

な
か
っ
た
。
や
む
を
得
ず
、
９
月
中
旬
よ
り
同
年

月
中
旬
に
か
け
て
（
第

11

１
回
鎌
原
の
郷
倉
保
存
整
備
検
討
委
員
会
を
挟
ん
で
）
、
文
書
館
収
蔵
の
鎌

原
区
有
文
書
（
近
世H

6
4
-
8
-
1

、

点
）
と
鎌
原
忠
司
家
文
書
（
近
世H

6
4
-
8

114

-
2

、

点
）
・
同
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
収
集
文
書
、P

F
9
6
0
1

、

点
）
の
近
世

42

504

文
書
全
て
に
一
通
り
目
を
通
し
た
。
こ
の
過
程
で
、
先
述
の
よ
う
に
、
文
政

年
（1

8
2
9

）
４
月
「
上
野
国
吾
妻
郡
鎌
原
村
明
細
帳
」
の
末
尾
の
方
に
「
郷

12蔵
并
牢
屋
屋
敷

無
御
座
候
」
を
見
つ
け
、
９
月

日
の
第
１
回
委
員
会
で

28

報
告
し
た
（
『
嬬
恋
村
誌
』
及
び
『
群
馬
県
史

資
料
編

』
の
同
文
書
の
誤

11

読
も
指
摘
）
。
鎌
原
忠
司
家
文
書
の
両
方
の
複
製
資
料
中
に
は
、
郷
蔵
に
関

す
る
記
述
は
こ
の
時
点
で
見
出
せ
な
か
っ
た
。

元
来
、
文
書
館
収
蔵
の
県
史
収
集
複
製
資
料
に
よ
る
調
査
に
は
限
界
が
あ

る
。
鎌
原
区
有
文
書
は
『
所
在
目
録
』
総
点
数

点
の
う
ち
公
開
複
製
資
料

697

点
（
全
体
の
約

％
）
、
鎌
原
忠
司
家
文
書
は
『
所
在
目
録
』
総
点
数

114

16.4

160
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点
の
う
ち
同

点
（
同
約

％
）
で
あ
る
。
特
に
、
鎌
原
区
有
文
書
は
、
文

42

26.3

書
番
号
№
１
の
貞
享
３
年
（1

6
8
6

）
か
ら
同
№

の
天
明
７
年
（1

7
8
7

）
ま

14

で
は
ほ
と
ん
ど
撮
影
・
収
集
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
の
№

の
明
治
４

666

年
ま
で
は
、
番
号
を
大
幅
に
飛
ば
し
て
撮
影
・
収
集
し
て
い
る
。
後
述
す
る

「
鎌
原
の
郷
倉
」
設
置
年
代
を
特
定
す
る
た
め
に
鍵
と
な
っ
た
文
書
は
、
ほ

と
ん
ど
が
未
撮
影
・
未
収
録
で
あ
る
。

ま
た
、
９
月
下
旬
の
第
１
回
委
員
会
の
際
、
嬬
恋
郷
土
資
料
館
内
に
鎌
原

区
有
文
書
の
複
製
資
料
が
多
数
あ
り
、
そ
の
中
に
文
政
２
年
の
稗
蔵
大
工
人

足
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
、
と
の
御
教
示
を
得
た
。
同
委
員
会
終
了
後
、
そ

の
複
製
資
料
を
７
冊
ほ
ど
撮
影
し
持
ち
帰
っ
て
解
読
し
た
。
複
製
資
料
の
冊

数
な
ど
か
ら
、
鎌
原
区
有
文
書
の
全
て
を
複
製
化
し
た
も
の
と
は
思
え
な
か

っ
た
。

月
中
旬
以
降
、
調
査
を
進
展
さ
せ
、
嬬
恋
郷
土
資
料
館
内
の
複
製

11

資
料
の
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
に
は
、
鎌
原
区
有
文
書
の
原
本
調
査
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
と
考
え
、
鎌
原
区
の
皆
様
、
嬬
恋
郷
土
資
料
館

の
関
館
長
・
樋
主
事
に
お
願
い
し
、
第
２
回
同
委
員
会
開
催
前
の

月
上
旬

12

に
実
現
し
た
。

鎌
原
区
有
文
書
の
原
本
調
査
（
計
２
回
）
に
つ
い
て

(2)
令
和
２
年

月
上
旬
、
第
１
回
鎌
原
区
有
文
書
の
原
本
調
査
を
鎌
原
公
民

12

館
内
で
、
樋
主
事
の
立
会
で
実
施
し
た
。
筆
者
は
、
古
文
書
原
本
を
読
み
進

め
な
が
ら
、
主
な
文
書
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
記
録
し
た
。
樋
主
事

に
は
、
『
所
在
目
録
』
を
基
に
古
文
書
原
本
を
文
書
番
号
順
に
並
べ
直
す
と

と
も
に
、
文
書
番
号
の
収
納
範
囲
が
明
記
さ
れ
た
各
封
筒
に
原
本
を
収
納
す

る
整
理
作
業
を
お
願
い
し
た
。

調
査
の
手
順
に
つ
い
て
は
、
現
地
滞
在
の
限
ら
れ
た
時
間
で
効
率
よ
く
「
郷

蔵
」
記
載
の
文
書
を
見
つ
け
る
た
め
、
『
所
在
目
録
』
で
表
題
に
「
郷
蔵
」

と
唯
一
記
載
の
あ
る
文
書
番
号
№

・
嘉
永
４
年
（1

8
5
1

）
の
文
書
（
県
史

395

収
集
複
製
資
料
に
は
無
い
文
書
）
か
ら
解
読
し
、
こ
れ
が
鎌
原
郷
蔵
に
関
す

る
史
料
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
同
年
の
郷
蔵
の
存
在
を
証
明
で
き
る
と
考
え

た
。
そ
の
後
、
年
代
・
文
書
番
号
順
に
さ
か
の
ぼ
り
、
天
保
期
～
嘉
永
期
の

郷
蔵
貯
稗
関
係
文
書
（
「
貯
稗
」
「
御
囲
い
籾
」
「
荒
稗
取
立
」
「
荒
稗
貸
付
」

等
の
表
題
の
文
書
）
に
目
を
通
し
て
い
き
、
で
き
れ
ば
先
述
の
文
政

年
（1

12

8
2
9

）
「
郷
蔵
並
び
に
牢
屋
屋
敷
御
座
無
く
候
」
記
載
の
「
鎌
原
村
明
細
帳
」

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
た
い
と
考
え
た
。

№

「
郷
蔵
左
官
作
料
割
合
帳
」〔
嘉
永
４
年
（1

8
5
1

）

月
〕（
横
長
帳
）

395

11

は
、
名
主
平
太
夫
に
よ
り
記
載
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
（
こ
の
時
『
所
在
目
録
』

の
「
郷
蔵
代
官
割
合
帳
」
は
誤
記
載
と
判
明
）
。

【
史
料
３
】
鎌
原
区
有
文
書
№
395

「
（
表
紙
略
）
覚

荷
蔵
壁
普
請
入
用

左
官
手
間
代
左
之
通

一

金
弐
両
弐
分
也

此
割
合
三
ツ
割
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弐
ツ

家

但
シ
、
家
数
四
十
壱
筆

内
四
軒
分
西
窪
よ
り
出
ス

壱
ツ

茅
持
江
増
し
割

右
金
弐
両
弐
分
也

右
之
か
へ

鐚
（
び
た
）
と
し
て
十
五
貫
七
百
四
十
八
文

丁
銀

拾
五
貫
百
弐
十
文

（
以
下
略
）
」

こ
の
時
の
郷
蔵
普
請
入
用
・
左
官
手
間
代
は
、
鎌
原
村

軒
と
西
窪
村
４
軒

37

に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
「
茅
」
の
記
載
か
ら
、
壁
普
請
だ
け
で
な
く
屋
根
葺

き
普
請
も
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
西
窪
村
４
軒
に
も
割
り
当
て
ら

れ
た
こ
と
は
、
鎌
原
村
だ
け
の
郷
蔵
で
は
な
く
、
西
窪
村
の
郷
蔵
で
も
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
は
、
№

「
貯
穀
稗
取
立
小
前
帳
」（
嘉
永
３
年

月
）
か
ら
№

「
貯

397

12

198

穀
未
年
持
ち
高
改
め
」
〔
天
保
６
年
（1

8
3
5

）
閏
７
月
〕
ま
で
の
文
書
に
目

を
通
し
た
が
、
郷
蔵
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

№

～
№

の
文
書
は
、
全
て
貯
穀
に
関
す
る
横
長
帳
で
、
一
綴
り
に
な

173

177

っ
て
い
た
。
綴
り
の
中
程
の
№

「
貯
穀
書
上
帳
」
（
天
保
３
年
８
月
）
の

175

冒
頭
に
、
次
の
記
述
を
見
出
し
た
（
部
分
記
載
）
。

【
史
料
４
】
鎌
原
区
有
文
書
№
175

「
（
表
紙
略
）
上
州
吾
妻
郡

鎌
原
村

一

貯
穀

拾
五
石
五
升
三
合
三
勺

去
卯
年
迄
有
石
之
分
、
郷
蔵
ニ
詰
置
申
候
（
太
字
・
下
線
は
筆
者
）

一
、
御
下
籾

三
升
弐
合

右
者
、
此
度
御
尋
ニ
付
、
当
村
貯
稗
有
石
之
分
、
取
調
仕
候
処
、

少
茂
相
違
無
御
座
候
、
以
上

天
保
三
年

辰
八
月

百
姓
代

三

治

郎

組

頭

平

太

夫

名

主

吉
右
衛
門

岩
鼻
御
役
所

（
以
下
略
）
」

天
保
３
年
（1

8
3
2

）
辰
８
月
、
吾
妻
郡
鎌
原
村
の
去
る
卯
年
（
去
年
）
迄

の
貯
穀
（
有
り
石
）
は

石
５
升
３
合
３
勺
で
、
郷
蔵
に
詰
め
置
い
た
。
加

15

え
て
、
領
主
（
幕
府
岩
鼻
役
所
）
か
ら
の
御
下
げ
籾
３
升
２
合
も
共
に
詰
め

置
い
た
、
と
鎌
原
村
名
主
吉
右
衛
門
ら
村
役
人
（
村
方
三
役
）
が
、
岩
鼻
役

所
宛
て
報
告
し
た
控
え
書
で
あ
る
。
天
保
３
年
８
月
に
鎌
原
村
に
「
郷
蔵
」

が
存
在
し
、
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
、
文
政

年
の
「
郷
蔵
並
び
に
牢
屋
屋
敷
御
座
無
く
候
」
と
記
載

12

の
№

「
鎌
原
村
明
細
帳
」
辺
り
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
目
を
通
し
た
が
、
郷

133
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蔵
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
№

「
稗
蔵
大
工
人
足

145

覚
帳
」
（
文
政
２
年
）
に
は
、
大
工
人
足
数
、
葦
代
人
足
数
、
酒
代
、
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
た
。
「
葦
」
の
文
字
か
ら
、
こ
の
時
「
稗
蔵
」
の
屋
根
葺
き

あ
し

普
請
も
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。

月

日
、
第
２
回
同
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
郷
倉
の
設
置
年
代
な
ど
に

12

15

関
す
る
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
今

後
の
課
題
と
し
て
、
①
『
所
在
目
録
』
は
、
年
代
順
に
史
料
が
並
ん
で
な
く

月
日
記
載
も
な
い
の
で
、
次
回
調
査
で
各
文
書
の
月
日
を
原
本
で
確
認
し
、

郷
蔵
・
貯
穀
・
備
荒
救
済
に
関
す
る
文
書
を
年
代
順
に
並
べ
、
歴
史
的
な
流

れ
か
ら
も
考
察
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
②
№
６
「
飢
人
夫
食
拝
借
小
前

割
帳
」
（
天
明
３
年
８
月
）
～
№

「
稗
蔵
大
工
人
足
覚
帳
」
（
文
政
２
年
）

145

の
間
の
文
書
を
精
査
し
、
稗
蔵
設
置
の
経
緯
を
示
す
史
料
を
探
索
す
る
こ
と
。

③
№

「
稗
蔵
大
工
人
足
覚
帳
」
（
文
政
２
年
）
～
№

「
貯
穀
書
上
帳
」

145

175

（
天
保
３
年
８
月
）
の
間
の
文
書
を
精
査
し
、
「
郷
蔵
」
設
置
の
経
緯
を
示

す
史
料
を
探
索
す
る
こ
と
。
④
№

「
五
か
年
賦
稗
取
立
帳
」
（
天
保
４
年

173

月
）
～
№

「
荒
稗
拝
借
小
前
帳
」
（
慶
応
３
年
４
月
）
間
の
郷
蔵
貯
穀

12

564

関
係
文
書
を
精
査
し
、
郷
蔵
の
運
用
に
つ
い
て
具
体
的
に
調
査
・
考
察
す
る

こ
と
、
⑤
鎌
原
区
有
文
書
の
原
本
と
嬬
恋
郷
土
資
料
館
内
の
同
複
製
資
料
を

照
合
し
、『
所
在
目
録
』
・
複
製
資
料
の
誤
読
・
誤
記
載
等
を
確
認
す
る
こ
と
、

な
ど
を
考
え
た
。

令
和
３
年
（2

0
2
1

）
１
月

日
、
第
２
回
鎌
原
区
有
文
書
の
原
本
調
査
を

16

鎌
原
公
民
館
内
で
、
樋
主
事
立
会
に
よ
り
実
施
し
た
。
筆
者
は
、
同
文
書
群

の
「
郷
蔵
・
稗
蔵
・
貯
穀
・
備
荒
救
済
等
関
係
文
書
一
覧
」
（
可
能
な
限
り

年
代
順
に
並
べ
た
も
の
、
全

点
）
を
事
前
に
作
成
し
、
原
本
で
「
月
日
」

137

記
載
を
１
点
ず
つ
確
認
し
な
が
ら
読
み
進
め
、
主
な
文
書
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
記
録
し
た
。
樋
主
事
に
も
同
じ
リ
ス
ト
を
お
渡
し
し
、
調
査
作

業
を
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
。

５
．
鎌
原
区
有
文
書
の
原
本
調
査
結
果
と
近
世
鎌
原
村
の
稗
蔵
・
郷
蔵
設
置

な
ど
に
つ
い
て

天
明
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
の
郷
蔵
・
稗
蔵
・
貯
穀
関
係
文
書
に
つ
い

(1)て
こ
こ
で
は
、
第
２
回
鎌
原
区
有
文
書
の
原
本
調
査
を
経
て
、
第
３
回
鎌
原

の
郷
倉
保
存
整
備
検
討
委
員
会
で
報
告
す
る
た
め
に
ま
と
め
た
「
鎌
原
区
有

文
書
の
郷
蔵
・
稗
蔵
・
貯
穀
・
備
荒
救
済
関
係
文
書
一
覧
」
（
【
資
料
５
】
）

な
ど
を
も
と
に
考
察
し
た
こ
と
を
記
し
た
い
。

№

「
諸
書
附
改
相
渡
覚
帳
」
（
天
明
５
年
正
月
）
は
、
天
明
５
年
（1

7
8

16

5

）
よ
り
大
正
５
年
（1

9
1
6

）
ま
で
の

年
間
に
及
ぶ
村
役
人
引
継
ぎ
文
書

131

の
綴
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
寛
政
２
年
（1

7
9
0

）
に
「
戌
年
取
り
立
て
分

一
、
荒
稗
６
斗
７
升
、
一
、
荒
れ
地
起
こ
し
返
し
取
立
帳

１
本
」
、
翌

寛
政
３
年
に
「
亥
年

一
、
稗
取
り
立
て

１
冊
」
、
寛
政

年
に
「
一
、

12

貯
穀
書
上
帳

２
冊

右
の
通
り
相
改
め
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
村
が
稗

を
貯
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
天
明
３
年
浅
間
山
大
噴
火
被
災
７
年

後
か
ら
鎌
原
村
が
貯
穀
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
史
料
だ
け
で
、
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文
政
２
年
（1

8
1
9

）
初
見
の
「
稗
蔵
」
に
こ
れ
ら
の
稗
を
積
み
置
い
た
の
か

は
明
ら
か
で
な
い
。
一
方
、
こ
の
史
料
に
は
引
継
ぎ
に
関
わ
っ
た
鎌
原
村
名

主
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
基
に
作
成
し
た
の
が
前
述
【
資
料
３
】
で

あ
る
。
№

（
寛
政
７
年
７
月
）
か
ら
№

（
文
化

年
３
月
）
は
、
天
明

43

81

15

３
年
被
災
後
の
耕
地
（
畑
）
の
起
こ
し
返
し
、
年
貢
減
免
、
定
免
法
へ
の

じ
よ
う
め
ん

切
り
替
え
願
い
な
ど
、
鎌
原
村
役
人
や
同
村
小
前
百
姓
ら
一
般
民
の
復
興
へ

の
継
続
的
な
努
力
が
う
か
が
え
る
史
料
で
あ
る
。

№

「
稗
蔵
大
工
人
足
覚
帳
」
〔
（
文
政
２
年
（1

8
1
9

）
〕
は
、
現
時
点
で

145

「
稗
蔵
」
の
存
在
を
示
す
最
古
の
文
書
で
あ
る
。
設
置
場
所
・
規
模
・
貯
穀

物
・
後
の
「
郷
蔵
」
と
の
関
係
を
示
す
記
述
は
、
２
回
の
原
本
調
査
で
も
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
大
工
等
の
人
足
負
担
が
鎌
原
村
の
居
住
民
に
の

み
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
稗
蔵
」
は
同
村
の
み
が
貯
え
運
用

・
利
用
し
て
い
た
施
設
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
「
稗
蔵
」
は
、
鎌

原
村
の
蔵
で
あ
り
、
複
数
の
村
＝
郷
が
関
わ
る
「
郷
蔵
」
で
は
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
２
つ
の
鎌
原
村
絵
図
に
「
稗
蔵
」
の
記
載
は
な
い
が
、

鎌
原
宿
通
り
に
面
し
、
被
災
前
の
郷
蔵
と
同
位
置
に
建
て
ら
れ
て
い
た
可
能

性
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
稗
蔵
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
は
、
現
在
と
ほ

ぼ
同
じ
生
活
面
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
書
の
内
容
は
、
①
鎌
原
村
の
計

人
が
大
工
人
足
計

人
を
負
担
、
②
よ
し
（
葦
）
代

文
、
２
日
間
の
人

37

123

472

足
計

人
、
③
酒
代
１
貫

文
、
①
～
③
の
合
計
は
、
銭
７
貫

文
と
な
っ

36

124

900

た
。
こ
れ
を
三
ツ
割
（
３
分
の
２
・
３
分
の
１
）
に
し
、
家
１
軒
に
つ
き
59

文
・
持
ち
高
１
石
に
つ
き

文
６
分
を
負
担
す
る
こ
と
と
し
、
計

名
に
割

43

48

り
当
て
て
い
る
。

名
の
実
際
の
合
計
は
、
７
貫

文
で
９
文
の
不
足
、

48

891

189

文
割
り
当
て
の
杢
兵
衛
の
み
押
印
が
な
い
（
【
史
料
５
】
）
。

№

「
佐
藤
忠
右
衛
門
様
御
支
配
に
相
成
候
節
、
御
渡
し
遊
ば
さ
れ
候
御

135

書
付
写
（
代
官
支
配
替
え
に
つ
き
達
書
写
）
」（
文
政
６
年

月
、【
史
料
６
】
）

12

は
、
稗
蔵
や
郷
蔵
へ
の
貯
穀
の
手
法
に
つ
い
て
の
触
書
で
あ
る
。

【
史
料
６
】
鎌
原
区
有
文
書
№
135

「
（
表
紙
略
）
申

渡
（
中
略
）

一
、
百
姓
貯
穀
の
儀
、
急
（
救
）
難
の
手
当
に

囲
い
置
き
候
御
趣
意
に
付
、
年
々
出
穀
高

届
書
差
し
出
し
、
是
れ
迄
囲
い
置
き
申
し
候
も

痛
み
受
け
ざ
る
様
新
穀
に
引
き
替
え
、
不
取
締

の
儀
こ
れ
無
き
様
心
附
く
べ
き
事

（
後
略
）
」

つ
ま
り
、
佐
藤
忠
右
衛
門
代
官
役
所
が
管
轄
す
る
幕
府
領
村
々
へ
、
貯
穀
は

救
難
手
当
て
の
た
め
で
あ
る
こ
と
、
年
々
の
出
穀
高
届
書
の
提
出
、
傷
ん
だ

穀
物
の
新
穀
へ
の
引
き
替
え
、
な
ど
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
後
の

№

「
差
上
申
一
札
之
事
」（
文
政
９
年
３
月
）
、
№

、「
荒
稗
貸
附
覚
帳
」

112

176

（
文
政
９
年

月
）
、
№

、
「
差
上
申
一
札
之
事
（
御
貯
石
荒
稗
拝
借
）
」

10

111

（
文
政
９
年

月
）
、
№

「
貯
穀
書
上
帳
」（
天
保
３
年
８
月
）
、
№

「
稗

10

175

389

貸
出
し
覚
」
（
嘉
永
５
年
５
月
）
な
ど
は
、
こ
の
貯
穀
に
関
す
る
申
し
渡
し
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が
守
ら
れ
、
村
役
人
に
よ
っ
て
作
成
・
記
録
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。

№

・
№

の
「
鎌
原
村
明
細
帳
」
（
共
に
文
政

年
４
月
）
は
、
同
じ

133

134

12

文
章
が
記
載
さ
れ
て
い
る
文
書
控
え
で
あ
る
。
鎌
原
村
は
、
引
き
続
き
幕
府

領
で
は
あ
る
が
、
支
配
役
所
が
岩
鼻
役
所
（
岩
鼻
陣
屋
、
現
高
崎
市
岩
鼻
町
）

へ
変
更
に
な
っ
た
際
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
【
資
料
５
】
に
挙
げ
て
い

な
い
№

・
№

「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」（
共
に
文
政

年
４
月
）
は
、

122

123

12

鎌
原
村
・
田
代
村
な
ど
幕
府
領
９
か
村
が
岩
鼻
役
所
へ
の
支
配
替
え
に
反
対

し
、
幕
府
江
戸
役
所
の
直
接
支
配
を
願
い
出
た
史
料
で
あ
る
。
こ
の
時
鎌
原

村
は
、
助
郷
人
足
等
を
め
ぐ
る
村
方
出
入
（
村
方
騒
動
）
が
発
生
し
て
い
た
。

岩
鼻
役
所
支
配
に
な
る
と
幕
府
領
９
か
村
の
村
役
人
の
願
い
が
江
戸
へ
届
き

に
く
く
な
る
、
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
№

・
№

「
差
出
申
一

209

210

札
之
事
」
（
共
に
天
保
２
年

月
）
は
、
鎌
原
村
の
延
命
寺
再
建
に
関
す
る

12

史
料
で
あ
る
。
記
載
内
容
か
ら
、
延
命
寺
再
建
は
不
調
に
終
わ
り
、
こ
の
時

点
で
の
再
建
は
実
現
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
天
保
２
年
（1

8
3
1

）

は
、
天
明
３
年
（1

7
8
3

）
か
ら
数
え

年
目
（

回
忌
）
に
あ
た
り
、
村
方

49

49

で
同
寺
再
建
の
動
き
が
活
発
化
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

№

「
貯
穀
書
上
帳
」
（
天
保
３
年
８
月
）
は
、
現
時
点
で
当
文
書
群
の

175

「
郷
蔵
」
記
載
最
古
の
文
書
で
あ
る
。
前
年
ま
で
の
貯
穀

石
５
升
３
合
３

15

勺
及
び
幕
府
岩
鼻
役
所
か
ら
の
御
下
げ
籾
３
升
を
郷
蔵
に
詰
め
置
い
た
、
と

い
う
当
時
の
鎌
原
村
役
人
か
ら
岩
鼻
役
所
へ
の
届
書
控
え
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
文
書
は
、
横
長
帳
の
原
本
の
表
紙
を
め
く
る
と
、
冒
頭
に
前
記
の
釈
文
文

字
が
比
較
的
太
く
、
間
隔
を
空
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
の
何
年
か

前
の
時
期
に
、
「
郷
蔵
」
普
請
入
用
帳
や
同
目
論
見
帳
等
の
新
築
・
修
築
関

も
く

ろ

み

係
文
書
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
先
の
「
稗
蔵
」
と
同
じ
く
宿
通
り
に

面
し
た
場
所
に
、
多
少
の
規
模
拡
張
や
修
理
を
加
え
て
設
置
さ
れ
た
可
能
性

も
あ
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
明
治
２
年
ま
で
は
、
こ
の
位
置
に
「
郷
蔵
」

が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
天
保
３
年
は
、
天
明
浅
間
焼

け
被
災
か
ら
ち
ょ
う
ど

年
目
に
当
た
り
、
村
方
で
は
こ
の
年
を
郷
蔵
設
置

50

（
再
建
）
の
一
つ
の
目
安
に
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

№

（
天
保
２
年

月
）
、
№

（
天
保
３
年
２
月
）
、
№

・
№

・
№

274

10

207

195

204

（
い
ず
れ
も
天
保
３
年
９
月
）
の
文
書
は
、
天
保
３
年
８
月
の
郷
蔵
設
置

211を
挟
ん
で
、
鎌
原
村
で
「
村
方
騒
動
」
（
村
方
出
入
・
小
前
騒
動
）
が
発
生

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
他
地
域
で
も
多
く
発
生

し
た
村
方
騒
動
は
、
村
内
の
村
役
人
層
と
小
前
百
姓
と
の
村
政
を
め
ぐ
る
紛

争
で
あ
る
。
鎌
原
村
の
場
合
、
当
時
助
郷
人
足
負
担
な
ど
を
め
ぐ
る
対
立
が

発
生
し
、
領
主
役
所
へ
出
訴
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
郷
蔵
の
設
置
は
、

備
荒
や
困
窮
民
・
貧
民
救
済
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
小
前
百
姓
ら
の
不
満
を

緩
和
す
る
た
め
に
、
比
較
的
裕
福
な
村
役
人
層
が
主
体
と
な
っ
て
、
こ
の
時

期
に
推
進
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

天
保
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
の
郷
蔵
の
運
用
、
貯
穀
・
備
荒
救
済
関
係

(2)文
書
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
「
天
保
の
飢
饉
」
は
、
天
保
４
年
（1

8
3
3

）
年
と
天
保
６
年
～

き

き
ん

同
８
年
の
冷
害
に
よ
る
凶
作
を
頂
点
と
し
た
前
後
６
年
間
に
及
ぶ
飢
饉
の
こ
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と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
鎌
原
村
の
郷
蔵
貯
穀
、
備
荒
・
救
済
関
係
文
書
と

し
て
は
、
№

「
五
か
年
賦
稗
取
立
帳
」
・
№

「
貯
稗
貸
附
帳
」
（
共
に
天

173

174

保
４
年

月
）
、
№

「
御
拝
金
借
用
一
札
之
事
（
他
村
の
者
か
ら
の
拝
借

12

185

金
願
書
）
」
（
天
保
５
年
２
月
）
、
№

「
御
囲
み
籾
拝
借
証
文
之
事
（
領
主

250

岩
鼻
陣
屋
御
囲
み
籾
よ
り
拝
借
）
」
（
天
保
５
年
）
、
№

「
貯
穀
未
年
持
ち

198

高
改
め
」
（
天
保
６
年
閏
７
月
）
、
№

「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
借
用
方

200

願
出
）
」
（
天
保
７
年

月
）
、
№

「
夫
食
代
借
用
証
文
之
事
」
（
天
保
８

12

265

年
正
月
）
、
№

「
五
か
年
賦
稗
種
籾
拝
借
取
立
帳
（
大
戸
村
・
加
部
安
左

233

衛
門
よ
り
金

両
拝
借
分
取
立
）
」
（
天
保
８
年

月
）
な
ど
が
あ
る
。
飢
饉

20

11

の
最
初
の
波
が
襲
っ
た
天
保
４
年
末
に
は
、
村
方
の
郷
蔵
へ
の
貯
稗
取
立
・

貸
付
も
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
後
、
郷
蔵
貯
穀
だ
け
で
は
困
窮
者
の
夫
食
な

ど
が
不
足
と
な
り
、
岩
鼻
役
所
の
囲
み
籾
や
大
戸
村
・
加
部
安
左
衛
門
な
ど

他
村
の
有
力
者
か
ら
の
拝
借
金
・
夫
食
代
金
な
ど
を
得
て
い
る
。
勿
論
、
こ

の
時
期
の
史
料
の
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
天
保
の
飢
饉
直
前
の

鎌
原
郷
蔵
の
設
置
は
、
飢
饉
の
被
害
を
幾
分
か
緩
和
す
る
効
果
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
究
明
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

№

「
御
囲
籾
拝
借
証
文
之
事
」
（
天
保

年
６
月
）
は
、
№

「
御
囲

271

13

250

み
籾
拝
借
証
文
之
事
」
（
天
保
５
年
）
の
際
の
岩
鼻
代
官
役
所
御
囲
み
籾
返

済
が
滞
り
長
引
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
そ
の
後
、
№

「
貯

256

穀
石
数
書
上
帳
」
（
天
保

年
６
月
）
か
ら
№

「
貯
穀
稗
取
立
小
前
帳
」

14

397

（
嘉
永
３
年

月
）
に
か
け
て
の
時
期
は
、
順
調
・
継
続
的
に
郷
蔵
へ
の
貯

12

穀
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
間
の
史
料
に
目
を
通
す
と
、
各
年

ご
と
の
貯
穀
取
立
高
は
、
年
に
よ
り
異
な
っ
て
お
り
一
定
で
は
な
い
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
史
料
を
解
読
・
分
析
し
、
郷
蔵
の
運
営
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

先
述
の
№

「
郷
蔵
左
官
作
料
割
合
帳
」
〔
嘉
永
４
年
（1

8
5
1

）

月
〕

395

11

は
、
鎌
原
区
有
文
書
の
中
で
唯
一
表
題
に
「
郷
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
文
書

で
あ
る
。
天
保
３
年
（1

8
3
2

）
８
月
に
郷
蔵
が
設
置
（
再
建
）
さ
れ
た
と
す

る
と
、
嘉
永
４
年
は
ち
ょ
う
ど

年
目
に
当
た
る
。
現
代
の
建
築
で
も
新
築

20

か
ら

年
を
経
過
す
る
と
、
家
の
所
々
に
傷
み
や
破
損
が
生
じ
、
修
理
・
手

20

当
て
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
の
文
書
に
は
、
「
荷
蔵
」
（
郷
蔵
）
の
壁
の
普

請
入
用
、
左
官
（
壁
普
請
職
人
）
の
手
間
代
を
三
ツ
割
に
し
、
３
分
の
２
を

計

軒
で
割
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

軒
の
中
に
西
窪
村
の

41

41

４
軒
が
含
ま
れ
て
い
る
。
複
数
の
郷
村
が
年
々
積
み
置
き
、
利
用
す
る
蔵
こ

そ
文
字
通
り
の
「
郷
蔵
」
で
あ
ろ
う
か
。
残
り
の
３
分
の
１
は
、「
茅
持
ち
」

へ
増
し
割
さ
れ
て
い
る
（
茅
の
無
償
提
供
の
意
味
か
）
。
「
茅
」
と
い
う
記
載

か
ら
、
こ
の
時
、
壁
普
請
と
と
も
に
屋
根
の
葺
き
替
え
普
請
も
行
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

№

「
出
火
見
舞
受
納
帳
」
〔
嘉
永
４
年
（1

8
5
1

）

月

日
〕
～
№

402

11

13

393

「
差
入
申
一
札
之
事
（
村
方
残
ら
ず
焼
失
に
つ
き
借
り
入
れ
申
し
談
じ
書
）
」

〔
嘉
永
６
年
（1

8
5
3

）

月
〕
は
、
こ
の
時
期
に
発
生
し
た
鎌
原
村
の
２
度

12

の
火
災
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
特
に
、
嘉
永
５
年
４
月
１
日
午
上
刻
（
昼

時

分
頃
）
出
火
の
火
災
は
、
名
主
・
平
太
夫
宅
を
初
め
、
同
村
内
を
残

11

40

ら
ず
焼
失
す
る
大
火
と
な
り
、
当
座
の
夫
食
・
農
具
・
小
屋
掛
け
料
な
ど
を
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拝
借
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
被
害
状
況
で
あ
っ
た
（
№

「
乍
恐
以

392

書
付
奉
願
上
候
」
〔
嘉
永
５
年
（1

8
5
2

）
４
月

日
〕
）
。
火
災
か
ら
の
復
興

10

は
容
易
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
１
年
８
か
月
後
の
翌
嘉
永
６
年

月
に
至

12

っ
て
も
借
入
金
が
必
要
な
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
文
書
に
記
さ
れ
て
い

る
夫
食
・
農
具
・
小
屋
掛
け
料
な
ど
の
拝
借
金
に
つ
い
て
は
、
４
年
８
か
月

後
の
安
政
３
年
（1

8
5
6

）

月
に
返
納
割
合
が
決
め
ら
れ
て
い
る
（
№

「
夫

12

461

食
・
農
具
代
御
拝
借
返
納
割
合
帳
」
）
。
こ
こ
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
史
料
は
、

大
火
か
ら
１
か
月
後
の
№

「
稗
貸
出
し
覚
」
（
嘉
永
５
年
５
月
２
日
）
で

389

あ
る
。
郷
蔵
の
稗
が
、
火
災
に
よ
る
被
災
者
へ
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。
郷
蔵

は
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
・
困
窮
者
だ
け
で
な
く
、
人
的
災
害
＝
火
災

に
よ
る
被
災
者
へ
の
救
済
の
た
め
に
も
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

№

「
荒
稗
取
立
帳
」（
嘉
永
７
年
３
月
）
～
№

「
荒
稗
拝
借
小
前
帳
」

360

564

〔
慶
応
３
年
（1

8
6
7

）
４
月
〕
は
、
幕
末
期
の
郷
蔵
へ
の
貯
穀
、
備
荒
・
救

済
関
係
の
文
書
で
あ
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
史
料
の
読
解
、
分
析
に
も
鋭
意

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

以
上
、
近
世
鎌
原
の
郷
蔵
に
関
す
る
文
献
や
鎌
原
区
有
文
書
な
ど
の
地
域

史
料
を
分
析
・
検
討
し
、
近
世
後
期
の
吾
妻
郡
鎌
原
村
の
様
相
、
郷
蔵
の
設

置
年
代
・
設
置
場
所
、
運
用
状
況
な
ど
を
考
察
し
て
き
た
。

天
明
３
年
浅
間
山
大
噴
火
被
災
前
の
郷
蔵
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
萩
原
進

氏
の
著
書
掲
載
絵
図
（
「
浅
間
山
焼
荒
之
日
並
其
外
家
並
名
前
帳
」
よ
り
筆

写
）
の
探
索
・
確
認
後
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
郷
蔵
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
は
、
絵
図
の
通
り
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
鎌
原
宿
の
ほ
ぼ
中
央
、
宿

通
り
に
面
し
、
諏
訪
社
（
現
鎌
原
神
社
）
参
道
北
側
角
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
（
設
置
面
は
泥
流
で
埋
没
）
。
文
政
２
年
４
月
に
は
稗
蔵
が
あ
り
、
建

築
ま
た
は
修
築
の
大
工
人
足
な
ど
が
名
主
郷
左
衛
門
ら
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て

い
る
。
文
政

年
４
月
当
時
、
鎌
原
村
の
人
々
の
考
え
る
郷
蔵
は
、
存
在
し

12

な
か
っ
た
（
同
年
「
鎌
原
村
明
細
帳
」
よ
り
）
。
天
保
３
年
８
月
、
前
年
ま

で
の
貯
稗
と
幕
府
岩
鼻
役
所
か
ら
の
御
下
げ
籾
が
郷
蔵
に
積
み
置
か
れ
た
。

以
後
、
天
保
期
か
ら
嘉
永
期
初
め
ま
で
、
郷
蔵
の
貯
穀
（
貯
稗
）
に
関
す
る

取
り
立
て
・
積
み
替
え
・
石
（
穀
）
数
書
き
上
げ
な
ど
が
順
次
行
わ
れ
た
。

嘉
永
４
年

月
に
は
、
郷
蔵
（
荷
蔵
）
の
壁
・
屋
根
の
普
請
入
用
・
左
官
手

11

間
代
な
ど
が
、
鎌
原
村
・
西
窪
村
の
計

軒
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
嘉
永
期

41

か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
郷
蔵
の
稗
貸
し
出
し
、
稗
取
り
立
て
、
稗
穀
（
石
）

数
書
き
上
げ
・
改
め
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
郷
蔵
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
災

者
・
困
窮
者
だ
け
で
な
く
、
火
災
に
よ
る
被
災
者
へ
の
救
済
の
た
め
に
も
運

用
さ
れ
た
。
明
治
２
年
の
「
家
別
絵
図
面
書
上
」
に
よ
る
と
、
郷
蔵
は
引
き

続
き
鎌
原
宿
の
ほ
ぼ
中
央
、
宿
通
り
に
面
し
た
諏
訪
社
参
道
北
側
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
約

ｍ
東
側
の
現
在
地
（
鎌
原
神
社
の
鳥
居
南

90

側
）
に
移
設
・
移
築
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

近
世
鎌
原
村
の
郷
蔵
に
関
す
る
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
天
保
期
以
降
の
「
稗
取
立
帳
」
な
ど
を
丹
念
に
解
読
・
分
析
し
、
郷
蔵
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へ
の
積
み
穀
の
取
立
量
が
年
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
、
そ
の
取
り
立
て
方
な

ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

②
村
絵
図
類
を
鎌
原
区
有
文
書
や
そ
の
他
の
嬬
恋
村
域
の
地
域
史
料
か
ら

発
掘
し
分
析
す
る
こ
と
。
前
述
『
嬬
恋
村
誌
』
掲
載
の
２
つ
の
絵
図
は
勿
論
、

鎌
原
区
有
文
書
の
明
治
期
以
降
の
近
現
代
文
書
は
、
近
世
文
書
と
ほ
ぼ
同
数

か
そ
れ
以
上
の
点
数
が
あ
り
、
そ
の
中
に
近
世
期
の
絵
図
類
が
紛
れ
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
。
近
現
代
文
書
で
も
「
郷
倉
」
が
描
か
れ
て
い
れ
ば
、
近
世

の
郷
蔵
に
つ
い
て
考
察
す
る
有
効
な
史
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

③
文
化
期
～
明
治
初
期
の
家
数
・
人
数
増
減
帳
類
を
引
き
続
き
解
読
・
分

析
し
数
値
化
す
る
こ
と
。
同
時
期
の
鎌
原
村
と
他
村
の
繋
が
り
、
鎌
原
村
の

備
荒
・
救
済
策
な
ど
も
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

④
群
馬
県
内
に
現
存
す
る
の
他
地
域
の
郷
蔵
（
郷
倉
）
と
比
較
・
検
討
す

る
こ
と
。
前
記
の
上
泉
郷
蔵
、
桐
原
郷
蔵
な
ど
と
の
比
較
・
検
討
に
よ
り
、

新
た
に
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、
今
回
、
鎌
原
区
有
文
書
の
原
本
調
査
に
つ
い
て
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
熊
川
栄
嬬
恋
村
長
様
、
地
田
功
一
教
育
長
様
、
同
村
教

育
委
員
会
事
務
局
の
皆
様
、
地
元
鎌
原
区
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

【
注
】

嬬
恋
村
「
鎌
原
区
有
文
書
」
№
６
、
『
群
馬
県
史

資
料
編

』
（1

9
8
0

年

(1)

11

３
月
）
資
料

所
収

507

嬬
恋
村
「
鎌
原
忠
司
家
文
書
」
『
群
馬
県
史

資
料
編

』
（
同
）
資
料

(2)

11

509

所
収

中
之
条
町
・
一
場
家
文
書
『
群
馬
県
史

資
料
編

』
（
同
）
資
料

所
収

(3)

11

511

嬬
恋
村
「
鎌
原
忠
司
家
文
書
」
『
群
馬
県
史

資
料
編

』
（
同
）
資
料

(4)

11

517

所
収

嬬
恋
村
「
鎌
原
区
有
文
書
」
№

・
№

、『
群
馬
県
史

資
料
編

』（
同
）

(5)

134

135

11

資
料

所
収

103

『
大
間
々
町
誌

通
史
編

上
巻
』
（1

9
9
8

年

月
）
、

頁
、
関
口
執
筆
担

(6)

10

743

当
分

◎
参
考
文
献
・
資
料
な
ど

①
『
嬬
恋
村
の
民
俗
』
（
群
馬
県
民
俗
調
査
報
告
書
第

集
、1

9
7
3

年
、
群

15

馬
県
教
育
委
員
会
）

②
『
嬬
恋
村
誌

上
巻
・
下
巻
』
（1

9
7
7

年
、
嬬
恋
村
役
場
）

③
萩
原
進
著
『
天
明
三
年
浅
間
山
噴
火
史
』
（1

9
8
2

年
、
嬬
恋
村
鎌
原
観
音

堂
奉
仕
会
）

④
『
上
野
国
郡
村
誌1

1

吾
妻
郡
』
（1

9
8
5

年
、
群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会
）

⑤
『
日
本
歴
史
地
名
体
系

群
馬
の
地
名
』
（1

9
8
7

年
、
平
凡
社
）

10

⑥
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

『
群
馬
県
』
（1

9
8
8

年
、
角
川
書
店
）

10

⑦
『
大
間
々
町
誌

通
史
編

上
巻
』（1

9
9
8

年
、
大
間
々
町
誌
刊
行
委
員
会
）

（
補
佐
兼
古
文
書
係
長
）
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【資料１】嬬恋村域の近世領主変遷について

天和２年 元禄11年 元文元年 元文５年 文化９年 慶応４年
（1682年） （1698年） （1736年） （1740年） （1812年） （1868年）

1 大笹村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 岩鼻県管轄

2 田代村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 岩鼻県管轄

3 大前村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 岩鼻県管轄

4 鎌原村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 岩鼻県管轄

5 干俣村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 岩鼻県管轄

6 門貝村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 岩鼻県管轄

7 中居村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 ⇒ ⇒ ⇒ 籏本榊原氏領 岩鼻県管轄

8 赤羽根村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 ⇒ ⇒ 旗本古田氏領 ⇒ 岩鼻県管轄

9 袋倉村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 ⇒ ⇒ 旗本古田氏領 ⇒ 岩鼻県管轄

10 今井村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 ⇒ ⇒ 旗本深津氏領 ⇒ 岩鼻県管轄

11 西窪村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 ⇒ 旗本古田氏領 ⇒ ⇒ 岩鼻県管轄

12 芦生田村 沼田藩（真田氏）領 幕府領 旗本古田氏領 ⇒ ⇒ ⇒ 岩鼻県管轄

№ 村名 近世初期

（『群馬県史 資料編11』、『角川日本地名大辞典10 群馬県』、『上野国郡村誌11 吾妻郡』』などより作成）

【資料２】嬬恋村域の近世石高（村高）の変遷について

寛文郷帳 真田氏検地 元禄郷帳 天保郷帳 旧高旧領取調帳
（17C半ば) （18C初め) （19C半ば）

1 大笹村 １４６石余 ８２４石余 １７８石余 ２１６石余 ２１７石余

2 田代村 １６石余 ８５石余 ２１石余 ３１石余 ３１石余

3 大前村 １５９石余 ７３４石余 １５４石余 １５７石余 １５７石余

4 鎌原村 １９７石余 ９１１石余 ３０９石余 ３３２石余 ３３２石余

5 干俣村 ２８石余 ２９３石余 ９３石余 １９３石余 １９３石余

6 門貝村 ４３石余 ２２１石余 ６８石余 ６９石余 ６９石余

7 中居村 ４３石余

8 赤羽根村 ５１石余 ２５４石余 ６２石余 ６３石余 ６２石余

9 袋倉村 ６８石余 ３１２石余 ９６石余 ９６石余 ９６石余

10 今井村 ８５石余 ４７７石余 １４３石余 １５０石余 １４５石余

11 西窪村 ５２石余 ２４８石余 ５１石余 ５１石余 ５１石余

12 芦生田村 １０５石余 ４７８石余 １６２石余 １６２石余 １６２石余

№ 村名

（『群馬県史 資料編11』、『角川日本地名大辞典10 群馬県』などより作成）
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【資料３】近世吾妻郡鎌原村の名主役の変遷〔近世初め沼田藩領、天和２年（1682）以降幕府領〕①

元号 西暦 十二支 名主役引継ぎ 名主名初出等 №16「諸書附改相渡覚帳」の貯穀等関連記述、改元等

天明５年 1785 巳 正月29日 半兵衛 ⇒ 郷左衛門 郷左衛門初出 大変に付御尋ね書上帳１冊、荒れ地割渡し帳１冊
天明６年 1786 午 正月29日 ⇒ 作左衛門 作左衛門初出 一、荒れ所起こし返し 石高
天明７年 1787 未 正月29日 ⇒ 郷左衛門
天明８年 1788 申 正月 ⇒ 作左衛門
天明９年 1789 酉 ⇒ 郷左衛門 １月、寛政へ改元
寛政２年 1790 戌 正月29日 ⇒ 吉右衛門 吉右衛門初出
寛政３年 1791 亥 正月29日 ⇒ 吉右衛門 一、戌年取り立て分 荒稗６斗７升（貯穀の初出）
寛政４年 1792 子 正月29日 ⇒ 作左衛門 一、亥年 稗取り立て １冊
寛政５年 1793 丑 正月29日 ⇒ 郷左衛門 一、稗請け取り１枚。一、稗 取り立て１町 是村石に

寛政６年 1794 寅 〔寛政６年～寛政８年不明〕 稗小前帳１冊
寛政９年 1797 巳 正月29日 作左衛門 ⇒ 郷左衛門 辰年買い申し候 鉄炮１挺 此の金２万300文
寛政10年 1798 午 正月29日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門
寛政11年 1799 未 （作左衛門 ⇒ 吉右衛門）
寛政12年 1800 申 正月29日 吉右衛門 ⇒ 郷左衛門 一、貯穀書上帳 ２冊 右の通り相改め（引継ぎ）
享和元年 1801 酉 正月29日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門
享和２年 1802 戌 作左衛門 ⇒ 郷左衛門
享和３年 1803 亥 正月29日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門 諸書付相渡す
享和４年 1804 子 作左衛門 ⇒ 郷左衛門 ２月、文化へ改元。目録１本、御通し１本、国役金請取

文化２年 1805 丑 正月29日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門 御割付〆20本、目録〆21本改め渡し
文化３年 1806 寅 正月29日 作左衛門 ⇒ 郷左衛門
文化４年 1807 卯 正月29日 （郷左衛門 ⇒ 作左衛門）
文化５年 1808 辰 作左衛門 ⇒ 郷左衛門
文化６年 1809 巳 正月29日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門
文化７年 1810 午 正月29日 作左衛門 ⇒ 郷左衛門
文化８年 1811 未 正月29日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門
文化９年 1812 申 正月29日 作左衛門 ⇒ 郷左衛門
文化10年 1813 酉 正月29日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門 諸書付相改め候て
文化11年 1814 戌 正月29日 作左衛門 ⇒ 郷左衛門
文化12年 1815 亥 正月29日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門
文化13年 1816 子 正月29日 作左衛門 ⇒ 郷左衛門
文化14年 1817 丑 正月29日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門 （９月、日光御法会御切手小枚）
文化15年 1818 寅 正月 作左衛門改め ２月、文政へ改元
文政２年 1819 卯 正月29日 作左衛門 ⇒ 郷左衛門 ４月「稗蔵大工人足覚帳 名主 郷左衛門」（№145）
文政３年 1820 辰 正月29日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門 郷左衛門改め
文政４年 1821 巳 正月 作左衛門 ⇒ 郷左衛門
文政５年 1822 午 閏正月６日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門
文政６年 1823 未 正月29日 作左衛門 ⇒ 郷左衛門 12月「佐藤忠右衛門支配御書付写」（百姓貯穀の儀、№135）

文政７年 1824 申 ２月 郷左衛門 ⇒ 作左衛門 「本堂建立帳面」１冊
文政８年 1825 酉 作左衛門 ⇒ 郷左衛門 郷左衛門２年間
文政10年 1827 亥 正月 郷左衛門 ⇒ 平太夫 平太夫初出 「本堂建立帳面写」１冊 作左衛門へ預け申し候
文政11年 1828 子 平太夫 ⇒ 杢兵衛 杢兵衛初出
文政12年 1829 丑 杢兵衛 ⇒ 吉右衛門 ４月「鎌原村明細帳」（郷蔵御座無く候）
文政13年 1830 寅 吉右衛門 ⇒ 作左衛門 12月、天保へ改元
天保２年 1831 卯 正月 作左衛門 ⇒ 平太夫
天保３年 1832 辰 2月16日 平太夫 ⇒ 吉右衛門 吉右衛門２年間 ８月「貯穀書上帳」（貯穀、郷蔵に詰め置き申し候、№175）

天保５年 1834 午 3月14日 吉右衛門 ⇒ 郷左衛門
天保６年 1835 未 正月29日 郷左衛門 ⇒ 作左衛門
天保７年 1836 申 正月29日 作左衛門 ⇒ 平太夫 救助銭御請け取り通し１枚
天保８年 1837 酉 正月29日 平太夫 ⇒ 杢兵衛
天保９年 1838 戌 2月14日 杢兵衛 ⇒ 作左衛門 救助銭請け取り、麦返納請け取り１枚
天保10年 1839 亥 2月9日 作左衛門 ⇒ 平太夫 湯花議定取り替し１本
天保11年 1840 子 2月3日 平太夫 ⇒ 杢兵衛 麦御拝借御切手３枚、籾御拝借御切手３枚
天保12年 1841 丑 閏正月13日 杢兵衛 ⇒ 吉右衛門
天保14年 1843 卯 吉右衛門
天保15年 1844 辰 2月21日 吉右衛門 ⇒ 平太夫 12月、弘化へ改元

作左衛門２年間

郷左衛門と作左
衛門で交代②

郷左衛門と作左
衛門で交代③

郷左衛門と作左
衛門で交代①

郷左衛門と作左
衛門で交代④

吉右衛門３年間

作左衛門⇒平太
夫⇒杢兵衛⇒作

左衛門

吉右衛門⇒作左衛
門⇒平太夫⇒吉右

衛門
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弘化２年 1845 巳 2月4日 平太夫 ⇒ 杢兵衛 杢兵衛２年間
弘化４年 1847 未 2月9日 杢兵衛 ⇒ 平太夫 平太夫２年間
嘉永２年 1849 酉 2月7日 平太夫 ⇒ 吉右衛門 吉右衛門２年間
嘉永４年 1851 亥 正月29日 吉右衛門 ⇒ 平太夫 平太夫３年間 ２月「郷蔵左官作料割合帳」（荷蔵壁普請入用、左官手間、№395）

嘉永７年 1854 寅 3月6日 平太夫 ⇒ 吉右衛門 吉右衛門２年間 11月、安政へ改元
安政３年 1856 辰 2月4日 吉右衛門 ⇒ 平太夫 平太夫２年間
安政５年 1858 午 2月12日 平太夫 ⇒ 作左衛門 作左衛門３年間 諸書物取調、役人一同立会相渡し
万延２年 1861 酉 正月29日 作左衛門 ⇒ 平太夫 平太夫３年間 ３月、文久へ改元。諸書物取調、役人一同立会相渡し

文久４年 1864 子 2月24日 平太夫 ⇒ 作左衛門 作左衛門２年間 ２月、慶応へ改元。諸書取調、村役人一同立会相渡し

慶応２年 1866 寅 2月7日 作左衛門 ⇒ 平太夫 平太夫２年間 村役人一同立会取調相違無く
慶応４年 1868 辰 2月17日 平太夫 ⇒ 郷左衛門 ９月、明治へ改元。村役人一同立ち会い、相改め
明治２年 1869 巳 2月21日 郷左衛門 ⇒ 金兵衛 金兵衛初出 村役人一同立ち会い、相改め当年番金兵衛へ引渡し
明治５年 1871 申 2月16日 金兵衛 ⇒ 小嶋吉平 小嶋吉平初出 村役人惣立ち会い、当申年番小嶋吉平へ相渡す也

〔鎌原区有文書 №１６「諸書附改相渡覚帳」（天明５年～大正５年の綴り）などより作成〕

【資料３】近世吾妻郡鎌原村の名主役の変遷〔近世初め沼田藩領、天和２年（1682）以降幕府領〕②

元号 西暦 十二支 名主役引継ぎ 名主名初出等 №16「諸書附改相渡覚帳」の貯穀等関連記述、改元等
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【資料４】近世後期 吾妻郡鎌原村の家数・人数・馬数等の推移について

元号 西暦 干支 月 家数 人数 男 女 馬（疋） 人数増減の内訳など
享和２年 1802 戌 40 148 74 74 女馬３５

享和３年 1803 亥 39 150 76 74 女馬３６

享和４年 1804 子 39 145 75 70 女馬３６ （表紙）「家数人馬〆高覚帖 上州吾妻郡鎌原村」

文化２年 1805 丑 38 149 75 74 馬３６

文化３年 1806 寅 38 148 76 72 馬３６ うち女１人寅年出生分、６人病死

文化４年 1807 卯 2 38 143 73 70 馬３６ 去る寅年と差引、総人数５人減、家数・馬数増減無し

文化５年 1808 辰 2 37 143 74 69 女馬３６
家数１軒減、男１人増・女１人減（内男２人・女３人は去る卯年出生、
外に３人病死、１人他所へ縁付き）

文化６年 1809 巳 2 37 146 76 70 女馬３６ 男２人・女２人出生、女３人他所より入る（女１人増の理由不明）

文化７年 1810 午 3 37 146 76 70 女馬３６ 家数増減無し、男２人・女２人出生、女３人他所より入る、女４人病死

文化８年 1811 未 3 37 150 78 72 女馬３６ 男２人・女５人出生、女２人他所縁付き・女１人病死

文化９年 1812 申 2 36 143 76 67 女馬３２
家１軒減、男２人・女１人出生、女２人他所より入る、男女10人病死、
総人数７人減

文化10年 1813 酉 2 36 145 77 68 女馬３６ 男１人・女１人出生、人数２人増

文化11年 1814 戌 2 36 146 77 69 女馬３６
女１人増、男１人これは古田鍋五郎様御知行所西久保村百姓伝助弟、当
村百姓六左衛門名跡に参る（男１人減は不明）

文化12年 1815 亥 2 36 153 80 73 女馬３６

男１人は西久保村百姓七郎左衛門忰、当村百姓市右衛門名跡に参る、去
る戌３月より当亥２月迄に男３人出生。男１人病死。女１人は西久保村
七郎左衛門娘、当村市右衛門嫁に参る。女１人は大笹村友右衛門娘、当
村治郎右衛門妻に参る。女２人は去る戌の３月より当亥迄に出生。

文化13年 1816 子 2 36 154 79 75 女馬３６

男１人出生。男２人減（男１人は門貝村遣わす、男１人病死）。女１人
は、大笹村百姓八左衛門娘、当村新右衛門妻に参る。女１人は大前村百
姓小左衛門娘、当村百姓平蔵嫁に参る。

文化14年 1817 丑 2 36 153 78 75 女馬３６
女３人出生。女１人百姓三治郎娘・女１人百姓平蔵娘、赤羽村へ縁付
き。男１人・女１人病死。

文化15年
（文政元

年）
1818 寅 2 36 153 77 76 女馬３８

男１人・女４人出生。この内女１人他所より入る分。女１人百姓仙右衛
門娘、田代村へ縁付き。女１人百姓弥八妹、大前村へ縁付き。男２人・
女１人病死。

文政２年 1819 卯 2 36 155 76 79 女馬３９ 女３人出生。女１人離別につき書き入れ。男１人・女１人は病死。

文政３年 1820 辰 2 37 157 81 76 女馬３９
家数１軒増。男５人出生。男１人不縁につき書き入れ。女５人出生、女
１人他村より嫁貰い、女３人他村へ縁付き、男１人・女６人病死

文政４年 1821 巳 3 37 163 87 76 女馬３９
人数（男）６人増。男５人出生、男１人は干俣村百姓藤吉忰、当村百姓
長左衛門の養子に貰う。

文政５年 1822 午 37 161 86 75 男１人・女２人出生。男２人・女３人病死（総人数２人減）

文政６年 1823 未 3 38 169 90 79 男４人出生。女４人他所より入る。（総人数８人増）

文政７年 1824 申 3 39 170 90 80 女馬４０ 女３人出生。女１人病死、女１人大笹村へ縁付き。（女１人増）

文政８年 1825 酉 2 39 168 89 79 男２人・女２人出生。女４人他所より入る。男１人・女２人病死

文政９年 1826 戌 2 39 171 90 81 女馬４０
男２人・女３人出生。女１人西久保村より入る。男１人・女２人病死
（男１人・女２人増）

文政10年 1827 亥 2 39 173 92 81 女馬４０ 男２人・女２人出生。女２人病死（男２人増）。

文政11年 1828 子 2 39 175 94 81 女馬４０
男３人・女１人出生。女１人は芦生田村より嫁貰う（女２人減の理由は
不明）。男１人病死

文政12年 1829 丑 2 39 183 96 87 女馬４０
男３人・女４人出生。女２人他所より入る。男１人病死（男２人・女６
人、計８人増）

文政13年 1830 寅 3 39 184 96 88 女馬４０
男１人・女３人出生。女１人他所へ縁付き。女１人離別。男１人病死
（女１人増）

天保２年 1831 卯 2 39 187 96 91
男３人・女６人出生。男１人他所へ縁付き。男２人・女３人病死（女３
人増）

（天保の飢饉）

天保11年 1840 子 11 35 163
天保２年（1831）==９年前より４軒減、人数24人減。高120石９斗９升
７合 鎌原宿

（「家数人馬〆高覚帖」（享和４年）「増減御改帳」（文政２年）「鎌原宿石高・家数・人数等書上」（天保11年）などより作成）
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通し
番号

県史文
書番号

表　題（史料名） 年　次 西暦 月 日 文書の内容・記述など
複製資料有無、

考察

1 6 飢人夫食拝借小前割帳 天明３年 1783 ８月 県史複製有

2 140 浅間焼け一件留 天明３年 1783 ７月 ８日 火石泥除け人足数、規模書上（近代罫紙筆写） 県史複製有

4 43 恐れ乍ら書付を以て願い上げ奉り候 寛政７年 1795 ７月 天明荒れ地引き続き五年季免税願い 県史複製有

5 103 乍恐以書付奉願上候 寛政１２年 1800 ３月 浅間山荒田畑減免願 県史複製有

6 56 夫食取立帳 享和３年 1803 １２月

7 81 乍恐以書附奉願上候 文化１５年 1818 ３月 定免切り替え願い

8 145 稗蔵大工人足覚帳（名主　郷左衛門） 文政２年 1819
大工人足日占め人数、人名、あし代、酒代、これら
の村内各戸への負担割合書上

郷土資料館内
に複製資料（一
部）有

9 144 卯年夫食取立帳 文政２年 1819 １１月

11 135
佐藤忠右衛門様御支配に相成候節、御渡
し遊ばされ候御書付の写し

文政６年 1823 １２月 代官支配替えにつき達し書写し(貯穀管理励行等) 県史複製有

12 132 乍恐以書付奉願上候 文政９年 1826 正月 ２８日 年貢減免願い

13 112 差上申一札之事 文政９年 1826 ３月 下げ籾・荒稗升高調べ書上帳 県史複製有

14 176 荒稗貸附覚帳 文政９年 1826 10月

15 111 差上申一札之事 文政９年 1826 10月 御貯石荒稗拝借 県史複製有

16 127 一札之事 文政１１年 1828 ８月
博奕・賭諸勝負御法度之儀請書（文政１０年、幕府「文政の改
革」）

17 133 鎌原村明細帳 文政１２年 1829 ４月
一、郷蔵並びに牢屋屋敷御座無く候

18 134 鎌原村明細帳 文政１２年 1829 ４月
一、郷蔵並びに牢屋屋敷御座無く候　名主　吉左衛門

19 122 恐れ乍ら書付を以て願い上げ奉り候 文政１２年 1829 ８月 ２５日 田代村外九か村、岩鼻御支配替えにつき江戸支配継続願書 県史複製有

20 274 差上申済口証文之事 天保２年 1831 10月 １７日 助郷人馬出入り一件（鎌原村村方騒動）

21 209 差出申一札之事 天保２年 1831 １２月 １３日 延命寺再建の借財相払い申すべし

22 210 差出申一札之事 天保２年 1831 １２月 １３日 病身につき、住職相成り兼ね候

23 207 役替え議定一札之事 天保３年 1832 ２月

24 193 差上申御請書之事 天保３年 1832 ３月 御改革節につき各箇条請書連印、村役人宛

25 175 貯穀書上帳 天保３年 1832 ８月

一、貯穀　拾五石五升三合三勺　去る卯年迄有り
石の分、郷蔵に詰め置き申し候
一、御下げ籾　三升
右は、此の度御尋ねに付、当村貯稗有り石の分、
取り調べ仕り候処、少しも相違御座無く候、以上
　　　　　　天保三年辰八月
　　　　　　　　　　　百姓代　三 治 郎
　　　　　　　　　　　組　頭　平 太 夫
　　　　　　　　　　　名　主　吉右衛門
岩鼻御役所

最古の「郷蔵」
記載文書。前
年までの貯穀
の記述。文政９
年やその他の
年にも領主から
御下げ籾三升
ほど有。

26 204 村方議定一札之事 天保３年 1832 ９月 諸夫銭割合差し縺れ済口、村方惣連印

27 211 恐れ乍ら書付を以て御下げ願い上げ奉り候 天保３年 1832 ９月 御年貢請け夫銭相納めざる一件済口証文

28 195 恐れ乍ら書付を以て願い上げ奉り候 天保３年 1832 ９月 ２１日 鎌原村役人共御訴えにつき願

29 173 五か年賦稗取立帳 天保４年 1833 １２月

30 174 貯稗貸附帳 天保４年 1833 １２月

31 185 御拝金借用一札之事 天保５年 1834 ２月 ３名押印無し（郷左衛門外）

32 250 御囲み籾拝借証文之事 天保５年 1834 陣屋囲み籾より拝借

33 186 恐れ乍ら書付を以て御歎願申し上げ奉り候 天保５年 1834 ８月 定石代金納願 県史複製有

34 198 貯穀未年持ち高改め 天保６年 1835 閏７月 ２２日

35 199 差上申御請書之事 天保７年 1836 10月 凶年に付、小前飢渇無きよう、他 天保の飢饉

36 200 恐れ乍ら書付を以て願い上げ奉り候 天保７年 1836 １２月 借用方願い出 天保の飢饉

37 265 夫食代借用証文之事 天保８年 1837 正月 去る申年違作 天保の飢饉

明細帳で「郷
蔵」はまだ無い
と幕府・岩鼻役
所へ提出回答

天保の飢饉

38 223 覚 天保８年 1837 10月 村の名産品一覧 県史複製有

39 233 五か年賦稗種籾拝借取立帳 天保８年 1837 １１月 金２０両　加部安左衛門より拝借

40 242 相定申一札之事 天保９年 1838 ８月
違作につき人気宜しからず、心得違いの者之れ有り候につき定
め一札

41 177 荒稗三年分小前取立帳 天保１０年 1839 １１月

42 271 御囲籾拝借証文之事 天保１３年 1842 ６月 去る巳年違作に付借用

43 256 貯穀石数書上帳 天保１４年 1843 ８月

44 257 荒稗積替控帳 天保１４年 1843 ９月

45 258 荒稗小前取立帳 天保１５年 1844 １２月

【資料５】鎌原区有文書の郷蔵・稗蔵・貯穀・備荒救済等関係文書一覧 ①



25

46 304 貯稗預小前帳 弘化４年 1847 ３月 ４日

47 295 御囲増稗取立帳 弘化４年 1847 ４月 ３日 取立

48 301 御囲増稗取立帳 弘化４年 1847 ４月 ３日

49 300 荒稗書上帳 弘化４年 1847 ４月

50 302 荒稗取立帳 弘化４年 1847 １２月

51 383 覚 嘉永元年 1848 囲い稗在庫覚え

52 410 貯稗小前取立帳 嘉永元年 1848 １２月

53 398 貯穀村中割合帳 嘉永２年 1849 １１月

54 434 差上申一札之事 嘉永３年 1850 正月 囲い籾に付、御誉め、下書

55 397 貯穀稗取立小前帳 嘉永３年 1850 １２月

56 395 郷蔵左官作料割合帳 嘉永４年 1851 １１月

荷蔵壁普請入用、左官手間代左の通り
一、金弐両弐分也　此の割合三ツ割り
　　　　　弐ツ　家　但し家数四十壱筆
　　　　　　　　　　内四軒分西窪より出す
　　　　　壱ツ　茅持ちへ増し割り

建設から数
え２０年目、
壁・屋根の修
復か

57 402 出火見舞受納帳 嘉永４年 1851 １１月 １３日 火災①

58 428 恐れ乍ら書付を以て願い上げ奉り候 嘉永４年 1851 １１月 １６日 火災①

59 391 差上申受取書之事 嘉永５年 1852 １月 １８日 火災①、村内焼失につき拝借金受取書

60 365 村方出火自宅類焼諸方見舞控 嘉永５年 1852 ４月 １日 火災②、午上刻村方出火、名主自宅出火　平太夫

61 364 火事後灰寄其外助合人足帳 嘉永５年 1852 ４月 ９日 火災②

62 392 恐れ乍ら書付を以て願い上げ奉り候 嘉永５年 1852 ４月 １０日
火災②、村内残らず焼失につき夫食・農具・小屋掛け料など拝
借願

63 362 御見舞名前帳 嘉永５年 1852 ４月 １５日 火災②

64 389 稗貸出し覚 嘉永５年 1852 ５月 ２日 火災②、被災者へ稗貸出

65 363 類焼に付御見舞受納割渡し帳 嘉永５年 1852 ７月 火災②

66 366 預り金割渡し覚帳 嘉永５年 1852 ７月 火災②

67 390 御拝借金証文之事 嘉永５年 1852 ７月 火災②

68 394 借用申無利足金証文之事 嘉永５年 1852 ７月 火災②、村方焼失につき借金証文

69 373 差入申一札之事 嘉永５年 1852 10月 火災②、村方焼失につき借用金

70 393 差入申一札之事 嘉永６年 1853 １２月 火災②、村方残らず焼失につき借り入れ申談書

71 360 荒稗取立帳 嘉永７年 1854 ３月

72 359 夫食等拝食返納割合帳 嘉永７年 1854 １１月

73 446 荒稗囲増小前帳 安政２年 1855 ２月

74 445 荒稗囲増小前帳 安政２年 1855 １２月

75 448 荒稗穀数書上帳 安政３年 1856 正月

76 461 夫食・農具代御拝借返納割合帳 安政３年 1856 １２月

77 447 荒稗取立小前帳 安政５年 1858 ２月

78 487 差上申預証文之事 安政５年 1858 籾稗預かり改め証文

79 512 貯穀御囲穀取締方請書 文久４年 1864 ３月 火付け盗賊の取り締まり （№５１３）

80 567 荒稗穀数書上帳 慶応３年 1867 ３月

81 564 荒稗拝借小前帳 慶応３年 1867 ４月

82 651 拝借米割渡帳 明治３年 1870 ５月 １３日

（「鎌原区有文書」、群馬県教育委員会『群馬県近世史資料所在目録11』、「嬬恋郷土資料館蔵鎌原区有文書複製資料」などを基に関口荘作成）

【資料５】鎌原区有文書の郷蔵・稗蔵・貯穀・備荒救済等関係文書一覧 ②

通し
番号

県史文
書番号

表　題（史料名） 年　次 西暦 月 日 文書の内容・記述など
複製資料有無、

考察
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【画像１】家別絵図面（鎌原村、明治２年）

（『嬬恋村誌 上巻』P31より転載）

【画像２】修復中の「鎌原の郷倉」北東側（2020年９月２８日撮影）
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翻
刻
「
明
治
４
年 

前
橋
町
年
寄
日
記
～
御
用
雑
日
記
～
」 

 

古
文
書
係 

 

【
解
題
】 

 

は
じ
め
に 

 

「
明
治
４
年 

前
橋
町
年
寄
日
記
～
御
用
雑
日
記
～
」
は
、
１
８
７

１
（
明
治
４
）
年
の
前
橋
町
年
寄
日
記
で
あ
る
。
記
述
は
７
月
１
日

か
ら
同
年
１
２
月
２
６
日
ま
で
あ
る
。
原
本
は
群
馬
県
立
文
書
館
所

蔵
の
「
勝
山
敏
子
家
文
書
」
（
以
下
、
勝
山
家
文
書
。
請
求
番
号
Ｐ
８

７
０
２
）
の
一
冊
で
あ
る
（
文
書
番
号
８
―
１
～
８
―
２
８
）
。 

文
書
番
号
が
８
―
１
か
ら
８
―
２
８
ま
で
あ
る
の
は
、
挿
入
文
書

に
も
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
８
―
１
は
日
記
本
体

の
番
号
で
、
当
館
の
目
録
上
の
表
題
は
「
御
用
雑
日
記
（
廃
藩
前
後

の
諸
通
達
留
）
」
で
あ
る
。
形
態
は
和
紙
を
袋
綴
じ
し
た
竪
帳
で
、
丁

数
は
表
紙
・
裏
表
紙
を
含
め
て
９
８
丁
で
あ
る
（
８
９
丁
目
の
途
中

か
ら
は
白
紙
で
あ
る
）
。 

挿
入
文
書
は
２
７
点
（
文
書
番
号
８
―
２
～
８
―
２
８
）
で
、
こ

れ
ら
は
日
記
の
帳
面
に
、
紐
で
綴
じ
込
ま
れ
た
り
、
挟
ま
れ
て
い
た

り
、
帳
面
に
直
接
貼
り
付
け
ら
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
貴
重
な
文
書

が
多
い
と
し
て
、
当
館
で
は
１
点
ず
つ
番
号
を
付
け
て
目
録
を
作
成

し
た
。
今
回
の
翻
刻
で
は
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
、
表
題
は
省
略
し
、

形
態
に
つ
い
て
翻
刻
の
中
で
記
し
た
。 

今
回
の
翻
刻
は
、
こ
の
日
記
と
挿
入
文
書
を
全
文
翻
刻
し
、
掲
載
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
記
の
画
像
も
本
誌
の
付
録
と
し
て
別
に
用

意
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
大
部
で
あ
る
た
め
、
十
月
分
ま
で
を
掲
載
し

た
。 

 

以
下
で
は
勝
山
家
文
書
、
勝
山
家
、
前
橋
町
、
お
よ
び
本
日
記
に
関

連
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、
『
群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録 

第
１

０
集
』
の
解
題
（
岡
田
昭
二
氏
執
筆
）
や
、
勝
山
家
文
書
の
翻
刻
に
取

り
組
ま
れ
た
鈴
木
一
哉
氏
（
当
館
元
職
員
）
の
資
料
に
依
り
つ
つ
、
概

略
を
述
べ
て
解
題
と
し
た
い
。 

 

１ 

勝
山
家
文
書
に
つ
い
て 

勝
山
家
文
書
は
前
橋
市
本
町
２
丁
目
の
勝
山
敏
子
家
に
伝
来
し
、
１

９
８
７
（
昭
和
６
２
）
年
と
そ
の
後
に
、
敏
子
氏
よ
り
群
馬
県
立
文
書

館
へ
寄
託
さ
れ
た
総
点
数
３
８
５
５
点
の
文
書
と
絵
図
１
点
で
あ
る
。

２
０
０
９
（
平
成
２
１
）
年
に
全
点
が
寄
贈
さ
れ
た
。 

最
初
に
寄
託
さ
れ
た
の
は
、
絵
図
「
文
政
４
年
前
橋
町
絵
図
面
」
１

点
（
請
求
番
号
Ｐ
８
７
０
１
、
文
書
番
号
１
）
、
漆
塗
り
の
木
箱
に
入

っ
て
い
た
文
書
（
Ｐ
８
７
０
２
、
以
下
同
じ
、
文
書
番
号
１
～
２
９
）
、

前
橋
生
糸
改
会
所
な
ど
の
写
真
（
文
書
番
号
３
０
～
３
８
）
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
絵
図
は
道
筋
・
川
・
家
並
み
・
宅
地
面
積
・
寺
社
な
ど
を

詳
細
に
記
し
た
貴
重
な
史
料
と
し
て
、
１
９
６
４
（
昭
和
３
９
）
年
、

前
橋
市
の
指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ
た
。
木
箱
入
り
の
文
書
は
天
保
期

（
１
８
３
０
～
１
８
４
３
年
）
か
ら
明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
頃
ま
で

の
も
の
で
あ
る
。
本
日
記
も
こ
れ
に
含
ま
れ
て
お
り
、
主
に
勝
山
家
が



28 

前
橋
町
年
寄
を
務
め
て
い
た
関
係
か
ら
作
成
あ
る
い
は
収
受
さ
れ
た

文
書
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。 

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
に
追
加
寄
託
（
第
１
次
）
さ
れ
た
分
（
文

書
番
号
３
９
～
２
５
３
）
は
、
幕
末
か
ら
明
治
１
０
年
代
の
文
書
が
中

心
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
町
年
寄
関
係
を
中
心
と
し
た
公
的
な
文
書
と
、

勝
山
家
あ
て
御
才
覚
金
預
り
証
文
お
よ
び
借
用
金
証
文
、
金
銭
勘
定
書

付
な
ど
私
的
な
金
融
関
係
文
書
、
そ
し
て
諸
役
職
辞
令
・
当
選
状
・
感

謝
状
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
。 

２
０
０
４
（
平
成
１
６
）
年
に
追
加
寄
託
（
第
２
次
）
さ
れ
た
分
（
文

書
番
号
２
５
４
～
３
８
１
９
）
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
期
の

和
書
・
典
籍
類
約
３
５
０
０
点
と
２
０
数
点
の
帳
簿
類
で
あ
る
。
書
籍

は
巻
末
の
書
き
込
み
な
ど
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
１
８
８
３
（
明
治
１
６
）

年
に
家
督
を
継
い
だ
牧
次
郎
氏
が
収
集
し
た
も
の
が
多
い
と
推
定
さ

れ
る
。
牧
次
郎
氏
は
歌
人
で
も
あ
っ
た
た
め
、
和
歌
関
係
の
書
籍
が
多

い
。
一
方
、
帳
簿
類
は
、
明
治
～
大
正
期
の
勝
山
家
の
質
屋
経
営
関
係

の
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
中
に
は
１
８
６
６
（
慶
応
２
）

年
か
ら
１
８
６
８
（
明
治
元
）
年
段
階
で
の
町
年
寄
の
職
務
に
伴
っ
て

作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
文
書
２
点
（
文
書
番
号
３
８
０
５
、
３
８

１
５
）
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

同
家
に
は
昭
和
戦
前
期
ま
で
町
年
寄
日
記
を
は
じ
め
膨
大
な
文
書

が
保
存
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
１
９
４
５
（
昭
和
２
０
）
年
８
月
の

前
橋
空
襲
で
土
蔵
の
１
つ
が
焼
け
落
ち
、
文
書
の
ほ
と
ん
ど
は
焼
失
し

た
。
当
館
所
蔵
と
な
っ
た
文
書
は
も
う
一
つ
の
蔵
に
あ
っ
て
、
幸
い
に

も
そ
の
戦
災
を
免
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
同
家
の
土
蔵
に

保
存
さ
れ
て
い
た
桃
井
学
校
関
係
の
文
書
７
７
点
は
１
９
９
１
（
平
成

３
）
年
に
前
橋
市
教
育
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
館

の
文
書
は
勝
山
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
の
全
て
で
は
な
い
。 

 

２ 

勝
山
家
の
来
歴
と
諸
活
動 

 

勝
山
家
は
江
戸
時
代
に
前
橋
本
町
で
家
業
の
穀
物
問
屋
や
質
物
業

な
ど
を
営
む
と
と
も
に
、
当
主
が
代
々
、
群
馬
郡
前
橋
町
の
町
年
寄
を

務
め
、
町
行
政
に
携
わ
っ
た
家
で
あ
る
。
近
世
初
頭
か
ら
の
前
橋
町
の

旧
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
勝
山
家
文
書
に
は
残
念
な
が
ら
同
家
の
来

歴
を
伝
え
る
史
料
は
な
い
。
勝
山
憲
夫
氏
述
「
前
橋
の
旧
家
勝
山
家
に

つ
い
て
」
（
旧
い
前
橋
を
語
る
会
談
話
集
『
前
橋
覚
え
書
』
第
４
集
所

収
、
昭
和
４
６
年
刊
）
や
『
前
橋
市
史
』
第
３
巻
（
昭
和
５
０
年
刊
）

な
ど
に
よ
れ
ば
、
同
家
は
、
織
田
信
長
の
重
臣
佐
々
成
政
（
越
中
富
山

城
主
）
の
第
２
子
佐
々
蘭
丸
（
越
前
勝
山
城
主
）
を
祖
と
し
、
１
５
８

２
（
天
正
１
０
）
年
、
滝
川
一
益
の
厩
橋
城
入
城
に
従
っ
て
来
往
し
、

本
能
寺
の
変
の
後
、
そ
の
ま
ま
土
着
し
て
勝
山
太
郎
兵
衛
を
称
し
た
と

い
う
。
１
５
９
０
（
天
正
１
８
）
年
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
に
伴
い
、

配
下
の
平
岩
親
吉
が
新
た
に
入
封
す
る
と
家
臣
へ
の
招
請
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
を
固
辞
し
た
た
め
、
以
後
は
町
年
寄
に
命
じ
ら
れ
た
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
口
承
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を

裏
付
け
る
も
の
は
な
い
。 

 

「
雑
記
録
」
（
文
書
番
号
３
８
０
５
）
は
１
８
６
６
（
慶
応
２
）
年

か
ら
１
８
６
８
（
明
治
元
）
年
１
２
月
２
７
日
頃
の
触
達
写
な
ど
で
あ

る
が
、
「
町
方
御
役
所
御
扣
」
と
し
て
、
勝
山
家
の
町
年
寄
任
命
経
過
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や
扶
持
米
高
、
役
職
変
遷
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

寛
延
元
（
１
７
４
８
）
年
１
１
月
、
酒
井
雅
楽
頭
様
代
、
儀
左
衛
門

町
年
寄
任
命
。 

 
 

寛
延
３
（
１
７
５
０
）
年
２
月
、
惣
町
寄
任
命
。 

 
 

同
年
４
月
、
三
人
扶
持
加
え
都
合
八
人
扶
持
支
給
。 

 
 

同
年
７
月
、
御
上
下
拝
領
。 

 
 

宝
暦
９
（
１
７
５
９
）
年
１
２
月
、
二
人
扶
持
加
増
。 

 
 

明
和
８
（
１
７
７
１
）
年
１
０
月
、
半
分
御
借
上
。 

こ
の
よ
う
な
記
述
が
１
８
６
５
（
元
治
２
）
年
頃
ま
で
あ
る
。 

 

勝
山
家
の
系
譜
に
つ
い
て
み
る
と
、
同
家
に
残
る
過
去
帳
お
よ
び
勝

山
ミ
ち
子
氏
（
敏
子
氏
の
母
）
作
成
の
略
系
図
な
ど
に
よ
れ
ば
、
１
６

７
２
（
寛
文
１
２
）
年
８
月
に
没
し
た
勝
山
儀
左
衛
門
が
最
も
古
く
、

大
先
祖
と
あ
る
。
以
後
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
太
郎
兵
衛
、
儀
左
衛
門
、

嘉
兵
衛
な
ど
を
名
乗
り
、
前
橋
藩
酒
井
家
お
よ
び
松
平
家
の
治
政
下
で
、

近
世
前
・
中
期
は
福
野
家
、
後
期
に
は
松
井
家
ら
と
共
に
代
々
前
橋
町

の
町
年
寄
と
し
て
町
行
政
に
携
わ
っ
た
。
幕
末
期
に
は
本
家
と
分
家
の

２
つ
に
分
か
れ
た
が
、
両
家
と
も
前
橋
町
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を
残

し
た
。 

『
前
橋
市
史
』
第
３
巻
に
は
勝
山
家
の
系
譜
が
図
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
も
と
に
同
家
の
略
系
譜
を
後
に
示
す
。
こ
の
略
系
譜
の
う
ち
、

初
代
儀
左
衛
門
か
ら
儀
左
衛
門
満
啓
（
安
永
４
年
５
月
没
、
５
７
歳
）

ま
で
の
間
に
は
太
郎
兵
衛
、
儀
左
衛
門
の
名
が
見
え
る
も
の
の
、
つ
な

が
り
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
嘉
兵
衛
昭
方
の
子
に
嘉
兵

衛
包
嘉
（
文
政
２
年
４
月
没
）
、
儀
左
衛
門
孝
叔
（
和
泉
屋
・
磯
田
家

か
ら
の
養
子
）
の
長
男
に
儀
左
衛
門
昌
道
（
嘉
永
３
年
６
月
没
）
が
そ

れ
ぞ
れ
い
た
が
、
い
ず
れ
も
早
世
し
た
ら
し
く
、
昭
方
の
跡
に
は
群
馬

郡
下
村
の
馬
場
家
か
ら
養
子
に
入
っ
た
嘉
兵
衛
信
定
、
孝
叔
（
丹
造
）

の
跡
目
は
二
男
の
源
三
郎
が
嗣
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

が
勝
山
家
の
本
家
に
あ
た
り
、
源
三
郎
の
跡
は
牧
次
郎
、
武
、
ミ
ち
子

と
続
き
、
寄
贈
者
の
敏
子
氏
に
至
る
。
当
館
の
勝
山
家
文
書
は
こ
の
本

家
筋
の
も
の
で
、
信
定
お
よ
び
孝
叔
の
頃
の
も
の
も
若
干
含
ま
れ
る
が
、

源
三
郎
の
時
の
も
の
が
多
い
。 

源
三
郎
は
『
前
橋
市
史
』
第
３
巻
に
よ
れ
ば
、
１
８
３
１
（
天
保
２
）

年
生
ま
れ
で
、
は
じ
め
富
吉
と
称
し
、
の
ち
嘉
兵
衛
、
さ
ら
に
源
三
郎

と
改
め
た
と
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
家
業
の
穀
問
屋
や
質
屋
業
を
営

む
か
た
わ
ら
町
年
寄
を
務
め
、
川
越
藩
主
の
前
橋
帰
城
の
嘆
願
や
利
根

川
大
渡
橋
の
架
設
工
事
に
尽
力
し
た
と
い
う
。
つ
づ
い
て
明
治
期
に
入

る
と
、
唐
物
屋
（
洋
品
店
）
を
開
業
す
る
と
と
も
に
、
本
文
書
中
の
多

く
の
辞
令
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戸
長
（
明
治
４
年
）
を
は
じ
め
、

等
外
１
等
出
仕
、
学
区
取
締
（
同
５
年
）
、
本
町
地
主
惣
代
（
同
９
年
）
、

前
橋
生
糸
改
会
所
頭
取
（
同
１
０
年
）
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
ほ
か
、

東
群
馬
郡
の
県
会
議
員
や
町
会
議
員
と
し
て
も
幅
広
く
活
躍
し
た
。
ま

た
、
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
の
県
庁
の
前
橋
誘
致
運
動
や
明
治
１
４

年
の
上
毛
物
産
会
社
の
設
立
に
は
下
村
善
太
郎
、
竹
内
勝
蔵
な
ど
前
橋

町
の
有
力
生
糸
商
人
ら
と
共
に
尽
力
し
、
自
ら
そ
の
社
長
も
務
め
た
が
、

明
治
１
６
年
６
月
、
５
３
歳
で
没
し
た
。 
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そ
の
子
牧
次
郎
（
方
教
、
文
久
元
年
生
）
は
、
家
業
を
相
続
す
る
か

た
わ
ら
、
尾
高
高
雅
・
黒
田
清
綱
・
佐
々
木
弘
綱
な
ど
か
ら
歌
道
を
学

び
、
上
毛
歌
壇
の
著
名
人
で
あ
っ
た
。
没
後
『
橘
園
家
集
』
（
文
書
番

号
６
９
０
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
明
治
２
５
年
前
橋
市
参
事
会
員
に
当
選
、

明
治
２
９
年
に
は
前
橋
市
第
２
代
目
の
助
役
に
就
任
し
た
。 

一
方
、
先
の
系
譜
で
は
信
定
の
子
に
と
も
・
ま
さ
の
二
人
の
娘
が
お
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り
、
と
も
に
は
前
掲
の
孝
叔
（
丹
造
）
が
婿
養
子
と
な
っ
て
本
家
を
嗣

ぎ
、
ま
さ
に
は
群
馬
郡
東
国
分
村
（
現
高
崎
市
）
の
住
谷
家
か
ら
孝
兵

衛
（
ま
た
は
幸
平
）
が
婿
養
子
と
な
り
分
家
、
独
立
し
た
。
孝
兵
衛
は

は
じ
め
前
橋
本
町
で
薬
種
・
雑
穀
商
を
開
業
し
た
が
、
そ
の
子
宗
三
郎

は
生
糸
商
を
営
み
、
１
８
５
９
（
安
政
６
）
年
の
横
浜
開
港
後
は
生
糸

貿
易
に
乗
り
出
し
た
。
ま
た
、
１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
、
旧
前
橋
藩

営
器
械
製
糸
所
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
１
８
７
８
（
明
治
１
１
）
年
８

月
に
は
本
町
に
改
良
座
繰
製
糸
勝
山
社
を
設
立
し
た
。
宗
三
郎
の
跡
は

善
三
郎
、
益
太
郎
、
憲
夫
と
続
く
（
い
ず
れ
も
婿
養
子
）
。
と
く
に
益

太
郎
は
前
橋
市
議
会
議
員
や
県
会
議
員
な
ど
を
歴
任
し
て
、
町
の
発
展

に
尽
力
し
た
。 

以
上
、
勝
山
家
の
由
緒
や
系
譜
と
そ
の
諸
活
動
を
簡
単
に
記
し
て
き

た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
前
述
の
「
前
橋
の
旧
家
勝
山
家
に
つ
い
て
」

を
は
じ
め
、
丸
山
清
康
著
『
前
橋
商
業
史
と
下
村
善
太
郎
翁
』
（
商
業

報
国
叢
書
第
１
輯
、
昭
和
１
７
年
刊
）
、
『
前
橋
市
小
史
』
（
昭
和
２
９

年
刊
）
、
『
前
橋
市
史
』
第
３
巻
・
第
４
巻
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

前
橋
町
、
町
年
寄
に
つ
い
て 

 

前
橋
町
は
江
戸
時
代
を
通
じ
、
前
橋
（
川
越
）
藩
領
で
あ
っ
た
。
前

橋
藩
は
１
６
０
１
（
慶
長
６
）
年
に
譜
代
大
名
重
鎮
の
酒
井
雅
楽
頭
家

が
入
封
（
１
５
万
石
）
し
た
が
、
藩
財
政
は
厳
し
く
、
前
橋
城
の
一
部

は
利
根
川
に
浸
食
さ
れ
た
。
１
７
４
９
（
寛
延
２
）
年
に
酒
井
家
は
姫

路
へ
転
封
し
、
代
わ
り
に
入
封
し
た
親
藩
大
名
の
松
平
大
和
守
家
も
短

期
の
う
ち
に
川
越
（
現
・
埼
玉
県
）
へ
移
城
し
た
（
１
７
６
８
（
明
和

５
）
年
）
。
城
は
破
却
さ
れ
、
前
橋
分
領
は
陣
屋
支
配
と
な
り
、
往
時

の
活
気
を
失
っ
た
。
前
橋
町
の
町
人
は
１
８
１
７
（
文
化
１
４
）
年
、

有
志
を
募
っ
て
帰
城
嘆
願
書
を
８
代
藩
主
斉
典
へ
提
出
し
た
。 

川
越
藩
は
移
城
し
た
も
の
の
財
政
が
逼
迫
し
、
姫
路
へ
の
再
転
封

を
図
る
が
失
敗
、
三
方
領
地
替
え
（
出
羽
・
庄
内
藩
へ
の
転
封
）
も

中
止
に
な
る
な
ど
し
、
困
窮
し
た
。
一
方
、
前
橋
町
は
そ
の
頃
、
養

蚕
・
製
糸
業
で
活
況
を
呈
し
、
財
を
成
す
商
人
も
多
か
っ
た
。
藩
は

１
８
６
３
（
文
久
３
）
年
、
幕
府
か
ら
前
橋
帰
城
の
許
可
を
得
た
。

城
の
再
築
の
た
め
、
前
橋
分
領
の
領
民
は
献
金
を
行
い
、
人
足
を
勤

め
た
。
城
が
完
成
し
た
の
は
明
治
維
新
の
前
年
だ
っ
た
（
１
８
６
７

（
慶
応
３
）
年
）
。 

 

前
橋
町
は
こ
の
前
橋
城
の
東
側
に
隣
接
し
、
前
橋
藩
の
城
下
町
と

し
て
江
戸
時
代
前
期
に
、
東
は
現
在
の
国
道
５
０
号
沿
い
に
朝
日
町

付
近
ま
で
、
北
は
旧
国
道
１
７
号
住
吉
町
１
丁
目
の
交
差
点
付
近
ま

で
、
南
は
本
町
２
丁
目
の
前
橋
八
幡
宮
付
近
ま
で
が
整
備
さ
れ
た
。

前
橋
町
の
中
に
は
、
前
橋
市
（
い
ち
）
の
中
枢
部
で
宿
駅
機
能
の
集

中
し
て
い
た
本
町
（
図
１
）
の
ほ
か
、
鍛
冶
町
、
紺
屋
町
な
ど
約
２

０
か
町
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
町
名
主
・
組
頭
が
い
た
。 

 

前
橋
町
年
寄
は
こ
れ
ら
約
２
０
か
町
か
ら
成
る
前
橋
町
の
総
取
締

役
で
あ
り
、
他
の
役
職
（
勧
農
方
、
御
用
達
）
も
兼
務
し
た
。
通
常

２
名
が
任
じ
ら
れ
た
。
前
橋
町
年
寄
の
役
目
は
、
戸
口
調
査
の
取
り

ま
と
め
事
務
や
、
領
主
か
ら
の
法
令
伝
達
事
務
、
火
事
・
盗
難
な
ど

の
事
件
が
あ
っ
た
場
合
や
祭
礼
の
実
施
な
ど
の
藩
へ
の
届
・
願
な
ど

を
当
該
町
名
主
か
ら
取
り
次
ぐ
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
前
橋
本
町
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に
も
町
年
寄
と
は
別
に
、
名
主
が
存
在
し
た
。 

藩
よ
り
各
町
へ
の
取
調
事
項
が
命
じ
ら
れ
た
場
合
の
町
方
の
対
応

順
序
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
各
町
名
主
が
調
査
→
月
番
町
名
主

（
２
～
３
名
）
が
取
り
集
め
→
町
年
寄
へ
提
出
→
町
方
役
所
へ
提

出
。
藩
か
ら
の
伝
達
は
逆
廻
り
で
あ
っ
た
。 

本
日
記
に
は
、
「
神
宮
寺
」
で
「
町
々
月
並
寄
合
」
を
開
い
た
記
述

が
あ
る
。
こ
れ
が
月
１
回
開
か
れ
る
前
橋
町
の
名
主
全
員
の
会
合
で

あ
る
。
町
年
寄
も
こ
れ
に
出
席
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。 

 

前
橋
町
年
寄
は
、
藩
よ
り
扶
持
米
を
支
給
さ
れ
た
。
勝
山
家
文
書
に

は
勝
山
氏
が
藩
（
御
扶
持
方
御
蔵
）
か
ら
扶
持
米
を
支
給
さ
れ
た
際
の

請
取
書
の
控
が
あ
る
（
「
萬
之
扣
（
勝
山
氏
下
扶
持
、
藩
庁
扶
持
方
米

高
記
録
外
、
在
方
元
〆
役
所
へ
提
出
書
類
控
）
」
文
書
番
号
２
）
。 

例
え
ば
、
１
８
４
４
（
天
保
１
５
）
年
に
は
１
年
で
「
米
１
７
石
２
斗

３
升
６
合
２
夕
５
才
」
が
月
別
に
「
前
代
田
村
」
（
後
に
は
天
川
原
村

に
替
わ
る
）
の
「
御
年
貢
米
」
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
天
保

１
５
年
か
ら
１
８
６
４
（
元
治
元
）
年
頃
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

勝
山
氏
は
「
町
年
寄
」
「
御
用
達
」
を
藩
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
た
た

め
、
こ
の
扶
持
米
を
藩
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
。
勝
山
氏
は
町
人
で
は

あ
る
が
武
士
身
分
で
あ
り
、
苗
字
（
帯
刀
）
も
許
さ
れ
て
い
た
。
扶
持

米
の
量
は
年
に
よ
り
異
な
り
、
全
額
支
給
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
。 

 

４ 

今
回
翻
刻
し
た
日
記
お
よ
び
関
連
事
項 

今
回
の
翻
刻
史
料
は
、
表
紙
に
「
御
用
雑
日
記 

町
年
寄
」
と
あ
る
。

前
橋
藩
（
県
）
町
方
役
所
か
ら
前
橋
町
年
寄
宛
の
触
綴
（
綴
込
文
書
な

ど
）
と
町
年
寄
の
行
動
を
記
し
た
日
記
記
録
で
あ
る
。
支
配
者
か
ら
の

触
や
指
令
に
基
づ
い
て
行
っ
た
業
務
（
御
貸
宅
の
調
査
、
藩
札
・
銭
札

関
係
な
ど
）
に
関
す
る
記
述
が
多
い
。
町
年
寄
と
し
て
扱
っ
た
前
橋
町

内
の
事
件
（
板
屋
町
の
施
米
を
め
ぐ
り
古
名
主
と
小
前
が
対
立
し
た
事

件
な
ど
）
や
、
各
種
書
類
（
相
撲
や
浄
瑠
璃
の
興
業
願
な
ど
）
へ
奥
印

し
た
記
述
も
目
立
つ
。 

 

日
記
が
記
さ
れ
た
期
間
は
、
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
７
月
か
ら

１
２
月
の
半
年
間
だ
が
、
こ
の
間
に
前
橋
町
の
支
配
は
、
前
橋
藩
→

前
橋
県
→
群
馬
県
（
第
一
次
）
と
大
き
く
変
わ
っ
た
。
こ
れ
は
７
月

に
廃
藩
置
県
、
そ
の
３
か
月
後
に
群
馬
県
が
成
立
し
た
た
め
で
あ

る
。 廃

藩
に
よ
り
免
職
さ
れ
た
知
藩
事
（
１
２
代
藩
主
松
平
直
方
）
ら

は
東
京
へ
移
住
し
た
が
（
９
月
に
直
方
、
１
０
月
に
「
御
前
様
」
、
こ

れ
は
１
１
代
藩
主
松
平
直
克
か
）
、
彼
ら
が
前
橋
を
離
れ
る
に
あ
た

り
、
町
年
寄
が
中
心
と
な
っ
て
用
意
し
た
「
生
絹
拾
五
匁
」
「
真
綿
五

貫
目
」
の
献
品
と
「
御
雛
并
御
道
具
品
々
」
の
下
賜
（
９
月
）
、
「
御

掛
物
類
」
の
下
賜
（
１
１
月
）
と
い
っ
た
、
城
下
町
ら
し
い
遣
り
取

り
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

群
馬
県
庁
は
高
崎
町
に
置
か
れ
た
た
め
、
前
橋
町
年
寄
も
そ
れ
ま

で
と
異
な
り
、
「
高
崎
御
役
所
」
ま
で
呼
び
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
勝
手
が
違
い
、
戸
惑
っ
て
い
る
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。 

町
政
に
関
し
て
、
町
年
寄
・
名
主
の
会
合
の
場
所
は
前
述
の
よ
う

に
神
宮
寺
（
図
２
）
で
あ
っ
た
。
神
宮
寺
は
『
前
橋
市
史
』
第
５
巻

の
１
７
８
９
（
寛
政
元
）
年
３
月
「
惣
町
寺
社
書
上
」
（
松
井
家
文
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書
）
に
「
群
馬
郡
柿
宮
村
寿
延
寺
末 

連
雀
町 

天
台
宗
勝
応
山
報

身
院
神
宮
寺 

無
住
」
と
あ
る
寺
と
考
え
ら
れ
る
（
第
７
章
「
宗

教
」
）
。
な
お
、
『
前
橋
市
史
』
に
は
こ
の
書
上
の
「
寺
社
人
数
は
寛
政

元
年
四
月
「
惣
町
寺
社
人
別
帳
」
に
よ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
後
述

の
松
井
家
文
書
の
文
書
（
文
書
番
号
４
）
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
記

載
内
容
は
文
書
と
若
干
異
な
る
。 

本
日
記
に
よ
れ
ば
、
月
番
は
町
名
主
（
２
～
３
名
）
の
ほ
か
に
、
問

屋
（
通
常
は
２
名
）
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

半
年
間
の
全
て
の
日
の
記
載
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
記
述
さ
れ

た
日
に
つ
い
て
は
必
ず
「
天
気
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

本
日
記
の
写
し
が
勝
山
家
文
書
に
あ
る
（
文
書
番
号
９
）
。
こ
れ
は

後
年
に
誰
か
が
筆
写
し
た
も
の
で
、
綴
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
挿
入
文
書

が
省
略
さ
れ
て
い
た
り
、
明
ら
か
な
誤
写
が
あ
り
、
文
字
の
配
置
も
そ

の
ま
ま
再
現
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
翻
刻
で
は
、
こ

の
写
し
に
よ
り
文
字
が
解
読
で
き
た
箇
所
も
あ
っ
た
。
全
文
に
よ
る
校

合
は
行
っ
て
い
な
い
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
こ
の
文
書
も
ご
覧
頂
き
た

い
。 次

に
、
多
く
の
挿
入
文
書
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
に
触
れ
た
い
。
本

日
記
は
１
冊
の
冊
子
（
簿
冊
）
の
中
に
２
７
点
の
挿
入
文
書
が
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
や
や
特
殊
な
形
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
失
わ
れ
た
挿
入

文
書
も
相
当
多
い
こ
と
が
、
結
び
紐
の
下
方
に
朱
字
で
記
さ
れ
た
数
字

や
、
挿
入
文
書
の
残
り
方
か
ら
わ
か
る
。 

朱
字
の
数
字
は
「
下
二
」
か
ら
「
下
ノ
卅
七
」
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。

本
来
「
下
一
」
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
紐
が
あ
る
。
「
下

ノ
十
四
」
と
「
下
ノ
十
六
」
の
間
に
は
文
書
が
３
点
貼
り
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
「
下
ノ
十
五
」
の
文
字
や
紐
は
見
当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
、

朱
字
で
数
字
が
記
さ
れ
た
箇
所
は
３
５
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

う
ち
、
文
書
が
残
っ
て
い
る
の
は
僅
か
３
箇
所
で
、
文
書
は
５
点
で
あ

る
（
う
ち
１
点
は
貼
付
文
書
で
、
貼
付
文
書
の
下
方
に
朱
字
が
記
さ
れ

て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
）
。
そ
の
他
の
挿
入
文
書
２
２
点
は
朱

字
の
な
い
箇
所
に
あ
る
（
た
だ
し
、
文
書
番
号
２
１
と
２
２
は
紐
の
残

欠
し
か
な
い
「
下
ノ
二
十
」
の
そ
ば
に
あ
る
の
で
、
「
下
ノ
二
十
」
の

文
書
か
も
し
れ
な
い
）
。
一
方
、
紐
が
残
っ
て
い
て
も
、
朱
字
の
な
い

箇
所
も
あ
る
（
「
下
ノ
五
」
と
「
下
六
」
の
間
、「
下
廿
六
」
と
「
下
廿

七
」
の
間
）
。
こ
う
い
っ
た
や
や
複
雑
な
点
は
あ
る
も
の
の
、
朱
字
の

記
載
に
基
づ
く
だ
け
で
も
、
少
な
く
と
も
３
０
数
点
以
上
の
挿
入
文
書

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。 

本
日
記
の
記
述
は
、
全
体
に
簡
潔
で
、
触
に
つ
い
て
は
件
名
を
記
し

た
だ
け
の
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
日
記
か
ら
失
わ
れ
た
多
数

の
挿
入
文
書
や
、
日
記
内
の
各
事
柄
を
扱
っ
た
個
別
の
文
書
が
他
所
に

あ
れ
ば
、
本
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
事
柄
は
よ
り
詳
し
く
わ
か
る
だ
ろ

う
。 

 

勝
山
家
文
書
に
は
町
年
寄
在
勤
中
の
御
用
記
録
は
４
点
残
っ
て
い

る
。
天
保
２
（
１
８
３
１
）
年
（
文
書
番
号
１
）
、
同
１
３
年
か
ら
安

政
２
（
１
８
５
５
）
年
（
文
書
番
号
２
）
、
明
治
４
年
（
今
回
の
翻
刻

史
料
）
、
年
次
不
詳
（
戦
災
に
て
類
焼
、
断
簡
、
文
書
番
号
２
５
３
）

で
あ
る
。
ま
た
、
御
用
記
録
お
よ
び
前
橋
町
政
関
係
の
文
書
は
、
勝
山

家
と
同
様
に
近
世
後
期
に
町
年
寄
を
務
め
て
い
た
、
本
町
の
本
陣
の
松
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井
家
に
も
伝
存
し
て
い
る
（
図
３
）
。
松
井
家
の
文
書
２
０
７
９
点
は

当
館
へ
寄
贈
さ
れ
て
い
る
（
請
求
番
号
Ｐ
０
１
０
１
３
、
松
井
家
旧
蔵

文
書
。
本
稿
で
は
松
井
家
文
書
）
。 

両
家
の
文
書
群
に
は
、
前
橋
町
年
寄
関
係
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
他
の
文
書
群
に
例
を
み
な
い
内
容
で
あ
り
、
近
世
後
期
か
ら

明
治
初
期
に
か
け
て
の
前
橋
（
川
越
）
藩
や
前
橋
町
政
な
ど
を
研
究
す

る
上
で
極
め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
両
家

の
文
書
群
を
閲
覧
し
て
頂
き
た
い
。 

 

お
わ
り
に 

本
解
題
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
前
述
の
岡
田
氏
執
筆
の
解
題
や
、

鈴
木
氏
執
筆
の
資
料
を
用
い
た
ほ
か
、
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。 

・『
前
橋
市
史 

第
二
巻
』（
１
９
７
３
年
刊
）
、『
前
橋
市
史 

第
三

巻
』
（
１
９
７
５
年
刊
） 

・
『
川
越
市
史 

第
三
巻 

近
世
編
』
（
１
９
８
３
年
刊
） 

・「
城
下
町
探
訪
① 

前
橋
城
」
小
島
純
一
（
『
群
馬
県
立
歴
史
博
物

館 

第
１
０
２
回
企
画
展 

空
か
ら
グ
ン
マ
を
見
て
み
よ
う
―

国
絵
図
・
城
絵
図
・
町
村
絵
図
』
２
０
２
０
年
） 

な
お
、
当
館
刊
行
物
『
ぐ
ん
ま
史
料
研
究
』
に
は
、
本
日
記
と
同
じ

時
期
を
含
む
日
記
と
御
廻
状
写
帳
の
翻
刻
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
当
館
収
蔵
文
書
で
あ
り
、
原
本
の
閲
覧
も
可
能
で
あ
る
。
同

時
期
の
県
内
の
様
子
が
わ
か
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
頂
き
た

い
。 ①

倉
品
右
近
家
文
書
（
現
・
沼
田
市
に
伝
存
） 

１
８
３
１
（
天
保
２
）
年
５
月
～
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
８
月 

「
上
野
国
利
根
郡
下
久
屋
村
倉
品
家
日
記
」
（
一
）
（
二
） 

（
第
５
号
・
第
６
号
に
掲
載
。
第
６
号
に
は
「
付
録 

上
野
国
利

根
郡
下
久
屋
村
倉
科
日
記
物
価
記
事
年
表
」
を
収
録
） 

②
飯
塚
馨
家
文
書
（
現
・
藤
岡
市
に
伝
存
） 

１
８
６
７
（
慶
応
３
）
年
正
月
～
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
２
月 

「
上
野
国
緑
埜
郡
三
波
川
村
御
廻
状
写
帳
」
（
一
）
～
（
九
） 

（
第
７
号
～
第
１
５
号
に
掲
載
） 

勝
山
家
文
書
の
寄
贈
者
で
あ
る
敏
子
氏
か
ら
は
、
当
館
へ
多
大
な
寄

付
金
も
頂
い
た
。
こ
の
寄
付
金
の
御
陰
で
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年

度
に
「
前
橋
町
年
寄
関
係
文
書
」
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
勝
山
家
文
書
３
１
１
点
と
松
井
家
文
書
４
７
４
点
、
計
７

８
５
点
を
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
て
、
高
精
細
の
画
像
（
勝
山
家
５
１
８
７

コ
マ
、
松
井
家
１
０
２
７
５
コ
マ
）
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
複
製
本
（
勝

山
家
３
１
冊
、
松
井
家
６
１
冊
）
を
作
製
し
た
事
業
で
あ
る
。
本
号
の

付
録
の
画
像
も
、
当
事
業
で
得
ら
れ
た
画
像
を
利
用
し
て
い
る
。
今
後

も
貴
重
な
史
料
の
保
存
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
や
複
製
本
を
活
用
し

て
い
き
た
い
。 

 
勝
山
家
お
よ
び
関
係
者
の
方
々
へ
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、
結

び
と
さ
せ
て
頂
く
。 

（
武
藤
） 
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図１「前橋町絵図面」１８２１（文政４）年  
＊部分（前橋城「大手入口」より東側。ピンク色の部分が本町）  
請求番号Ｐ８７０１ 文書番号１  

図２「前橋町絵図面」１８２１（文政４）年  
＊部分（「勝山嘉兵衛」「松井権四郎」の所有地および神宮寺・八幡

宮付近） 請求番号Ｐ８７０１ 文書番号１  
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図３ 松井家文書「安政五年  御用日記」１８５８（安政５）年 ＊表紙  
請求番号Ｐ０１０１３ 文書番号８  
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【
凡
例
】 

① 

漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
（
「
觸
」
を

「
触
」
、
「
縣
」
を
「
県
」
な
ど
）
。 

② 

変
体
仮
名
は
現
代
仮
名
に
改
め
、
合
字
の
「
ゟ
」
は
ひ
ら
が
な

「
よ
り
」
で
表
記
し
た
。
た
だ
し
、
助
詞
（
者
＝
は
、
茂
＝

も
、
江
＝
え
、
而
＝
て
、
与
＝
と
、
之
＝
の
）
は
原
文
の
ま

ま
表
記
し
た
。 

③ 

踊
り
字
（
繰
り
返
し
符
号
）
は
漢
字
の
場
合
「
々
」
、
カ
タ
カ

ナ
の
場
合
「
ヽ
」
、
ひ
ら
が
な
の
場
合
「
ゝ
」
で
表
記
し
た
。 

④ 

適
宜
、
読
点
（
、
）
や
記
号
（
・
）
を
加
え
た
。 

⑤ 

誤
記
と
判
断
で
き
る
字
句
や
疑
問
の
あ
る
字
句
は
そ
の
ま
ま

表
記
し
、
脇
に
（ 

）
書
き
で
記
し
た
。
ま
た
、
語
句
や
挿
入

文
書
等
に
つ
い
て
の
補
記
も
脇
に
（ 

）
書
き
で
記
し
た
。
複

数
の
箇
所
に
わ
た
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
初
出
箇
所
に
の
み

記
し
た
。 

⑥ 

解
読
で
き
な
か
っ
た
字
や
虫
損
（
破
損
含
む
）
で
読
め
な
か
っ

た
字
、
お
よ
び
入
力
で
き
な
か
っ
た
漢
字
は
「
■
」
で
表
記
し

た
。
推
測
で
き
た
場
合
や
説
明
を
加
え
た
場
合
は
、
原
則
と
し

て
脇
に
（ 

）
書
き
で
記
し
た
。 

⑦ 

読
め
な
か
っ
た
箇
所
で
、
文
字
数
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は

［ 

］
で
表
し
た
。 

⑧ 

編
集
の
都
合
上
、
次
の
こ
と
を
行
っ
た
。
字
の
大
き
さ
を
統

一
し
た
。
脇
等
に
書
か
れ
て
い
る
字
句
で
、
本
文
に
挿
入
で

き
る
場
合
は
本
文
に
組
み
入
れ
た
。
敬
意
を
表
す
闕
字
は
１

字
空
け
、
平
出
は
２
字
空
け
、
擡
頭
は
原
文
の
ま
ま
と
し

た
。
字
詰
め
を
行
っ
た
（
一
部
の
挿
入
文
書
を
除
く
）
。
ま

た
、
（ 

）
書
き
を
本
文
の
脇
に
置
く
た
め
に
改
行
し
た
と

こ
ろ
も
あ
る
。
行
頭
や
日
付
等
の
高
さ
を
揃
え
た
。
以
上
に

よ
り
、
文
字
の
配
置
は
原
本
と
異
な
る
。 

 

＊
翻
刻
は
鈴
木
一
哉
（
職
員
、
当
時
）
が
行
い
、
校
正
は
関
口
荘
右

（
職
員
、
以
下
同
じ
）
、
樫
沢
恭
子
、
須
藤
聡
、
武
藤
桂
が
行
っ

た
。 
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【
翻
刻
】 

 

（
表
紙
） 

「 

明
治
四
辛
未
年 

 
 

御

用

雑

日

記 

七
月     
町
年
寄 

」 
 

明
治
四
辛
未
年 

御

用

雑

日

記 

勝
山
源
三
郎 

七
月 

 

松
井 

喜
平 

黒
崎 

長
平 

竹
内 

勝
造 

  
 

 
 

 

七
月
朔
日 

 
 

当
賀
快
晴 

  
 

 
 

 

同 

二
日 

 
 

同 
  

 
 

 
 

同 

三
日 

 
 

同 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

七
月
四
日 

 
 

上
日
和           

           

同 

五
日 

 
 

同 
 

          

同 

六
日 

 
 

同 
  

 
 

 
 

同 

七
日 

 
 

曇
晴
不
定 

 
 

 
                        

夕
方
降 

           

同 

八
日 

 
 

曇
天 夕

方
雨
、
夜
中
大
雨 

一
兼
而
被
仰
付
候
戸
籍
之
儀
、
惣
町
弐
十
一
区
よ
り
廿
六
区
迄
ニ
町
分

い
た
し
、
今
日
手
分
ニ
而
、
番
札
銘
々
江
書
付
申
候 

           

同 

九
日 

 
 

折
々
雨
降 

  
 

 
 

 

同 

十
日 

 
 

同 

一
先
日
町
々
よ
り
書
上
候
内
々
借
家
奉
公
人
無
鑑
札
之
者
、
国
元
よ
り

早
々
鑑
札
持
参
、
籍
ニ
加
り
候
様
、
等
閑
置
候
も
の
ハ
立
払
可
申
付

候
様
、
戸
籍
方
よ
り
昨
日
御
差
図
ニ
付
、
今
日
戸
長
并
副
一
同
本
陣

江
集
会
、
右
等
之
次
第
惣
町
江
申
聞
候
様
相
達
候
所
、
来
月
五
日
迄

ニ
鑑
札
持
参
無
之
も
の
ハ
、
無
用
捨
立
払
候
様
可
仕
、
夫
迄
之
所
御

猶
予
奉
願
上
候
様
申
出
候
ニ
付
、
右
之
段
御
伺
之
上
、
御
聞
済
ニ
不

被
成
候
ハ
ヽ
、
又
々
可
申
達
候
旨
申
渡
置 

一
別
冊
之
通
、
御
布
告
町
々
江
触
聞
候 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

           

七
月
十
一
日 

 

曇
天 
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同 

十
二
日 

  

雨
降 

                          

冷
気 

  
 

 
 

 

同 
十
三
日 

 

同
断 

一
諸
相
場
、
左
之
通
御
書
上
被
仰
付
、
取
調
書
上
ル 

（
朱
字
） 

 
 

 
 

 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 

下
二 

           

同 

十
四
日 

 
日
和 

           

七
月
十
五
日 

 

当
賀
日
和 

  
 

 
 

 

同 

十
六
日 

 

同 
  

 
 

 
 

同 

十
七
日 

 

上
日
和
弐
百
十
日 

一
社
寺
元
朱
印
地
除
地
等
、
委
細
取
調
候
様
御
達
、
町
々
呼
立
右
之
段

申
聞
候
、
御
触
面
十
八
日
之
処
江
結
付
置 

  
 

 
 

 

同 

十
八
日 

 

同 
 

一
今
日
同
役
人
相
揃
罷
出
候
様
、
昨
日
御
触
ニ
付
、
黒
崎
病
気
、
勝
山
・ 

松
井
罷
出
候
所
、
今
般
御
廃
藩
ニ
相
成
候
ニ
付
、
当
十
五
日 

 

知

事
様
御
免
職
、
就
夫
町
方
之
儀
、
是
迄
至
極
穏
之
儀
よ
り
御
支
配
中

も
同
様
、
長
々
精
勤
、
猶
不
相
替
精
々
い
た
し
候
様
大
参
事
様
・
大

属
様
御
立
会
ニ
而
被
仰
渡
、
右
ニ
付
而
者
、
此
段
町
々
江
早
々
相
触

候
様
被
仰
渡
候 

（
上
部
に
付
箋
貼
付
） 

（
表
）
「
勝
山
源
三
郎 

ヨ
バ
ル 

 

松
井
喜
平 

 
 

知
事
御
免
職
」         

（
裏
）
「
廃
藩
置
県 

達
弐
枚
茲
ニ
加
入
ス 

 
 

」 
 

一
社
寺
之
儀
、
去
月
中
御
達
四
ヶ
町
委
細
可
申
出
候
ニ
付
、
早
々
申
出

候
様
御
伝
、
直
様
申
聞
候 

一
藩
廃
ニ
付
、
前
橋
県
与
称
候
由
御
触 

（
朱
字
） 

（
結
紐
有
、
挿
入
文
書
８
―
２
～
８
―
４
） 

 
 

 
 

 

下
ノ
三 

（
挿
入
文
書
８
―
２ 

＊
切
継
紙
） 

「
藩
ヲ
廃
シ
県 

ヲ
被
置
候
事 

 
 

辛
未
七
月 

 
 

太 

政 

官
」 

（
挿
入
文
書
８
―
３ 

＊
切
紙
） 

  
「
一
知
事
公
十
五
日 

 
 

御
免
職
之
事 

」 
（
挿
入
文
書
８
―
４ 

＊
切
継
紙
） 

  

「
藩
ヲ
廃
シ
県
ヲ
被 

置
候
ニ
付
而
者
、
追
而 
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御
沙
汰
候
迄
、
大 

参
事
以
下
是
迄 

通
、
事
務
取
扱 

候
様
可
致
旨
、
御
達 

有
之
候
事 

一
廃
藩
ニ
付
、
已
来 

前
橋
県
与
称 

候
事 

右
之
趣
為
心
得 

相
達
候
、
此
段
小
前 

末
々
迄
不
洩
様 

可
申
聞
候
、
尤
直 

支
配
社
寺
・
郷
士
・ 

帯
刀
人
江
も
可 

申
聞
者
也 

  

辛
未
七
月
十
八
日 

  

前 

橋 

県 
          

町
年
寄
」 

 
          

七
月
十
九
日    

曇
天 

一
貨
幣
之
儀
、
御
布
告
町
々
江
触
聞
候 

 

（
朱
字
） 

（
結
紐
の
残
欠
有
）   

下
ノ
四 

 

          

同 

廿
日      

日
和 

           

同 

廿
一
日 

 

上
日
和 

           

同 

廿
二
日 

 

曇
天 

           
          

同 

廿
三
日 

 

日
和 

            

同 

廿
四
日 

 

同 

一
板
屋
町
小
前
惣
代
之
者
五
人
、
古
名
主
長
七
を
相
手
取
、
去
ル
辰 

年
中
施
米
御
割
下
ケ
六
拾
俵
ト
弐
斗
之
所
、
長
七
取
込
い
た
し
候
由
、

彼
是
祇
園
前
よ
り
差
も
つ
れ
、
小
前
之
者
共
度
々
役
人
を
差
置
、
此

方
迄
罷
出
種
々
之
義
申
立
候
ニ
付
、
兼
而
役
人
共
呼
立
、
次
第
柄
取

調
候
処
、
長
七
者
勿
論
外
役
人
一
同
不
行
届
之
筋
有
之
、
小
前
方
ニ

而
も
不
宜
行
跡
ニ
付
、
双
方
江
理
解
い
た
し
、
是
非
々
々
内
熟
為
致

候
様
申
聞
置
候
処
、
示
談
行
届
候
由
、
今
日
扱
人
彦
六
・
常
七
并
小

前
五
人
之
者
届
出
ル 

           

七
月
廿
五
日    

曇
天 

一
横
町
御
家
中
縁
組
願
、
一
通
奧
印 

           
同 

廿
六
日 

 

日
和 

           

同 
廿
七
日 

 

同
断 
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一
板
屋
町
施
米
小
泉
長
七
よ
り
侘
書
差
出
、
一
昨
夜
左
之
通
、
俵
数
差

出
相
済
候
所
、
小
前
之
者
共
五
人
、
名
主
太
田
市
郎
次
方
江
預
り
置

候
米
押
而
請
取
、
昨
朝
車
江
積
、
小
泉
長
七
取
込
米
与
申
旗
押
立
候

而
、
町
内
引
出
し
候
ニ
付
、
役
人
共
差
留
候
由
、
中
々
小
前
方
法
外

之
所
行
ニ
而
、
行
々
此
分
ニ
而
者
、
町
内
治
り
申
間
敷
候
ハ
ヽ
、
名

主
よ
り
届
出
候
ニ
付
、
此
段
今
日
御
役
所
江
申
上
候 

（
虫
損
） 

一
町
々
社
寺
除
地
・
元
朱
印
地
共
、
委
細
絵
図
面
、
今
日
御
役
所
江
差 

上
候 

           

七
月
廿
八
日 

 

上
日
和 

御
藩
札 （

場
） 

 
 

 
 

 
    

 

（
値
） 
（
カ
、
虫
損
） 

一
銭
相
庭
、
当
七
月
十
四
日
取
引
直
段
書
出
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
昨 

（
横
町
カ
、
虫
損
） 

日
月
番
■
■
桑
町
江
申
談
、
惣
町
名
主
連
印
・
奧
印
い
た
し
、
弐
通 

御
役
所
江
差
上
ル 

        

覚 
 

七
月
十
四
日 

一
御
藩
札
、
金
壱
両
ニ
付
拾
壱
貫
文
替 

右
之
通
ニ
御
座
候
、
以
上 
 

 

惣
町
名
主
連
印 

 
 

 

年
号
月 

 
 

 
 

 
 

奧
印 

 
 

一
板
屋
町
名
主
太
田
一
郎
次
召
連
候
様
ニ
勧
農
方
よ
り
、
昨
日
御
触
ニ

付
同
道
致
候
所
、
町
内
小
前
共
始
末
柄
御
尋
、
委
細
書
面
ニ
而
申
出

候
様
被
仰
付
候 

           

七
月
廿
九
日 

 

同
断 

           

七
月
晦
日 

 
 

雨
天 

一
御
役
所
よ
り
呼
ニ
集
、
松
井
罷
出
候
所
、
町
々
御
貸
宅
家
賃
去
午
十

一
月
よ
り
当
九
月
分
迄
、
巨
細
取
糺
、
調
帳
至
急
入
用
ニ
付
、
早
速

差
出
候
様
、
尤
町
々
ニ
而
銀
目
も
有
之
、
金
銭
も
有
之
候
而
者
、
不

都
合
之
帳
面
ニ
付
、
金
銭
ニ
而
書
上
可
申
候
、
算
違
等
無
之
、
町
年

寄
上
ニ
而
取
円
可
申
由
被
仰
付
候
ニ
付
、
八
月
三
日
迄
ニ
調
帳
差
出

候
様
、
町
々
江
触
聞
候 

一
銭
相
庭
之
儀
、
左
之
通
御
達
ニ
付
、
月
番
横
町
・
桑
町
江
申
聞
持
触

ニ
而
相
触
申
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
朱
字
） 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

下
ノ
五 

  
 

 
 

 

八
月
朔
日 

 
 

快
晴 

           

同 

二
日 

 
 

同 

一
町
々
御
貸
宅
書
上
雛
形
、
御
渡
ニ
相
成
候
ニ
付
、
早
々
触
差
出
候 

          

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

           

八
月
三
日 

 
 

終
日
雨
降 

一
板
屋
町
小
前
共
始
末
書
、
左
之
通
認
、
持
参
い
た
し
候
ニ
付
、
奧
印

い
た
し
遣
候 

（
朱
字
） 

   
 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

              

下
六 
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八
月
四
日      

乍
曇
雨 

                            

日
和 

           
同 
五
日 

 
  

曇
り
天 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昼
ヨ
リ
天
気 

 

（
冷
カ
） 

                        

■
気
也 

一
戸
籍
一
件
、
内
々
借
家
之
者
共
、
其
身
元
印
鑑
并
返
り
当
五
日
迄
日 

（
寄
留
カ
） 

限
之
義
、
此
程
中
寄
流
・
旅
行
迄
印
鑑
無
之
候
而
も
宜
敷
、
其
外
者 

規
則
之
通
可
致
旨
御
触
ニ
付
、
当
十
五
日
迄
之
義
、
日
延
ニ
奉
願
上

候
、
仍
而
者
右
日
限
過
候
ハ
ヽ
、
町
々
ニ
而
内
々
借
家
差
出
申
事
不

相
成
、
此
段
一
同
江
申
聞
ル 

一
郷
社
・
村
社
・
其
外
御
布
告 

 

氏
神
守
札
一
件 

   

今
日
町
々
月
次
処
、
右
ニ
付
触
差
出 

    
 

 
 

 
 

 
      

 

連
雀
町 

                

月
番 

                        

田 

町 
           

同 

六
日 

 
  

曇
り
天 

一
板
屋
町
江
御
家
中
よ
り
縁
組
願
、
三
通
奧
印 

           

同 

七
日 

 
  

天
気 

      

町
々
御
貸
宅
調
帳 

 

一
七
拾
五
両
弐
朱
ト 

 
 

（
カ
、
虫
損
）        

本 

町 
            

丁
銭
四
貫
弐
百
五
十
四
文 

一
金
三
拾
六
両
壱
分
三
朱
ト                

鍛
冶
町 

            

銀
弐
百
七
十
五
匁 

一
金
拾
六
両
三
朱
ト                

 
 

 

白
銀
町 

            

銀
弐
匁
五
分 

一
金
五
拾
九
両
三
分
ト                

 
 

田 

町 
            

六
貫
五
百
九
十
弐
文 

一
金
四
拾
八
両
ト   

 
 

             
 

 

連
雀
町 

            

銀
三
拾
三
匁 

一
金
弐
両
三
分
ト   

 
 

             
 

 

桑 

町 
            

銀
三
分 

一
金
拾
七
両
弐
分
弐
朱
ト   

 
 

           

横 

町 
            

銀
拾
匁
九
分
九
厘
六
毛 

一
金
百
弐
両
三
分
弐
朱
ト   

 
 

           

板
屋
町 

            

銭
四
百
三
十
七
文 

一
金
四
拾
三
両
壱
分
弐
朱
ト   

 
 

         

竪 

町 
            

五
百
八
十
四
文 

一
金
百
七
拾
両
壱
朱
ト   

 
 

    
 

 
     

細
ケ
沢
町 

            

銀
七
分
壱
厘 

一
金
百
廿
八
両
壱
分
三
朱
ト   

 
 

         

向 

町 
            

弐
百
十
六
文 

一
金
百
弐
両
弐
分
弐
朱
ト   

 
 

         
 

広
瀬
川
岸 
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拾
壱
貫
文 

一
金
百
○
壱
両
三
朱
ト   

 
 

         
 

 

諏
訪
町 

            

銀
廿
九
匁
七
分
四
厘
六
毛 

一
金
百
三
拾
九
両
弐
分
ト   

 
 

         
 

茅
屋
町 

            
同
四
十
弐
匁
三
分
壱
厘
八
毛 

一
金
六
拾
六
両
壱
朱
ト 

   
 

 
         

 

榎 

町 
            

同
五
匁 

一
金
拾
六
両
弐
分 

 
 

   
 

 
         

 

紺
屋
町 

一
金
百
廿
五
両
弐
朱
ト 

   
 

 
         

 

片
貝
町 

            

同
四
拾
弐
匁
弐
分
七
厘
四
毛 

一
金
廿
七
両
壱
分
ト 

   
 

 
         

 
 

中
川
町 

            

同
五
匁
九
分
六
厘 

一
金
百
五
拾
三
両
三
分
三
朱
ト 

   
 

 
     
十
八
郷
町 

            

同
五
匁 

一
金
百
三
拾
三
両
壱
分
弐
朱
ト 

   
 

 
     

天
川
新
町 

            

銭
拾
五
文 

一
銀
七
貫
百
五
十
九
匁
壱
分
六
厘   

 
 

     

天
川
町 

 
 

此
金
百
拾
九
両
壱
分
ト 

 
 

 
 

 
 

 

七
百
六
十
文 

 

〆 

廿
三
ケ
町
取
集
メ
御
役
所
江
差
上
ル 

 

一
田
町
庄
造
、
親
類
三
人
・
差
添
与
頭
壱
人
、
今
日
御
呼
出
し
候
上
、

右
庄
造
盗
賊
い
た
し
候
義
、
御
吟
味
有
之
、
又
々
御
呼
出
し
、
御
裁

許
被
仰
付
、
御
請
書
被
仰
渡
、
奧
印
仕
候 

 
 

 

 

同 

八
日 

 
  

天
気
也 

 

（

朱

字

） 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

下
七 

           

同 

九
日 

 
  

天
気
也 

一
戸
籍
御
調
之
義
、
左
之
通
御
触
ニ
付
、
今
日
御
役
所
江
御
窺
奉
申
上

候
処
、
左
之
通
被
仰
付
候
、
此
段
町
々
神
宮
寺
江
寄
合
申
渡
候 

 
 

 
 

 
 

本
町 

 
 

一 

人
数
何
百
人 

 
 

 
 

 

内 

男 

何
百
人 

 
 

 
 

 
 

 

女 

何
百
人 

 
 

    

一 

戸
数
何
百
軒 

 

右
之
通
、
町
々
限
り
壱
町
ツ
ヽ
取
調
、
早
速
差
出
可
申
候
、
尤
月
番

町
ニ
而
取
集
メ
、
町
年
寄
迄
差
出
候
事
申
渡
候 

一
内
々
借
家
之
義
、
兼
々
申
渡
候
処
、
今
日
迄
之
処
、
未
タ
身
元
よ
り

之
送
り
印
鑑
持
参
仕
候
者
少
々
ニ
而
、
其
外
者
彼
是
申
居
候
義
ニ
有

之
、
相
済
不
申
事
ニ
候
間
、
右
様
之
者
差
置
候
事
不
相
成
候
段
申
聞

候
処
、
町
々
よ
り
申
出
候
者
内
々
借
家
之
者
、
国
元
よ
り
旧
来
欠
落

等
い
た
し
参
候
者
ニ
而
も
有
之
歟
、
国
元
江
罷
出
候
而
も
印
鑑
差
出

呉
不
申
侭
申
居
候
者
も
有
之
、
右
者
是
迄
入
帳
い
た
し
居
候
者
迄
御

覧
被
下
候
歟
、
又
者
奉
公
人
之
印
鑑
無
之
候
義
も
有
之
間
、
何
ニ
も

御
歎
願
申
度
よ
し
申
出
候
、
併
今
般
之
義
者 

 

天
朝
よ
り
被
仰
出 

候
義
ニ
付
、
中
々
右
様
之
義
ニ
者
参
不
申
段
可
存
候 
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同 

十
日 

 
  

天
気
也 

一
今
般
本
町
北
側
勝
山
七
造
居
屋
敷
之
内
、
西
方
表
間
口
壱
間
三
尺
、 

裏
行
同
断
、
竪
三
拾
三
間
三
尺
、
町
内
中
ニ
而
示
談
い
た
し
譲
受
、

紺
屋
町
江
開
路
い
た
し
度
旨
、
隣
町
に
故
障
無
之
段
、
願
書
持
参
い

た
し
候
間
、
奧
印
仕
候
、
猶
古
沽
券
証
文
無
之
ニ
付
、
此
度
沽
券
状

到
来
仕
候
ニ
付
、
奧
印
仕
候
、
尤
本
町
名
主
方
江
古
沽
券
無
之
候
ニ

付
、
願
書
差
出
し
置
候
、
写
し
取
、
左
之
通 

 
 

 
 

 
 

 

譲
渡
申
屋
敷
之
事 

一  

表
地
口 

壱
間
三
尺 

裏
地
口 

壱
間
三
尺 

竪
三
拾
三
間
三
尺 

       

此
歩
壱
畝
弐
拾
弐
歩
五
厘 

     

右
者
弁
利
為
繁
栄
本
町
よ
り
紺
屋
町
江
通
路
所
開
キ
、
今
依
我

等
居
屋
敷
之
内
、
西
方
前
書
畝
歩
之
通
、
代
金
三
百
五
拾
両
ニ

而
永
譲
渡
申
処
、
実
正
明
白
ニ
御
座
候
、
然
ル
上
者
此
屋
敷
ニ

付
、
何
方
よ
り
茂
差
障
申
者
無
御
座
候
、
万
一
彼
是
申
者
有
之

候
者
連
印
之
者
上
ニ
而
、
急
度
埒
明
ケ
可
申
候
、
為
後
日
譲
渡

証
文
仍
而
如
件 

明
治
四
辛
未
年 

 
 

 
 

本
町 

                  

七
月         

譲
主 

                                 

勝
山 

七
造 

                             

佐
位
郡
市
場
村 

                               

親
類 

                                 

本
間
千
代
吉 

                             

本
町
口
入 

                                 

生
形 

藤
平 

                               

譲
請
人 

                               

本
町
中 

与
頭 

                                 

鈴
木 

半
平 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 
                                 

勝
山
芳
五
郎 

                             

同 
                                 

五
十
嵐
政
十
郎 

                             

同 
                                 

大
嶋
元
次
郎 

                             

同 
                                 

後
藤 

民
造 

                             

同 
                                 

須
賀
伊
三
郎 

                             

同 
                                 

生
形 

要
造 

                             

同 
                                 

下
村
善
太
郎 

                             

同 
                                 

勝
山
宗
三
郎 

                             

問
屋 

                                 

福
本
勝
三
郎 



45 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

名
主 

                                 

高
田 

吾
平 

  
 

差
出
申
証
文
之
事 

此
度
紺
屋
町
江
通
路
被
開
候
ニ
付
、
私
居
屋
敷
西
之
方
表
地
口
九
尺
、

裏
地
口
九
尺
、
竪
三
拾
三
間
三
尺
之
処
、
町
内
中
江
譲
渡
之
御
示
談
仕

候
処
、
右
屋
敷
沽
券
証
文
之
義
、
何
ケ
年
度
頃
紛
失
仕
候
歟
、
自
然
所

持
不
仕
候
、
仍
之
既
ニ
示
談
も
整
兼
、
殆
当
然
至
極
仕
候
ニ
付
、
連
印

之
者
ヲ
以
、
御
役
場
江
故
障
之
義
、
急
度
御
請
合
申
上
候
処
、
御
聞
届

ケ
被
下
、
今
般
新
沽
券
証
文
御
連
印
被
成
下
、
忝
仕
合
奉
存
候
、
然
ル

上
者
、
万
一
何
方
ヨ
リ
古
沽
券
証
文
所
持
い
た
し
、
彼
是
申
者
有
之
者
、 

（
カ
） 

連
印
之
者
引
請
急
度
埒
明
ケ
、
御
役
場
江
決
而
御
苦
労
相
懸
ケ
申
間
敷 

候
、
為
後
証
一
札
、
仍
而
如
件 

       

明
治
四
辛
未
年            

本
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
月 

 
 

 
 

 
  

当
人 

                    
 

 
            

勝
山 

七
造 

                                

佐
位
郡
市
場
村 

                                  

親
類 

                                    

本
間
千
代
吉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
        

与
合
惣
代 

                                    

生
形 

藤
平 

                                  

俉
長 

                                    

綿
貫
半
三
郎 

                                  

与
頭 

                                    

勝
山
芳
五
郎 

 

御
貸
宅
替
ニ
付
、
町
々
取
障
義
無
之
歟
、
取
調
可
申
段
被
仰
渡
候
ニ

付
、
町
々
承
り
候
処
差
障
筋
無
御
座
候
段
申
出
候
、
左
之
通 

      

天
川
町 

 

本
町 

 

天
川
新
町 

細
ケ
沢
新
田 

向
町 
 

 
 

十
八
郷
町 

茅
屋
町 

細
ケ
沢
町 

 
 

（
朱
字
） 

         

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

下
ノ
八 

           

同
十
一
日 

 
  

曇
り
天 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
８
―
５ 

＊
横
長
帳
） 

「
庚
午
年
十
二
月
八
日 

弐
分
判
贋
金
取
集
メ 

民
政
御
役
所
江
差
上
申
候 

     
 

 
 

覚 
                    

広
瀬
川
岸 

    

一
弐
分
判
拾
八
両
也 

 
                    

片
貝
町 

    

一
同
廿
八
両
壱
分
也 

                    

向 

町 

（
カ
） 

 
 

一
同
四
拾
八
両
弐
分
弐
朱
也 

 
 

        
此
内
壱
分
銀
三
匁
有
之
よ
し 

                    

榎 

町 
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一
同
廿
弐
両
也 

                    

茅
屋
町 

 
    

一
同
拾
八
両
弐
分
弐
朱
也 

                    

竪 

町 
    

一
同
百
六
拾
五
両 

 
 

 
 

 
 

 
壱
分
也 

                    
桑 

町 
    

一
同
六
拾
四
両
弐
分
也 

                    

横 
町 

    

一
同
弐
百
○
四
両 

 
 

 
 

 

弐
分
弐
朱
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

板
屋
町 

 
 

    

一
同
百
四
拾
四
両 

              

三
分
也 

      

此
内
百
三
十
三
両
弐
分
也 

弐
分
判 

          

九
両
壱
分
也 

 
 

  

弐
朱
金 

          

弐
両
也            

一
分
銀 

         

〆 
                    

鍛
冶
町 

    

一
同
五
両
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

細
ケ
沢
町 

 
 

    

一
同
五
拾
九
両 

              

三
分
也 

                    

連
雀
町 

    

一
五
拾
六
両
弐
分
也 

                    

田 

町 
    

一
四
両
壱
分
也 

                    

本 

町 
    

一
百
八
拾
壱
両 

              

壱
分
也 

                    

天
川
新
町 

    

一
三
拾
九
両
也 

 
 

                    

中
川
町 

    

一
拾
両
三
分
弐
朱
也 

      

〆
金
千
七
拾
壱
両
壱
分
也 

       

右
十
二
月
八
日
納 

  

右
御
下
金
無
之
候
ニ
付
、
当
五
月
中
町
々
願
出
候
ニ
付
、
勧
農
御

役
所
江
御
窺
申
上
候
処
、
東
京
表
よ
り
未
タ 

御
返
し
金
無
之
ニ

付
、
右
之
段
東
京
御
役
所
江
御
問
合
被
成
候
よ
し
被
仰
聞
候
、
此

段
月
寄
合
之
節
町
々
江
申
聞
候
、
仍
而
今
般
御
引
替
ニ
付
而
者
猶

御
窺
申
上
度
奉
存
候
、
以
上
」 

           

八
月
十
二
日 

 

曇
天 

           
同 

十
三
日 

 

日
和 

一
松
井
喜
平
急
用
ニ
付
、
今
日
横
浜
江
罷
越
申
候 
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同 

十
四
日 

 

同 

一
黒
崎
長
平
同
断
ニ
付
、
内
々
同
所
江
罷
越
候
よ
し 

           
同 
十
五
日 

 

曇
天 

                          

折
々
雨 

一
横
町
講
釈
寄
願
、
奧
印 

一
左
之
通
御
布
告
、
町
々
江
触
聞
候 

（

朱

字

） 

（
結
紐
の
残
欠
有
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
ノ
九 

 

一
一
昨
十
三
日
、
板
屋
町
名
主
太
田
一
郎
次
・
与
頭
橋
本
庄
平
・
田
村

為
吉
・
村
上
兵
七
・
林
粂
八
、
小
前
伊
平
・
新
造
・
才
平
・
忠
吉
・

寅
吉
・
栄
吉
、
右
之
者
相
糺
義
有
之
間
、
召
連
罷
出
候
様
被
仰
付
候

ニ
付
召
連
候
所
、
裁
判
所
ニ
而
去
辰
年
中
、
御
下
ケ
渡
施
米
一
条
差

縺
、
町
年
寄
よ
り
利
解
い
た
し
事
柄
相
済
候
所
、
小
前
之
者
共
右
一

条
役
人
之
存
意
も
不
取
用
、
我
侭
之
行
跡
有
之
候
風
聞
不
埒
之
義
ニ

付
、
追
々
吟
味
い
た
し
候
間
、
役
人
一
同
他
出
留
、
小
前
一
同
慎
被

仰
付
候
、
尤
其
内
与
頭
庄
平
・
小
前
伊
平
他
行
ニ
付
、
早
々
引
戻
届

出
候
様
被
仰
渡
候 

           

八
月
十
六
日 

 

曇
天 

           

同 

十
七
日 

 

日
和 

 
 

 

           

同 

十
八
日 

 

曇
天 

 
 

 
                          

夕
方
小
雨 

 
    

同 

十
九
日 

 

上
日
和 

一
横
町
（
以
下
記
載
な
し
） 

           

同 

廿
日 

 
 

同 

一
板
屋
町
橋
本
庄
平
・
伊
平
帰
宅
届
い
た
し
候
処
、
昨
日
召
連
候
様
被

仰
付
候
ニ
付
、
召
連
候
所
流
れ
ニ
相
成
、
今
日
召
連
候
処
、
施
米
一 

（
廉
） 

条
之
簾
々
御
調
有
之
、
庄
平
義
他
出
留
、
伊
平
義
慎
被
仰
付
候 

一
兼
而
被
仰
付
候
町
々
戸
籍
調
書
、
今
日
迄
ニ
差
出
候
様
被
仰
付
候
ニ

付
、
今
日
連
雀
町
八
幡
天
神
主
方
ニ
集
会
、
惣
町
名
主
ニ
而
取
調
書

相
円
メ
一
帳
ニ
認
、
差
上
候
事
ニ
い
た
し
候 

一
清
濁
酒
造
・
醤
油
造
之
義
ニ
付
、
左
之
通
御
触
ニ
付
、
町
々
名
主
江

右
之
段
申
談
、
御
布
令
書
相
廻
ス 

 （
朱
字
） 

         

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
）
下
ノ
十 

           

八
月
廿
一
日 

 

雨
天 

           
八
月
廿
二
日 

 

曇
天 

一
戸
籍
取
調
書 

 

一
人
数 

六
百
三
拾
壱
人 

 
 

 

本 

町 
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内 

男 

三
百
廿
九
人 

（
カ
、
虫
損
） 

          
 

女 

三
百
弐
人 

 

一
戸
数  
百
四
拾
六
軒 

  

一
人
数 

百
拾
九
人 

 
 

 
 

 

か
ち
町 

      
 

内 

男 
六
拾
人 

          
 

女 

四
十
九
人 

 

一
戸
数  

三
十
弐
軒 

  

一
人
数 

七
十
三
人 

 
 

 
 

 
白
銀
町 

      
 

内 

男 

三
十
七
人 

          
 

女 

三
十
六
人 

 

一
戸
数  

十
八
軒 

  

一
人
数 

弐
百
九
十
八
人 

 
 

 

田 

町 
      

 

内 

男 

百
四
十
七
人 

          
 

女 

百
五
十
壱
人 

            

僧 

壱
人 

 
 

戸
数  

六
十
三
軒 

        

内 

寺
壱
ケ
寺 

  

一
人
数 

四
百
三
十
五
人 

 
 

 

連
尺
町 

      
 

内 

男 

弐
百
四
十
壱
人 

          
 

女 

百
九
十
四
人 

 
 

戸
数  

百
拾
軒 

  

一
人
数 

弐
百
五
十
六
人 

 
 

 

桑 

町 
      

 

内 

男 

百
十
八
人 

          
 

女 

百
三
十
八
人 
 

 

戸
数  

五
十
六
軒 

  

一
人
数 

弐
百
八
十
九
人 

 
 

 

横 

町 
      

 

内 

男 

百
五
十
弐
人 

          
 

女 

百
三
十
七
人 

 
 

戸
数  

八
十
壱
軒 

  

一
人
数 

三
百
八
十
九
人 

 
 

 

板
や
町 

      
 

内 

男 

百
八
十
三
人 

          
 

女 

弐
百
弐
人 

            

僧 

四
人 

 
 

戸
数  

九
十
九
軒 

        

内 

寺
四
ケ
寺 

  

一
人
数 

三
百
六
十
五
人 

 
 

 

竪 

町 
      

 
内 

男 

百
九
十
壱
人 

          
 

女 

百
七
十
三
人 

            
僧 

壱
人 
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戸
数  

九
十
八
軒 

        

内 

寺
壱
ケ
寺 

  

一
人
数 
六
百
三
十
壱
人 

 
 

 

向 

町 
      

 

内 
男 

三
百
九
人 

          
 

女 
三
百
廿
壱
人 

            

僧 

壱
人 

 
 

戸
数  

百
四
十
八
軒 

        

内 

寺
壱
ケ
寺 

  

一
人
数 

五
百
三
拾
人 

 
 

 
 

細
沢
町 

      
 

内 

男 

弐
百
六
十
弐
人 

          
 

女 

弐
百
六
十
八
人 

 
 

戸
数  

百
五
拾
軒 

  

一
人
数 

百
八
十
七
人 

 
 

 
 

広
瀬
川
岸 

      
 

内 

男 

八
十
九
人 

          
 

女 

九
十
八
人 

 
 

戸
数  

六
十
弐
軒 

  

一
人
数 

四
百
四
十
壱
人 

 
 

 

諏
訪
町 

      
 

内 

男 

弐
百
十
九
人 

          
 

女 

弐
百
廿
弐
人 

 

（
虫
損
） 

 
 

戸
数  

百
拾
軒 

  

一
人
数 

弐
百
三
人 

 
 

 
 

 

か
や
町 

      
 

内 

男 

九
十
九
人 

          
 

女 

百
四
人 

 
 

戸
数  

四
十
六
軒 

  

一
人
数 

三
百
十
弐
人 

 
 

 
 

榎 

町 

（
虫
損
） 

      
 

内 

男 

百
五
十
七
人 

          
 

女 

百
五
十
壱
人 

            

僧 

四
人 

 
 

戸
数  

七
十
四
軒 

        

内 

寺
三
ケ
寺 

  

一
人
数 

三
百
三
十
弐
人 

 
 

 

紺
屋
町 

      
 

内 

男 

百
六
十
五
人 

          
 

女 

百
六
十
七
人 

 
 

戸
数  

八
十
九
軒 

  
一
人
数 

弐
百
八
人 

 
 

 
 

 

十
八
郷
町 

      
 

内 

男 

百
四
人 

          
 

女 

九
十
八
人 

            
僧 

六
人 

 
 

戸
数  

五
十
八
軒 



50 

        

内 

寺
五
ケ
寺 

  

一
人
数 

弐
百
九
十
五
人 

 
 

 

片
貝
町 

      
 

内 

男 

百
三
十
八
人 

          
 

女 

百
五
十
五
人 

            

僧 
弐
人 

 
 

戸
数  

七
十
五
軒 

        

内 

寺
弐
ケ
寺 

  

一
人
数 

百
九
十
五
人 

 
 

 
 

中
川
町 

      
 

内 

男 

百
壱
人 

          
 

女 

九
十
四
人 

 
 

戸
数  

五
十
五
軒 

         
 

一
人
数 

三
百
六
十
五
人 

 
 

 

天
川
新
町 

      
 

内 

男 

百
九
十
弐
人 

          
 

女 

百
七
十
三
人 

 
 

戸
数  

七
十
三
軒 

  

一
人
数 

三
百
四
十
五
人 

 
 

 

天
川
町 

      
 

内 

男 

百
七
十
九
人 

          
 

女 

百
六
十
三
人 

            

僧 

三
人 

 
 

戸
数  

八
十
四
軒 

        

内 

寺
弐
ケ
寺 

   

惣
計 

人
数 

六
千
八
百
九
十
九
人 

            

内 

男 

三
千
四
百
七
十
壱
人 

                

女 

三
千
四
百
六
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧 

弐
十
弐
人 

 
        

戸
数 

千
七
百
弐
十
七
軒 

 
 

 
 

 
 

内 

寺
拾
九
ケ
寺 

右
之
通
ニ
御
座
候
、
以
上 

                            

前
橋
惣
町 

 
 

 

年
号
月                  

名
主
代 

                              

連
尺
町 

                                

名
主 

                                  

筒
井
登
代
吉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

田
町 

                                

名
主 

                                  

大
渕 

庄
吉 

                                  

三 

人 

印 
           

八
月
廿
三
日 

 

日
和 

           
同 

廿
四
日 

 

曇
天 

                          

折
々
小
雨 
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同 

廿
五
日 

 

終
日
大
雨 

           

同 

廿
六
日 

 

同
断 

                          

あ
ら
吹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

夕
方
静 

 
           

同 

廿
七
日 

 

日
和
北
風 

一
横
町
講
釈
日
延
願
、
一
通
奧
印 

           

同 

廿
八
日 

 
同
断 

 
           

八
月
廿
九
日 

 

日
和 

           

九
月
朔
日 

 
 

当
賀
日
和 
 

           

同 

二
日    

天
気
也 

一
松
井
喜
平
八
月
十
三
日
出
立
、
商
用
ニ
付
横
浜
表
江
罷
越
申
候
処
、

今
日
帰
宅 

           

同 

三
日 

 

天
気
也 

一
戸
籍
帳
認
方
、
御
役
所
江
御
窺
申
上
候
処
、
振
合
御
下
ケ
ニ
相
成
ル
、

戸
籍
日
記
ニ
有
之
候 

 

（
挿
入
文
書
８
―
６ 

＊
切
紙
、
貼
付
文
書
） 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

五
拾
六
番
屋
敷
居
住 

 
 

 

商 
              

金
子
彦
六 

                     

辛
未
年
三
十
四 

          

父
隠
居 

              

金
子
八
百
吉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
六
十
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

妻 

当
国
勢
多
郡
桑
町
商
内
山
粂
吉
次
女 

 
 

亭 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
廿
六 

長
男 

金
子
佐
四
郎 

年
五 

次
男 

金
子
庭
造 

年
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
           

 
 

 
 

 
 

 
 

 

金
子
文
治
郎 

金
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
十 

氏
神
八
幡
社 

寺 

前
橋
板
屋
町
曹
洞
宗
高
岑
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

一
板
屋
町
大
工
職
佐
藤
東
八
ヨ
リ
六
供
村
高
橋
惣
平
・
役
人
・
世
話
人

中
江
相
懸
り
候
手
間
代
滞
出
入
願
書
差
出
ニ
付
、
御
役
所
江
御
窺
申
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上
ル 

 

（
挿
入
文
書
８
―
７ 

＊
切
紙
・
貼
付
文
書
） 

 

「 

九
月
四
日 

 
 

 
 
 

 
 

 

板
屋
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

大
工
職 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

訴
訟
人 

 
 

佐
藤
東
八 

                    
 

六
供
村 

去
午
九
月
中
よ
り    

 
 
 

片 

手 
 

 

高
橋
惣
平 

          
 

 

手
間
代
滞             

役
人
・
世
話
人
中 

当
未
二
月
中
迄                           

一
金
七
拾
五
両
三
分
壱
朱
ト    

 
 

願
人 

佐
藤 

東
八 

 
 

銀
拾
三
匁
七
分 

     
 

 
 

親
類 

中
村 

仲
造 

      

銭
百
九
拾
弐
文        

 

俉
長 

杉
本
松
五
郎 

                          
 

与
頭 
小
泉 

長
七 

                          
 

名
主 

太
田
市
郎
治 

」 
 

一
明
治
二
己
巳
年
十
月
御
書
上
之
御
貸
宅
家
賃
之
義
、
調
帳
い
た
し
、 

当
七
日
迄
差
上
可
申
段
被
仰
付
候
ニ
付
、
町
江
相
渡
候 

 
 

 

○
細
ヶ
沢
町 

 

向 

町 

○
十
八
郷
町  

○
諏
訪
町 

 
 

○
本 
 

町 

○
連
雀
町  

○
田 

 

町 

○
茅
屋
町 

 
 

 

○
榎 

 

町 

○
片
貝
町 

  

天
川
新
町  

○
天
川
町 

（
痘
） 

一
種
疱
御
布
告
別
紙
之
通
、
町
々
江
申
聞 

一
当
八
月
廿
八
日
夜
五
ツ
時
頃
、
細
ケ
沢
町
之
内
大
渡
り
町
由
造
方
出

火
在
之
、
右
火
之
様
子
始
末
書
、
勧
農
方
御
役
所
江
差
上
候
ニ
付
、

奧
印
い
た
し 

但
し
町
年
寄
立
会
壱
人 

 

町
年
寄 松

井
喜
平 

（
朱
字
） 

 
 

 
 

 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

下
ノ
十
一 
           

同 

四
日    

天
気
風
吹 

一
板
屋
町
大
工
職
佐
藤
東
八
ヨ
リ
六
供
村
高
橋
惣
平
・
役
人
・
世
話
人

中
江
相
懸
り
手
間
代
滞
出
入
願
書
、
奧
印
い
た
し
遣
申
候 

（
朱
字
） 

 
 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
有
） 

 
 

 
 

 
 

 

下
ノ
十
二 

一
紺
屋
町
金
次
郎
湯
屋
渡
世
願
書
、
奧
印
遣
ス 

           

同 

五
日    

天
気 

一
今
日
神
宮
寺
江
町
々
月
次
寄
合 

                              

本 

町 
                      

 

月
番  

鍛
冶
町 

                              

白
銀
町 

一
戸
籍
書
振
、
町
々
江
申
聞 

一
種
疱
之
義
、
小
前
末
々
迄
不
残
様
、
可
申
諭
候
様
申
聞
候 

一
知
事
様
江
献
上
物
之
事
、
申
聞
候 

（
五
カ
） 

一
横
町
塩
屋
吉
太
郎
殿
召
仕
下
女
し
ま
義
、
差
障
義
有
之
間
、
早
速
立 

払
被
仰
付
候
間
、
右
町
名
主
江
申
聞
早
速
為
立
払
、
其
段
届
ケ
可
出

事 
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（
挿
入
文
書
８
―
８ 

＊
切
紙
・
貼
付
文
書
） 

 
「 

 

塩
や 

横
町
吉
太
郎
召
仕
女 

し
ま
吉 

      

差
障
有
之
、
立
払
申
付 

早
々
届
可
申
哉 

 中
川
町
う
ん
と
ん
屋
ニ
而 

如
何
之
婦
人
差
置
候
哉 

取
調
可
申
出
事 

種
痘
一
件 

町
々
御
貸
宅
書
上
落
も 

有
之
哉
ニ
付
、
再
応
取
調 

可
申
出
、
書
落
有
之
候
而
も 

此
儀
ハ
御
下
ケ
ニ
不
相
成
事
」 

一
中
川
町
う
と
ん
や
取
調
之
事 

町
々
御
貸
宅
家
賃
書
落
有
之
候
ハ
ヽ
、
早
々
書
上
ケ
可
申
、
後
日
者

不
相
用
事 

     
          

同 

六
日    

日
和 

           

同 

七
日    

朝
天
気 

                      

後
曇
り
天 

 
 

 
 

 
 

          

少
し
寒
也 

一
新
貨
幣
之
義
ニ
付
、
御
布
告 

一
本
月
十
二
日
、
津
山
県
ニ
於
テ
何
者
共
不
相
知
、
同
県
権
大
参
事 

鞍
懸
吉
寅
ヲ
及
砲
殺
逃
去
候
趣
、
各
地
方
官
ニ
於
テ
遂
捜
索
、
速
ニ

捕
縛
可
致
事 

（
制
） 

一
位
官
職
製
、
其
外
被
相
定
候
御
布
告 

一
華
族
ヨ
リ
平
民
ニ
至
迄
、
互
ニ
婚
姻
被
差
許
候
条
、
双
方
願
ニ
不
及
、

其
時
々
戸
長
ニ
可
届
出
事 

但
し
送
籍
方
之
義
者
、
戸
籍
法
第
八
則
ヨ
リ
第
十
一
則
迄
照
準
可

致
事 

一
梟
示
ニ
行
れ
候
遺
骸
者
、
親
族
請
候
者
有
之
与
云
共
、
下
ケ
遣
セ
サ

ル
律
法
ニ
候
処
、
向
後
者
較
絞
同
様
、
親
族
請
候
者
ア
レ
ハ
、
遺
骸

下
ケ
付
、
被
差
許
候
事 

右
件
々
御
触
ニ
付
、
町
々
江
触
差
出
候 

           

同 

八
日 

 

天
気
也 

一
種
疱
一
件
之
義
、
被
仰
出
候
ニ
付
、
当
十
日
町
々
神
宮
寺
江
寄
合
候

事
、
月
番
江
申
聞
候 

           

同 

九
日 

 
 

昨
夜
雨
降 

                        

今
朝
少
し
降 

                        

終
日
曇
天 

一
紺
屋
町
常
吉
妻
湯
願
ニ
付
、
隣
家
町
々
并
湯
屋
渡
世
之
者
江
も
示
談

い
た
し
候
趣
に
付
、
奧
印
い
た
し
遣
候 
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九
月
六
日
之
事 

 

一
知
事
様
御
事
、
近
々 

東
京
表
江
御
発
駕
被
為
遊
御
座
候
段
、
承
知

仕
候
ニ
就
而
、
町
々
御
取
扱
之
者
弐
拾
壱
人
ニ
而 

一 

生
絹 
拾
五
匁 

 
 

勝
山
氏
世
話
被
成
候 

真
綿 
五
貫
目 

 
 

松
井
店
ニ
而
買
入
ニ
付 

同
店
江
代
金
渡
候 

  

御
献
上
奉
申
上
候 

 
壱
人
前
ニ
付 

 
                          

金
五
両
ト
弐
百
文
宛 

（
上
部
に
付
箋
貼
付
） 

（
表
）
「
知
事
公
へ
献
品
」 

（
カ
） 

（
裏
）
「
知
事
献
品  

関
係
者 

       

松
井
文
四
郎 

  

下
村
善
太
郎    
 
三
川
民
平 

       

勝
山
源
三
郎 

 

市
村
良
平 
 

 
 

荒
井
久
七 

       

同 

宗
三
郎 

 

松
井
喜
平 

 
 

 

黒
崎
長
平 

       

藤
井
新
平 

 
 

根
岸
常
平 

 
 

 

武
田
友
七
郎 

       

五
十
嵐
喜
平 

 

竹
内
勝
造 

 
 

 

太
田
唯
七
郎 

 
     

関  

文
七 

 
 

福
本
又
造 

       

生
形
八
郎 
 

 

柳
本
林
平 

 
 

 
 

弐
十
一
人 

江
原
芳
平 

 
 

三
川
伊
平                    

」 
           

同 

十
日 

 

上
天
気 

                            

長
閑
也 

一
兼
而
被
仰
付
候
種
疱
小
児
、
町
々
取
調
、
来
ル
十
五
日
迄
ニ
差
出
し

可
申
候
、
今
日
町
々
神
宮
寺
江
呼
寄
申
渡
候 

一
中
川
町
半
蔵
方
召
仕
下
女
件
々
、
今
日 

 

御
役
所
江
申
上
候
処
、

已
後
不
都
合
之
義
有
之
候
而
者
、
不
相
済
候
間
、
右
町
名
主
江
可
申

聞
旨
被
仰
付
候
間
、
中
川
町
名
主
右
之
段
申
聞
候 

一
横
町
塩
屋
吉
五
郎
召
仕
下
女
し
ま
吉
義
、
当
七
日
桐
生
町
江
為
立
払

よ
し
、
名
主
よ
り
申
出
候
間
、
右
之
段
御
役
所
江
可
届
出
旨
、
右
町

名
主
江
申
聞
候 

（
朱
字
） 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
８
―
９ 

＊
切
紙
・
貼
付
文
書
） 

下
ノ
十
三 

 

「 
 

 
 

細
ヶ
沢
町
之
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
渡
り
町 

 

一
金
五
両
ト 

 
 

 
 

 

九
百
文 

 
 

右
者
、
昨
午
歳
十
二
月
朔
日
よ
り 

未
正
月
廿
日 

御
藩
士
様
方 

 
 

御
屯
所
ニ
て
炭
・
水
油
代 

 
 

御
下
ヶ
被
成
下
致
度
奉
願
上
候
、
以
上 

 
 

 

未 
        

九
月 

        
 

      

細
ヶ
沢
町 

 
        

 
      

名
主 

           

奈
良
伊
之
八 

右
歎
願
書
、
九
月
十
日
勧
農
方 

御
役
所
江
差
遣
申
候 

 
 

 
 

 
 

」 
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同 

十
一
日 

曇
り
天 

           
同 

十
二
日 

朝
天
気 

                        

後
曇
り
天 

一
生
糸
取
締
方
之
義
ニ
付
而
者
、
兼
々
当
春
中
よ
り
仲
間
取
締
世
話
方 

よ
り
件
々
書
取
ヲ
以
、
悪
弊
一
洗
之
義
申
出
、
尤
之
事
ニ
候
付
、
改

方
今
般
差
出
置
候
処
、
近
頃
追
々
会
所
改
方
之
義
、
他
方
仕
入
之
向

ニ
付
、
会
所
江
改
ヲ
不
請
、
直
ニ
横
浜
表
江
出
荷
い
た
し
向
も
有
之

歟
ニ
相
聞
候
、
右
者
御
支
配
中
之
糸
仕
入
い
た
し
、
勿
論
之
事
ニ
候
、

併
如
何
之
所
業
有
之
候
而
者
、
役
所
も
見
透
相
成
候
間
、
此
段
一
同

談
事
之
上
、
心
得
方
役
所
江
可
申
出
事
、
勧
農
方
よ
り
被
仰
付
候
ニ 

付
、
町
々
取
締
世
話
方
江
談
事
可
仕
事 

一
当
十
日
、
聴
断
方
よ
り
御
呼
出
し
、
触
付
申
聞
置
候
本
町
藤
吉
父
平

五
郎
・
十
八
郷
町
源
平
并
女
房
ま
ち
親
類
・
与
合
兼
三
人
ツ
ヽ
、
差

添
役
人
十
八
郷
町
名
主
町
田
勝
平
同
道
召
連 

御
役
所
江
罷
出
候

処
、
博
奕
一
件
御
吟
味
、
又
々
御
呼
出
し
之
上
、
御
免
ニ
相
成
り
、

左
之
通
、
杖
罪
并
収
贖
金
被
仰
付
、
御
請
書
ニ
付
、
奧
印
い
た
し
遣

申
候 

 
 

（
朱
字
） 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

下
ノ
十
四 

 

一
昨
十
一
日
夜
、
白
銀
町
九
平
方
江
押
込
這
入
紛
失 

（
カ
） 

    

一 

銭
札
大
凡 

 

壱
両
弐
分
位 

    

一 

太
織
縞
男
袷 

壱
ツ 

（
織
） 

    

一 

同 
 

男
羽
折
壱
ツ 

  

右
届
来
ル 

 
 

          

同 

十
三
日 

 

曇
り
天 

                        

よ
に
入
少
し
雨
降 

一
連
雀
町
名
主
筒
井
登
代
吉
病
死
之
旨
、
届
来
ル 

           

同 

十
四
日 

 

昨
夜
よ
り
雨
降 

                        

終
日
雨
天 

一
今
日
、
勧
農
方
よ
り
御
呼
ニ
付
罷
出
候
処
、
町
々
ニ
而
廿
七
人
明
十

五
日
正
四
ツ
時
、
三
ノ
丸
江
罷
出
候
様
ニ
申
付
候
間
、
松
井
文
四
郎
・

勝
山
源
三
郎
両
人
ニ
而
、
右
之
人
数
江
触
差
出
候
、
一
同
相
揃
、
刻

限
無
滞
罷
出
可
申
旨
被
仰
付
候
ニ
付
、
松
井
・
勝
山
ニ
而
触
状
ニ
差

出
申
候 

一
昨
十
三
日
夜
、
天
川
町
福
嶋
與
三
郎
方
江
押
込
這
入
、
銭
札
并
正
銭

共
、
大
凡
弐
拾
五
貫
文
程
紛
失
届
来
ル 

           

同 

十
五
日 

 

天
気
長
閑
也 

一
昨
日
勧
農
方
被
仰
付
候
町
々
弐
拾
七
人
一
同
、 

 

三
ノ
丸
江
罷
出 

（
「
羽
」
の
下
が
「
反
」
「
友
」
、
「
翇
」
カ
） 

候
処 

 

良
■
院
様 

御
前
様
御
方
々
様
ヨ
リ
御
雛
并
御
道
具 

品
々
頂
戴
仕
候 

（
上
部
に
付
箋
貼
付
） 

（
表
）
「
知
事
外
ヨ
リ 
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下
賜
品 

 
 

 

（
裏
）
「 

下
賜
品 

」 

及
其
人
名
」 

 
     

松
井
文
四
郎 

五
十
嵐
喜
平 

松
井
喜
平 

 

勝
見
粂
八 

（
柳
カ
） 

     

勝
山
源
三
郎 

関 

文
七 

 

黒
崎
長
平 

 

野
本
林
平 

     

同 

宗
三
郎 

生
形
八
郎 

 

根
岸
嘉
吉 

 

加
藤
永
八 

（
半
カ
） 

     

三
川
伊
平 

 
串
田
杢
弥 

 

竹
内
勝
造 

 

深
町
富
造 

     

同 

民
平 

 

江
原
芳
造 

 

武
田
友
七
郎 

太
田
唯
七
郎 

     

藤
井
新
平 

 

下
村
善
太
郎 

福
本
又
造 

 

横
川
重
七 

     

荒
井
久
七 

 

市
村
良
平 

 
江
利
川
勘
平 

〆
廿
七
人 

 

一
質
屋
株
御
鑑
札 

一
穀
屋
渡
世
御
鑑
札 

一
蛹
屋
渡
世
御
鑑
札 

右
者
、
勧
農
方
ヨ
リ
御
下
ケ
被
仰
聞
候
者
、
在
中
者
取
締
江
下
ヶ
遣
候
、 

（
方
江
カ
、
虫
損
） 

町
方
者
町
年
寄
江
下
ケ
遣
候
間
、
夫
々
是
迄
行
司
・
世
話
■
■
相
渡
候 

冥
加
不
納
之
分
も
取
立
、
相
納
候
様
ニ
可
申
聞
旨
被
仰
付
候
、
但
し
是

迄
商
社
ニ
而
相
渡
置
候
鑑
札
者
、
此
度
御
下
ケ
渡
之
御
鑑
札
与
一
同
引

換
相
成
候
付
、
是
迄
所
持
之
鑑
札
者
、
御
返
上
之
事 

           

同 

十
六
日 

 

曇
り
天 

                        

よ
ニ
入
雨
降 

           

同 

十
七
日 

 

昨
夜
ヨ
リ
雨
降 

（
マ
マ
） 

一
兼
々
被
仰
聞
候
通
、
町
々
種
瘡
小
児
御
書
上
、
左
之
通 

                                      

桑 

町
五
人 

    

本 

町
七
人 

 
 

 

竪 

町
十
三
人 

 

田 

町
弐
人 

    

白
銀
町
三
人 

 
 

 

板
屋
町 

 
 

 
 

連
雀
町 

 
 

鍛
冶
町
七
人 

 
 

 

横 

町
弐
人 

 
 

紺
屋
町 

      

戸
長
黒
崎
長
平 

 

戸
長
勝
山
源
三
郎 

戸
長
松
井
喜
平 

      

同
副
高
田
吾
平 

 

同
副
沢
田
伝
吉 

 

同
副
日
高
利
吉 

      

同 

深
町
代
五
郎  

日
高 

惣
平 

 
 

同 

須
藤
平
八 

 
 

細
ケ
沢
町
十
四
人 

 

諏
訪
町 

廿
弐
人 

 

片
貝
町 

拾
人 

 
    

広
セ
川
岸
四
人 

 
 

茅
屋
町 

弐
人 

 
 

中
川
町 

三
人 

 
    

向 
 

町
廿
四
人 

 

榎 

町 

四
人 

 
 

天
川
新
町
五
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
八
郷
町
六
人 

 
 

天
川
町 

な
し 

 
 

 

戸
長
藤
井
新
平 

 
 

戸
長
太
田
只
七
郎 

 

戸
長
竹
内
勝
造 

 
    

同
副
奈
良
伊
之
八  

 
 

 

加
藤
友
八
郎    

同
副
市
村
良
平 

      

同 

横
地
七
郎
次  

 
 

 

町
田
勝
平    

 

同 

新
藤
惣
平 

           

同 

十
八
日 

 

天
気
也 

（
元
藩
知
事
、
松
平
直
方
） 

一 

従
五
位
様
、
東
京
表
江
御
発
駕
ニ
就
而
者
、
兼
々
御
見
送
り
奉
申 

上
度
旨
、
当
十
五
日
勧
農
方
御
役
所
江
御
窺
奉
申
上
候
処
、
昨
日

可
然
旨
御
聞
済
ニ
相
成
候
付
、
即
刻
三
ノ
丸
御
役
所
江
、
御
発
駕

御
刻
限
御
窺
奉
申
上
候
処
、
明
十
八
日
暁
七
ツ
半
時
、
御
供
揃
御

発
駕
之
段
被
仰
聞
候
ニ
付
、
町
々
江
通
達
仕
候
、
仍
之
町
々
御
見

送
り
ニ
罷
出
候
、
尤
天
川
町
関
門
内
ニ
而
可
仕
旨
、
但
し
町
年
寄
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差
配
可
仕
旨
被
仰
付
候
ニ
付
、
差
配
仕
候 

従
五
位
様
今
暁
七
ツ
半
時
、
御
発
駕
御
馬
ニ
而 

兵
隊
衆
大
凡
弐
百
人
斗
御
見
送
ル
、
町
々
罷
出
候
者 

                        

士
族
御
取
扱 

                        

町
年
寄 

                        

直
支
配 

                        

町
々
名
主
共 

                        
〆 

 

一
太
政
官
御
触
之
趣
、
前
橋
県
庁
よ
り
御
達
ニ
付
、
町
々
江
触
聞
申
候 

（
挿
入
文
書
８
―
１
０ 

＊
切
紙
、
貼
付
文
書
） 

「 

一
米
穀
輸
出
之
御
触 

 
 

一
穢
多
・
非
人
之
称
、
被
廃
候
御
触 

 
 

一
大
蔵
省
大
坂
出
張
所
、
被
廃
候 

 
 

一
七
戸
・
八
戸
・
斗
南
・
黒
石
・
館
、
五
県
弘
前
県
江
合 

    

一
佐
賀
県
、
伊
万
里
江
被
移
候 

 
 

一
旧
本
丸
ニ
於
、
来
ル
九
日
ヨ
リ
昼
十
二
字
大
炮
壱
発
宛 

    

一
天
童
県
、
山
形
県
江
合 

 
 

一
道
中
筋
駅
村
ニ
而
人
馬
継
立
取
調
事 

          

未
九
月 

太
政
官 

右
之
通
、
御
触
九
月
十
八
日
、
勧
農
方
ヨ
リ
御
触
ニ
付 

町
々
江
触
聞
」 

一
明
後
廿
日
正
九
ツ
時
、
板
屋
町
大
工
職
東
八
、
差
添
役
人
同
道
召
連

可
罷
出
旨
、
勧
農
方
よ
り
御
触
付
申
聞
候 

一
種
疱
所
、
本
町
小
松
屋
久
吉
方
申
付
候
ニ
付
、
当
廿
日
五
ツ
時
不 

遅
、
本
町
・
白
銀
町
・
鍛
冶
町
、
小
児
召
連
可
罷
出
候
、
尤
戸
長
副

立
合
之
事
被
仰
付
候
ニ
付
、
右
町
々
江
申
聞
候 

一
本
町
・
天
川
町
・
天
川
新
町
・
細
沢
新
田
・
向
町
十
五
軒
町
・
十
八

郷
町
、
右
町
々
御
貸
宅
之
義
、
先
達
中
相
達
置
候
所
、
至
急
取
調
可

申
出
事
被
仰
付
候
ニ
付
、
右
町
々
申
聞
候 

（
挿
入
文
書
８
―
１
１ 

＊
切
継
紙
、
貼
付
文
書
） 

 

「
天
川
町 

 
 

 
 

竹
下
鉞
三
郎 

 
 

弥
助
方 

     

本
町 

    

金
子
孝
次
郎 

 
 

田
口
関
平 

    

持
居 

  
 

本
町 

    

鈴
木
屋
藤
吉 

 
 

天
野
千
吉 

    

裏
家 

     

同
所 

 
 

 
 

 

天
野
宗
吉 

     
天
川
町 

 
 

 
 

大
西
喜
平
治 

    

仙
十
郎
方 

     

天
川
新
町 

 
 

 

山
本
良
多 
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長
次
郎
方 

  
 

細
ケ
沢
新
田 

 
 

本
多
金
太
郎 

    

嶋
田
文
次
郎
方 

     

向
町
十
五
軒
町    

下
山
又
吉 

    

大
野
屋
常
次
郎
方 

     

十
八
郷
町        

大
塚
貞
吾 

    

木
屋
勇
助
方 

     

天
川
町 

 
 

 
 

佐
藤
鐙
作 

 
    

冨
五
郎
方 

     

天
川
町 

 
 

 
 

横
山
五
三
郎 

    

久
午
方 （

カ
） 

    

天
川
町
飛 

 
 

 

高
橋
喜
太
郎 

    

文
十
郎
方 

（
塚
カ
） 

    

天
川
町          

石
浜
茂
七
郎 

    

丑
五
郎
方 

 

右
之
通
、
貸
宅
差
支 

有
無
調
之
義
、
先
達
而 

相
達
置
候
所
、
何
等
之
義
も 

不
申
出
候
、
右
至
急 

可
申
出
も
の
也 

      

辛
未
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

前
橋
県 庁

（
朱
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右
町
々 

                  

名
主 

」 

（
挿
入
文
書
８
―
１
２ 

＊
切
紙
、
貼
付
文
書
） 

 

「
巳
年 

      

御
貸
宅
書
上
ケ 

            

○
向 

町 
              

広
瀬
河
岸                     

              

桑 

町                   
              

横 

町 
              

天
川
新
町                   

              

中
川
町 

              

白
銀
町 

」 
           

同 

十
九
日 

 

天
気
也 

 

（
朱
字
） 

          
（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

下
ノ
十
六 

           
同 
廿
日 

 
 

天
気 
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少
々
風
寒
也 

一
本
町
小
松
屋
久
吉
方
、
種
疱
処
有
之
候 

           
同 

廿
一
日 

 

天
気
也 

           

同 
廿
二
日 

 

右
同
断 

           

同 

廿
三
日 

 

右
同
断 

一
社
寺
朱
印
地
・
除
地
田
畑
之
義
、
自
今
相
当
之
地
代
金
申
付
候
、
仍

之
右
除
地
面
反
別
取
調
、
当
十
月
限
り
可
申
出
事 

右
御
触
ニ
付
町
々
江
触
聞 

（
虫
損
） 

一
先
達
而
町
々
金
■
御
書
上
仕
候
通
、
不
納
町
々
有
之
、
今
日
取
調
書 

差
上
ル                

紺
屋
町 

板
屋
町 

                        

向 

町 

中
川
町 

 
           

同 

廿
四
日 

 

天
気
也 

 
 

                        

少
し
風
吹 

一
紺
屋
町
輪
四
郎
、
来
ル
十
月
十
五
日
よ
り
廿
日
迄
、
相
撲
願
奧
印
致

遣
候
処
、
願
之
通
被
仰
付
候
よ
し
、
届
来
ル 

（
カ
、
虫
損
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
よ
り
カ
、
虫
損
） 

一
横
町
長
四
郎
方
音
曲
入
昔
咄
し
、
当
廿
五
日
■
来
ル
十
月
四
日
夜
迄
、 

（
虫
損
） 

■
右
衛
門
奧
印
致
遣
し
候 

一
本
町
高
橋
伊
之
吉
、
親
類
壱
人
・
名
主
差
添
、
即
刻
勧
農
方
江
可
罷

出
旨
御
用
状
ニ
付
、
本
町
名
主
触
〆
、
右
ニ
付
、
本
町
高
橋
伊
之
吉

留
主
中
ニ
付
、
代
親
類
本
町
三
郎
平
・
親
類
勇
造
ニ
而
罷
出
候
処
、 

（
カ
） 

右
伊
之
吉
義
、
横
浜
表
ニ
於
而
奥
州
蚕
種
一
件
掛
リ
合
候
ニ
付 

（
神
奈
川
） 

御
奉
行
所
御
取
糺
し
中
、
伊
之
吉
義
紛
失
い
た
し
候
ニ
付
、
神
名
川 

県
よ
り
当
県
江
御
掛
り
合
有
之
ニ
付
、
伊
之
吉
身
元
并
居
屋
敷
、
其

外
所
持
之
品
も
有
之
候
哉
、
御
糺
し
被
仰
付
候
処
、
親
類
者
も
申
上

候
者
、
伊
之
吉
義
長
々
留
主
中
ニ
御
座
候
得
者
、
事
実
取
糺
可
申
上

間
、
両
三
日
之
所
、
日
延
被
成
下
候
様
申
上
候
所
、
御
聞
済
ニ
付
下

ル 

一
質
屋
株
御
鑑
札
、
勝
山
源
三
郎
江
相
渡
候 

一
穀
屋
鑑
札
、
太
田
只
右
衛
門
江
相
渡
候 

           

同 

廿
五
日 

 

天
気
也 

一
白
銀
町
清
吉
後
家
方
、
講
釈
願
奧
印
致
遣
候 

 
 

 
 

 
 

          

同 

廿
六
日 

 

天
気 

                            

長
閑
也 

（
カ
、
虫
損
） 

一
天
川
町
渡
辺
瀧
五
郎
方
土
蔵
江
盗
賊
忍
入
、
衣
類
品
々
・
脇
差
壱
本
、 

都
合
弐
拾
品
紛
失
届
ケ
受
取
、
尤
廿
一
日
之
夜
也
、
別
紙
之
通
り 

（
挿
入
文
書
８
―
１
３ 

＊
切
紙
２
枚
組
、
貼
付
文
書
） 

 
「 

 
 

乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申
上
候 

    
一 
漆
紋
付
木
綿
単
物 

    

一 
薩
摩
カ
ス
リ
単
物 

    

一 

二
く
す
し
単
物 
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一  

鼠
半
形
単
物 

    
一 

帷
子
浅
黄
大
カ
ス
リ 

    
一 
紺
カ
ス
リ
帷
子 

（
太
、
以
下
同
じ
） 

    

一 

藍
微
塵
大
織
裏
薄
花
色
木
綿
わ
た
入 

    

一 

黄
唐
茶
縮
緬
廻
む
き
綿
入 

    

一 

肌
織
縮
緬
小
供
単
物 

    

一 

紺
嶋
松
梅
袷
小
供
物 

    

一 

藍
弁
慶
木
綿
小
供
綿
入 

    

一 

藍
万
筋
大
織
嶋
羽
織 

    

一 

藍
万
筋
大
織
半
天 

    

一 

紺
嶋
御
召
縮
緬
女
羽
織 

    

一 

絹
夏
羽
織
小
紋
付 

    

一 

黒
関
東
女
帯
半
分 

    

一 

縮
緬
小
供
襦
半 

    

一 

大
織
黒
紋
付
綿
入 

    

一 

蚕
種
紙
数
拾
枚 

 

但
し
手
弼
」 

 

「 
 

 
 

腰
物 

            

鞘 

黒 
            

鞆 

赤
銅
人
物
彫
物 

            

縁 

赤
銅
梅
花
彫
物 

            

鍔 

赤
銅
梅
花
彫
物 

            

鞆
糸 

黒 

            

目
貫 

不
覚 

            

刃 
 

不
覚 

          

〆
品
数
弐
拾
品 

右
者
、
当
町
渡
辺
瀧
五
郎
土
蔵
〆
明
、
二
階
長
持
入
置
候
品
被
盗

取
始
末
、
今
朝
見
付
、
不
取
敢
御
訴
奉
申
上
候
間
、
近
縁
者
死
去

之
者
有
之
、
去
廿
一
日
夕
刻
縁
者
江
罷
越
、
昨
夕
刻
立
戻
、
今
朝

右
始
末
見
付
、
段
々
取
調
候
所
、
去
廿
一
日
夜
仕
業
与
慥
承
知
仕

候
、
右
故
延
引
致
候
段
者
奉
恐
入
候
得
共
、
此
段
乍
恐
以
書
付
御

届
奉
申
上
候
、
以
上 

    

辛
未
九
月
廿
五
日 

 
 

 
 

 
 

天
川
町 

（
渡
辺
） 

                                  

坂
元
瀧
五
郎 

                                

与
頭 

                                  

竹
田 

熊
八 

                                

名
主 

                                  

石
井 

弥
一 

  

両 
    

御
役
処 

」 
 

一
蛹
屋
御
鑑
札
、
町
々
取
締
世
話
方
出
勤
、
糸
会
所
ニ
而
相
渡
候 

一
諏
訪
町
小
児
種
痘
、
本
町
久
吉
方
江
罷
出
申
候 

           
同 

廿
七
日 

 

天
気
也 
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同 

廿
八
日 

 

右
同
断 

 
 

 
 

 
 

 

（
カ
） 

（
カ
）
（
カ
、
虫
損
） 

一
種
痘
日
割
之
義
、
申
聞
候
段
被
仰
付
候
間
、
別
紙
之
通
町
々
江
触
差 

出
申
候 

（
挿
入
文
書
８
―
１
４ 

＊
切
継
紙
、
貼
付
文
書
） 

 

「 
 

 
 

 
覚 

 
 

               
 

 
 

 

桑 

町 

一 

十
月
二
日      
連
尺
町 

朝
五
ツ
半
時
揃  
田 

町 
         

 
 

         
紺
屋
町 

 

一 

同
八
日 

 
 

 

竪 

町 

右
同
断 

 

一 

同
十
四
日      

板
屋
町 

右
同
断 

 
 

 

横 

町 
 

一 

同
廿
日 

 
 

 

向 

町 
 

 
 

 

右
同
断 

 

一 

同
廿
六
日 

 
 

広
瀬
河
岸 

右
同
断        

細
ケ
沢
町 

 
  

右
町
々
日
割
之
通
、
本
町
於
種
痘
所
、
七
十
五
日
過
キ
候
小
児
種

痘
致
候
間
、
朝
五
ツ
半
時
不
遅
、
戸
長
召
連
罷
出
候
様
、
可
被
申

聞
も
の
也 

  

辛
未 

    

九
月
廿
七
日 

勧
農
方
（
朱
印
） 

                      

町
年
寄 

」 
           

同 

廿
九
日 

 

天
気
寒
也 

一 

出
火
之
節
、
町
々
火
防
人
足
、
町
々
取
調
可
申
出
旨
御
触
ニ
付 

去
午
十
二
月
八
日
書
上
申
写
差
上
ル
、
然
ル
処
右
様
ニ
而
者
無
之 

（
カ
） 

是
迄
出
火
之
節
、
町
々
於
而 

            

纏
抔 

 

は
し
こ 

 

水
道
具 

 

提
灯 

            

籏 
 

 

其
外
鳶 

      

右
之
通
り
町
々
よ
り
罷
出
候
ニ
付
、
何
人
位
可
罷
出
歟
、
尤

町
々
寄
而
者
過
不
足
之
義
も
可
有
之
候
ニ
付
、
早
々
取
調
可
申

上
候
被
仰
聞
候 

（
朱
字
） 

（
カ
） 

          

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

下
ノ
十
七 

一
巳
歳
御
貸
宅
家
賃
巨
細
帳
、
書
上
可
申
段
申
聞
候 

向
町
・
白
銀
町
・
天
川
新
町
也 

           

同 

晦
日 

 

天
気
静
也 

（
挿
入
文
書
８
―
１
５ 

＊
罫
紙
、
貼
付
文
書
） 

 

「
兼
而
布
告
致
置
候
銭
札
之
儀 

弥
御
引
換
之
義
ニ
付
、
惣
高
内
訳
巨 
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細
ニ
取
調
、
早
々
可
差
出
旨
、
尚
又
大
蔵 

省
よ
り
達
有
之
候
間
、
当
時
在
町 

融
通
い
た
し
候
之
分
、
譬
ひ
ハ
一
村 

限
り
歟
、
一
町
限
り
歟
、
其
向
々
弁
利
ニ 

任
セ
取
集
メ
、
五
貫
文
札
何
枚
、
弐
貫 

五
百
文
札
幾
枚
、
其
余
同
様
銘
々 

内
訳
書
相
添
、
来
ル
十
月
朔
日
よ
り 

十
日
迄
ニ
商
社
へ
持
参
可
致
、
一
応
改 

之
上
、
改
印
を
据
、
相
返
し
可
遣
候
、
右
之 

條
厚
ク
相
心
得
、
改
洩
無
之
様
、
且
改 

日
限
之
内
ニ
、
無
相
違
持
参
可
致
者
也 

辛
未
九
月 

 
 

 
 

前
橋
県 

 
 

」 
 

（
紙
、
脱
カ
） 

一
十
月
朔
日
よ
り
十
日
迄
、
於
商
社
ニ
改
印
ヲ
据
候
旨
、
別
之
通
御
触 

面
達
候
ニ
付
、
御
役
所
江
御
窺
之
上
町
々
当
人
江
、
夫
々
五
貫
文
札

何
貫
、
弐
貫
五
百
文
札
幾
枚
与
仕
訳
ケ
、
銘
々
書
付
ヲ
附
、
改
ニ
差

出
候
様
、
月
番
本
町
・
鍛
冶
町
・
白
銀
町
よ
り
惣
町
江
触
聞 

一
牛
馬
員
数
取
調
、
十
月
十
五
日
限
り
可
差
出
候 

一
諸
触
面
之
末
文
ニ
社
寺
・
郷
士
・
帯
刀
人
江
も
申
通
詞
候
様
、
其
都

度
々
々
申
達
候
義
ニ
有
之
候
処
、
自
今
別
段
不
申
達
候
間
、
其
居
町

役
元
よ
り
申
通
詞
候
様
可
取
計
事 

右
之
通
、
町
々
江
触
聞 

一
連
雀
町
忠
七
よ
り
渋
川
村
江
懸
り
合
候
出
入
願
書
、
今
日
右
町
役
人

江
下
ヶ
遣
し
申
候 

一
板
屋
町
大
工
職
東
八
よ
り
六
供
村
高
橋
惣
平
、
其
外
役
人
中
江
相
懸

候
右
村
鎮
守
八
幡
宮
普
請
出
入
願
書
、
御
取
用
ニ
不
相
成
候
ニ
付
、

今
日
板
屋
町
江
下
ヶ
遣
候
段
、
三
木
泰
三
様
よ
り
其
段
心
得
候
様
被

仰
聞
候 

           

十
月
朔
日 

 

天
気
寒
也 

一
今
日
ヨ
リ
町
々
自
身
番
申
付
候 

           

同 

二
日 

 

天
気
長
閑
也 

                        

よ
ニ
入
雨
降 

一
昨
朔
日
よ
り
於
商
社
、
銭
札
御
改
印
被
仰
出
候 

一
今
日
種
痘 

 

紺
屋
町 

 
 

 
 

 
 

 

桑 

町 
 

 
 

 
 

 
 

連
雀
町 

 
 

 
 

 
 

 

田 

町 
  

右
四
ヶ
町
小
児
・
戸
長
副
・
町
役
人
罷
出
候 

  
 

 
 

 

同 

三
日 

 

昨
夜
雨
降 

                      

今
朝
小
降
、
終
り
曇
天 

一
板
屋
町
一
件
之
義
、
過
日
御
役
所
ニ
而
、
三
木
泰
三
様
よ
り
被
仰
聞

候
付
、
今
日
右
町
名
主
太
田
市
郎
次
ヲ
呼
寄
、
同
役
立
会
、
差
縺
一

件
、
如
何
ニ
相
成
候
歟
承
り
候
処
、
此
程
中
横
地
七
郎
次
立
入
、
右

町
入
用
帳
江
夫
々
下
ケ
紙
い
た
し
、
役
人
中
・
小
前
方
江
談
事
可
申
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事
ニ
相
成
候
段
申
出
候
、
仍
之
急
々
熟
談
い
た
し
、
名
主
・
役
人
・

小
前
落
合
、
急
度
所
ニ
而
歎
願
い
た
し
方
可
然
、
是
迄
之
通
ニ
而
者
、

町
之
為
筋
ニ
不
相
成
候
ニ
付
、
左
様
ニ
心
得
取
計
方
可
有
之
旨
、
申

聞
候 

一
連
雀
町
名
主
筒
井
登
代
吉
死
去
、
跡
入
札
差
出
候
ニ
付
、
今
日
立
合

開
札
い
た
し
候
、
左
之
通 

連
雀
町  

与
頭 半

造 

同 

嘉
吉 

俉
長 伊

平 

（
挿
入
文
書
８
―
１
６ 

＊
切
紙
、
貼
付
文
書
） 

  

「
連
雀
町 

 
 

名
主
筒
井
登
代
吉
跡 

入
札 

一 

拾
壱
枚 

 

嘉 

吉 

一 

拾
壱
枚 
 

清 

造 

一 

七 

枚 
  

半 

造 

一 

壱 

枚    

勝
次
郎 

一 

廿
五
枚 

 

白 

紙 

〆
五
拾
五
枚 

十
月
三
日 

                  

立
会
人 

                    

与
頭 

                      

半
造 

                  

同 
                      

嘉
吉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

俉
長 

                      

伊
平  

」 

一
本
町
高
橋
伊
之
吉
義
、
去
ル
巳
年
中
、
為
出
稼
横
浜
表
江
罷
出
居
、

伊
達
屋
四
郎
兵
衛
後
見
い
た
し
候
処
、
借
財
多
分
ニ
付
当
九
月
中
、

右
家
出
い
た
し
、
行
衛
相
知
不
申
処
、
同
人
居
屋
敷
・
家
財
・
諸
道

具
并
持
長
屋
ニ
至
迄
、
今
日 

御
役
所
よ
り
御
出
張
被
遊
、
逸
々
御

見
分
之
上
、
町
役
人
江
御
預
ケ
被
仰
付
候
ニ
付
、
立
会
可
申
旨
被
仰

付
候
ニ
付
、
立
会
請
書
被
仰
付
、
奧
印
い
た
し
申
候
、
尤
本
町
名
主

方
ニ
明
細
帳
有
之
候 

（
朱
字
） 

         

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

下
ノ
十
八 

           

同 

四
日 

 

天
気
静
也           

一
横
町
音
曲
入
昔
咄
し
寄
、
今
日
迄
之
処
、
明
五
日
よ
り
七
日
迄
三
夜

之
間
日
延
願
書
、
名
主
持
参
ニ
付
奧
印
遣
候 

一
兼
而
被
仰
聞
候
町
々
茶
屋
々
々
召
仕
下
女
共
内
々
取
糺
候
処
、
壱
人

ニ
付
壱
月
金
壱
分
宛
、
尤
無
芸
之
者
者
、
金
弐
朱
宛
世
話
方
ニ
而
取

集
メ
申
候 

（
カ
） 

 

（
荒
カ
、
虫
損
） 

一
九
月
廿
九
日
朝
、
竪
町
綿
貫
玄
郎
門
柱
并
■
井
甚
八
戸
ニ
張
紙
有
之 

候
趣
、
届
ケ
来
ル
、
左
之
通 
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一
竪
町
佐
五
郎
方
江
盗
賊
這
入
、
金
札
并
品
々
紛
失
届
ケ
来
ル
、
左
之

通
り 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

月
番 

紺
屋
町 

 
          

同 
五
日    

天
気
也      

 
 

 

榎 

町 

一
出
火
之
節
、
町
々
出
人
足
取
調
可
申
段
、
勧
農
方
よ
り
兼
々
被
仰
付

候
ニ
付
、
今
日
神
宮
寺
江
町
々
寄
合
、
取
究
申
候 

 
 

一
御
県
庁 

 

十
人 

 

本
町
・
立
町
・
板
屋
町 

                        
向
町
・
田
町 

    

一
土
木 

 
 

五
人 

 

連
雀
町
・
中
川
町
・ 

                        

天
川
町 

 
 

一
米
倉 

 
 

五
人 

 

十
八
郷
町
・
横
町 

 
                        

片
貝
町
・
茅
屋
町 

（
カ
） 

 
 

一
禁
個 

 
 

五
人 

 

桑
町
・
紺
屋
町
・
榎
町 

                        

鍛
冶
町
・
白
銀
町 

 
 

一
商
社 

 
 

四
人 

 

桑
町
・
片
貝
町 

                        

広
セ
・
諏
訪
町 

    

一
牢
屋 

 
 

五
人 

 

鍛
冶
町
・ 

                        

細
ケ
沢
町 

 
 

一
松
本
塚 

 

弐
人 

 

本
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

向
町 

 
 

一
博
諭
堂 

 

弐
人 

 

天
川
新
町 

（
則
） 

右
者
定
側
出
人
足
之
処
、
町
々
よ
り
場
所
出
人
足
之
義
、
大
凡
見
積
り 

 

一
纏
・
長
母
袋
・
提
灯
・
鳶
口
・
龍
吐
水
・
階
子
・
水
溜
手
桶 

    

団
扇
其
外
色
々
諸
道
具
持
参
、
左
之
通
書
上
申
候 

一 

三
拾
五
人 

片
貝
町      

一 

四
拾
人 

 

竪 

町 

一 

弐
拾
人 

 

十
八
郷
町 

 

一  

三
拾
五
人 

天
川
新
町 

一 

四
拾
人 

 

諏
訪
町 

 
 

一 

三
拾
五
人 

横 

町 

一 

弐
拾
人 

 

茅
屋
町 

 
 

一 

拾
弐
人 

 

鍛
冶
町 

一 

三
拾
人 

 

桑 

町      

一 

三
拾
人 

 

連
雀
町 

一 

三
拾
人 

 

板
屋
町 

 
 

一 

弐
拾
人 

 

広
瀬
川
岸 

一 

六
拾
人 

 

向 

町 
 

 

一 

弐
拾
人 

 

中
川
町 

一 

六
拾
人 

 

細
ケ
沢
町 

 

一 

三
拾
五
人 

天
川
町 

一 

弐
拾
人 

 

榎 

町 
 

 

一 

三
拾
五
人 

紺
屋
町 

一 

弐
拾
五
人 

田 

町      

一 

拾
人 

 
 

白
銀
町 

一 

五
拾
人 

 

本 

町 
                            

月
番 

                              

紺
屋
町 

名
主
善
四
郎 

 
                              

榎 

町 

名
主
清 

造 
 

一
横
町
咄
し
哥
日
延
願
、
奧
印
致
遣
候 

一
町
々
醤
油
造
願
書
、
奧
印 

           

同 

六
日 

 

天
気
也 

  
 

 
 

 
同 

七
日 

 

曇
り
天
寒
也 

                      

よ
ニ
入
雨
降 
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同 
 

 

八
日 

 

昨
夜
よ
り
雨
降 

一
戸
籍
人
別
書
・
町
々
三
役
人
帳
、
戸
籍
方
御
役
所
江
差
上
ル 

  
 

 
 

 

同 
 

 

九
日 

 

今
朝
曇
り
天 

                          

後
雨
降 

           

同 
 

 

十
日    

今
朝
晴
ル 

                          
天
気
也 

（
カ
） 

一
社
倉
穀
代
、
来
ル
十
五
日
迄
相
納
候
向
々
、
勧
農
方
御
触
町
々
江
申 

聞 

（
挿
入
文
書
８
―
１
７ 

＊
切
紙
、
封
筒
有
） 

「
社
倉
積
穀
代 

    

来
ル
十
五
日
迄
ニ 

上
納
候
様
、
此
段
町
々 

江
可
申
聞
も
の
也 

    

辛
未
十
月
十
日 

      

前
橋
県 

 
 

        

勧
農
方
（
朱
印
） 

           
 

町
年
寄 

」 

（
封
筒
） 

 

「
辛
未
十
月
十
日 

                

前
橋
県 

                  

勧
農
方
（
朱
印
） 

                    

本
町 

町
年
寄
」 

 

一
田
町
浄
留
利
日
延
願
、
奧
印 

           

同 

十
一
日 

 

天
気
也 

一
昨
十
日
暁
七
ツ
半
時  

御
前
様
東
京
府 

御
出
立
被
為
遊
候 

           

同 

十
二
日 

 

天
気
也 

 
 

 
 

 
 

          

同 

十
三
日 

 

右
同
断 

           

同 

十
四
日 

 

天
気
静
也 

（
朱
字
） 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 

下
ノ
十
九 

（
伐
カ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
社
寺
境
内
找
木
之
義
、
御
触
左
之
通
、
町
々
江
触
聞 

一
天
川
新
町
浄
留
利
寄
願
、
三
役
人
参
り
候
ニ
付
、
町
内
締
相
立
可
申

旨
申
聞
、
奧
印 

一
紺
屋
町
霜
触
輪
四
郎
、
先
月
相
撲
興
行
願
、
当
十
五
日
ヨ
リ
之
願
之

処
、
右
角
力
常
州
ニ
而
興
行
之
処
、
雨
天
続
ニ
而
日
延
候
よ
し
申
来

候
、
右
ニ
付
当
廿
二
日
ヨ
リ
興
行
之
段
届
ケ
出
ル 
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同 

十
五
日 

天
気
静
也 

一
細
ケ
沢
町
横
山
孫
七
、
醤
油
株
新
規
願
、
奧
印 

 
           

同 

十
六
日 

曇
り
天
、
寒
也 

                        

よ
ニ
入
雨
降 

 
 

 
 

 
 

          

同 

十
七
日 

昨
夜
雨
降 

（
今
暮
時
カ
） 

                      
■
■
■
天
気
寒
也 

           

同 

十
八
日 

天
気
也 

           

同 

十
九
日 

右
同
断 

一
田
町
吉
平
方
咄
し
哥
願
、
奧
印 

一
本
町
浄
留
利
寄
願
、
奧
印 

           

同 

廿
日 

 

天
気
静
也 

           

同 

廿
一
日 

天
気
寒
也 

一
横
町
長
四
郎
義
、
子
供
芝
居
興
行
、
奧
印 

 

右
者
、
当
春
中
町
々
申
談
事
之
上
、
春
両
度
秋
両
度
、
町
々
年
番
ニ

而
、
順
番
ニ
取
究
置
可
申
之
段
被
仰
聞
候
ニ
付
、
其
段
神
宮
寺
寄
合

之
節
申
談
事
候
処
、
町
々
ニ
而
も
御
尤
之
義
与
申
出
候
得
ハ
、
未
タ

聢
与
取
極
不
申
候
処
、
其
節
細
ケ
沢
町
名
主
万
端
承
知
い
た
し
候
ニ

付
、
右
町
江
談
事
可
仕
旨
、
横
町
役
人
よ
り
願
之
節
申
聞
置
候
処
、

示
談
行
届
き
候
段
申
出
候
ニ
付
、
奧
印
い
た
し
遣
候 

           

同 

廿
二
日 

 

天
気
也 

           

同 

廿
三
日 

 

右
同
断 

一
当
十
月
中
旬
、
米
相
場
書
上
可
申
被
仰
付
候
、
尤
諸
県
よ
り
直
々 

（
仕
延
之
カ
、
虫
損
） 

 

差
出
ニ
相
成
候
ニ
付
、
袋
封
い
た
し
四
冊
差
出
可
申
候
出
■
■
也 

（
挿
入
文
書
８
―
１
８ 

＊
切
紙
、
貼
付
文
書
） 

「
未
十
月
中
旬 

市
中
上
中
米
相
庭
書
、
例
年
之
通
奧
印
致
し
可
差
出
事
」 

  
 

 
 

 

覚 
 

未
十
月
中
旬 

  

一 

米 

金
壱
両
ニ
付 

 

上 

壱
斗
九
升
五
合 

中 

弐
斗
○ 

下 

弐
斗
五
合 

 

右
之
通
取
調
候
処
、
所
相
場
相
違
無
御
座
候
、
以
上 

    
 

 
 

前
橋
町 

    
明
治
四
辛
未
年
十
月          

穀
屋 

                                

久
野 

藤
助 

                              

同 
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中
嶋
政
五
郎 

                              

同 
                                

太
田
只
七
郎 

                              

町
年
寄 

                                

松
井 

喜
平 

                              

同 
                                

勝
山
源
三
郎 

    

御
支
配 

      

御
役
所 

 

右
之
通
、
四
冊
相
認
メ
、
勧
農
方
差
上
ル 

           

同 

廿
四
日 

 

天
気
也 

一
本
町
道
具
屋
又
蔵
忰
義
金
之
助
与
申
者
、
奥
州
須
賀
川
宿
懸
り
合
一 

（
与
カ
、
虫
損
） 

件
、
白
川
県
よ
り
御
尋
ニ
付
、
親
類
・
■
合
兼
町
役
人
差
添
、
御
役 

所
江
可
罷
出
旨
御
触
ニ
付
、
本
町
名
主
右
之
段
申
聞
候 

           

同 

廿
五
日 
 

右
同
断 

一
今
井
村
牧
太
郎
役
介
な
か
よ
り
、
八
幡
小
路
ト
ウ
コ
ン
ホ
ウ
西
窪
文

齋
江
相
懸
り
候
出
入
一
件
、
過
日
勧
農
方
ヨ
リ
御
呼
立
ニ
付
、
罷
出

候
処
、
三
木
泰
三
様
よ
り
被
仰
付
候
間
、
西
窪
氏
呼
寄
、
内
実
承
糺

候
処
、
案
ニ
相
違
致
し
候
ニ
付
、
右
之
段
申
上
ル 

（
挿
入
文
書
８
―
１
９ 

＊
切
紙
、
貼
付
文
書
） 

「 
 

 
 

今
井
村 

          
 

 

願
人 

            
 

 

牧
太
郎
役
介 

                    
 

 

な
か 

    

ド
フ
コ
ン
ボ
フ
借
家    

 
 

 

」 

（
挿
入
文
書
８
―
２
０ 

＊
切
紙
、
貼
付
文
書
、
１
９
の
下
に
有
） 

  

「
世
話
人
片
貝
町 

            
 

但
馬
屋
安
二
郞 

          

同
町 

              

山
口
屋 

                   

啓 

八 
          

本
町 

              

伊
勢
屋 

                   

太 

平
」 

           

同 

廿
六
日 

今
朝
曇
り
天 

                      

昼
時
よ
り
天
気
也 

一
紺
屋
町
輪
四
郎
方
、
今
日
相
撲
始
届
来
ル 

           

同 

廿
七
日 

天
気
也 

           
          

同 

廿
八
日 

右
同
断 

 

（
カ
、
虫
損
） 

 
 

 

（
虫
損
） 

（
カ
、
虫
損
） 

一
片
貝
町
・
天
川
新
町
・
■
■
町
・
中
川
町
種
痘
御
触
ニ
付
、
日
限
之 

通
可
罷
出
旨
、
右
町
江
触
聞 
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同 

廿
九
日 

天
気
也 

一
今
般
更
ニ
出
火
之
節
、
消
防
掛
相
立
候
事 

件
々
被
仰
付
候
ニ
付
、
同
役
并
副
江
可
申
通
詞
候
段
、
被
仰
聞
候
ニ

付
、
町
々
江
触
差
出
申
候
、
別
紙
之
通 

                

（
朱
字
） 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

下
ノ
二
十 

 

（
挿
入
文
書
８
―
２
１ 

＊
封
筒
） 

「
一 

諸
国
鎮
臺
御
触 

 
壱
冊 

一 

其
外
件
々
御
触 

 

壱
冊 

      

町
々
江
触
聞 

未
十
月
廿
五
日 

 
 

 
 

」 

「
辛
未
十
月
廿
四
日 

  

前
橋
県
庁
（
朱
角
印
「
前
橋
藩
」
） 

                 

町
年
寄 

 

」 

（
挿
入
文
書
８
―
２
２ 

＊
切
紙
、
後
年
の
紙
質
カ
） 

「
十
七
年
六
月
十
八
日
市
役
所 

    

未
十
月
廿
四
日 

            

前
橋
県
庁
状 

 

袋
」 

           

十
一
月
朔
日    

天
気
静
也 

           

同 
 

二
日      

天
気
寒
也 

一
養
老
御
扶
持
方
御
取
調
御
触
、
左
之
通
り
町
々
出
ス 

           

同 
 

三
日 

 
 

昨
夜
よ
り
雨
降 

                                  
 

寒
也 

一
当
十
七
日
大
嘗
祭
、
同
十
八
日
豊
明
節
会
被
為
行
候
ニ
付
、
全
国
一

般
諸
神
社
ニ
於
而
相
応
之
神
事
執
行
、
衆
庶
一
同
可
相
談
事 

右
之
外
、
拾
通
御
触
町
々
江
差
出
し
候 

           

同 
 

四
日      

今
朝
曇
り
、
雨
降
出
候 

                        
 

後
天
気
ニ
相
成
ル 

一
榎
町
ニ
而
天
川
原
村
之
内
、
用
水
地
八
幡
堰
よ
り
石
橋
迄
新
建
願
、

右
ニ
付
本
町
江
熟
談
之
上
、
願
書
江
奧
印 

           

同 
 

五
日 

 
 

天
気
静
也 

一
今
日
、
神
宮
寺
町
々
月
並
寄
合
有
之
候
ニ
付
、
此
程
中
火
事
場
掛
り

被
仰
付
候
ニ
付
、
其
段
申
聞 

                                  

月
番 

 
                                  

 

十
八
郷
町 

                                    
 

茅 

屋 

町 
 

（
朱
字
） 

         
（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 

下
ノ
廿
一 

           
同 

 

六
日 

 
 

天
気
也 
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同 
 

七
日 

 
 

右
同
、
寒
也 

一
田
町
浄
留
利
寄
日
延
願
、
奧
印 

           
同 

 

八
日 

 
 

天
気
也 

           

同 
 

九
日 

 
 

天
気
静
也 

一
去
々
午
年
中
、
生
糸
渡
世
之
者
江
、
為
御
取
締
渡
下
候
、
渡
ニ
相
成 

（
カ
） 

置
候
御
鑑
札
之
義
、
今
般
御
廃
止
ニ
相
成
候
ニ
付
、
取
集
メ
上
納
可 

仕
旨 

御
触
付
、
町
々
名
前
書
仕
訳
ケ
、
世
話
方
一
同
江
触
候
而
差

出
候 

（
挿
入
文
書
８
―
２
３ 

＊
切
紙
、
貼
付
文
書
） 

「
庚
午
年
中
、
生
糸 

渡
世
之
者
共
江
、
為
取
締 

鑑
札
相
渡
置
候
所
、
今
般 

廃
止
致
候
間
、
町
々
鑑
札 

受
居
候
者
ハ
、
其
手
元
ニ
而 

取
集
メ
、
早
々
上
納
可
致
も
の
也 

辛
未 

 
 

 

元
前
橋
県 

十
一
月
八
日 

 

勧
農
方
（
朱
印
） 

       
                     

町
年
寄 

 

」 
 

          

同 
 

十
日 

 
 

右
同
断 

一 

当
十
七
日 

卯
ノ
日 

大
嘗
祭               

    

同
十
八
日 

辰
ノ
日 

豊
明
節
会 

右
両
日
、
万
民
休
業
御
触
、
左
之
通
町
々
江
触
聞 

（
挿
入
文
書
８
―
２
４ 

＊
切
継
紙
、
貼
付
文
書
） 

「 

来
ル
十
七
日
大
嘗
祭 

十
八
日
豊
明
節
会
被
為 

行
候
段
、
御
布
令
之
趣
、
兼
而 

相
達
候
処
、
猶
又
別
紙
之
通
、
御
告
諭 

有
之
ニ
付
、
相
達
候 

 
 

御
趣
旨
奉
戴
可
致
事 

    

一
右
ニ
付
両
日
休
暇
之
事 

    
 

右
之
趣
、
小
前
末
々
迄 

不
洩
様
、
至
急
可
触
示
者
也 

        
 

    

元
前
橋
県
庁 

      
 

辛
未
十
一
月
九
日 

                    
 

町
年
寄 

」 

（
挿
入
文
書
８
―
２
５ 

＊
切
紙
、
貼
付
文
書
） 

「 
 

 
 

 

前
橋
廿
五
区
之
内 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

中
川
町
第
九
拾
九
番
屋
敷 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

工 

市
嶋
利
平
治 

 
 

 
去
午
六
月
四
日 

 
 

祖
母 

 
 

        
 

 

死
去
仕
候   

 

志
茂 

              
 

 
     

 

去
午
九
拾
弐
才 
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去
ル
辰
年
十
二
月
よ
り
午
六
月
廿
四
日
迄
壱
ケ
年
ト 

    
六
ケ
月
廿
四
日
、
正
壱
人
扶
持
被
下
置
候 

        
十
一
月
十
日
届
候      

中
川
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名
主 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

青
木
川
太
郎 

 

」 
           

同 
 

十
一
日 

 

天
気
也 

一
向
町
咄
し
寄
日
延
願
書
、
奧
印 

           

同 
 

十
二
日 

 
右
同
断 

           

同 
 

十
四
日 

 

天
気 

 
                              

少
々
風 

一
横
町
与
頭
杉
本
彌
十
死
去
跡
入
札
、
左
之
通
開
札
い
た
し
候
処
、
芳

三
郎
高
札
ニ
付
、
願
書
ヲ
以
御
役
所
江
願
出
候
ニ
付
、
奧
印
い
た
し

差
上
候
処
、
同
会
ニ
罷
出
候
処
、
願
之
通
被
仰
付
候 

（
朱
字
） 

          

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

 
下
廿
二 

 

今
般
上
野
国
小
幡
・
伊
勢
崎
・
前
橋
・
高
崎
・
岩
鼻
・
沼
田
・
七
日
市
・

安
中
八
県
被
廃
、
更
ニ
群
馬
県
被
為
置
候
事 

但
し
高
崎
ニ
県
庁
ヲ
被
為
置
候
事 

辛
未
十
月 

 
 

 
 

 
 

 

太
政
官 

 

群
馬
県 

 
 

 
 

 

権
知
事 

                
 

 
 

従
五
位 

青
山 

貞 

権
参
事 

           

従
六
位 

安
岡
良
亮 

右
一
昨
廿
八
日
書
面
之
通
、
被 

仰
付
候
ニ
付
、
為
心
得
相
達
候
事 

    
 

辛
未
十
一
月 

（
朱
字
） 

         

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

下
ノ
廿
三 

 

一
諏
訪
町
咄
し
哥
願
、
奧
印
遣
ス 

             

同 
 

十
五
日    

上
天
気
也 

                            

よ
ニ
入
曇
り 

一
当
十
七
日 

大
嘗
祭 

 

同
十
八
日 

豊
明
節
会 

右
御
祭
日
御
布
令
ニ
付
、
氏
神
八
幡
社
ニ
而
神
事
執
行
、
御
神
楽
奉
納

并
町
々
籏
相
建
、
銘
々
燈
籠
差
出
し
申
度
願
、
左
之
通
り 

    

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候 

一
当
十
七
日
・
十
八
日
、
神
事
執
行
可
致
旨
、
御
布
令
被
仰
出
候
ニ
付
、

右
両
日
氏
神
八
幡
社
神
事
・
神
楽
奉
納
仕
度
、
并
惣
町
々
籏
相
建
、

十
六
日
夜
よ
り
同
十
八
日
夜
迄
三
晩
、
銘
々
燈
籠
差
出
し
申
度
奉
願

上
候
、
右
願
之
通 
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惣
町
惣
代 

（
カ
、
虫
損
） 

月
番 

十
八
郷
町 

名
主
町
田
勝
平 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

御
支
配 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

連
雀
町 

須
藤
平
八 

御
役
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

町
年
寄 

       
 

                      
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

                                     
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 

一
当
十
七
日
・
十
八
日 

御
城
内
高
濱
天
神
社
御
祭
日
被
仰
出
候
ニ
付
、

商
社
仲
間
一
同
ニ
而
御
神
楽
奉
納
、
并
宮
前
町
ニ
向
町
・
細
ケ
沢 

（

虫

損

） 

町
・
立
町
・
板
屋
町
・
横
町
・
桑
町
・
連
雀
町
・
本
町
・
田
町
■
燈 

籠
差
出
し
申
度
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
り 

                            

商
社
仲
間 

                                

惣
代 

                                    

藤
井
新
平 

                                

同 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

竹
内
勝
造 

  

御
支
配 

    

御
役
所 

 
 

 

右
、
両
様
共
願
之
通
被
仰
付
候
、
天
神
社
燈
籠
之
義
者 

 

御
城
内

之
事
ニ
付
、
燈
籠
ケ
所
々
者
、
土
木
役
所
江
御
伺
之
上
、
御
差
配
奉

願
上
候
事 

一
紺
屋
町
房
吉
方
軍
談
願
、
奧
印 

一
同
町
入
人
願
壱
通
、
奥
印 

           

同 
 

十
六
日 

 

昨
夜
よ
り
曇
り
雨
降 

                       
 

 

終
日
曇
り
天 

           

同 
 

十
七
日 

 

右
同
断 

一 

八
幡
社
神
事 

 
 

 

広
幡
氏
ヲ
相
頼 

                            

社
人
五
人 

    

御
神
楽
奉
納 

 
 

 

元
惣
社
村 

                            

赤
石
出
雲
相
頼 

（
カ
） 

                            

社
人
七
人 

右
神
事
御
神
楽
執
行
、
町
年
寄
・
惣
町
名
主
出
席
、
目
出
度
相
済
申

候 
           

同 
 

十
八
日 

 

朝
曇
り
天 

                        
 

後
天
気
ニ
成
ル 

一
御
城
内
高
濱
天
神
社 

           

神
事
執
行 

           
御
神
楽
奉
納 

  

右
神
事
御
差
配
之
義
者
、
土
木
御
役
所
よ
り
御
出
役
被
成
候 
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御
神
楽
奉
納
商
社
仲
間
一
同
出
席
、
目
出
度
相
済
申
候 

一
普
化
宗
被
廃
候
御
触 

一
盲
人
之
官
職
被
廃
候
御
触 

    

右
之
通
御
触
、
町
々
江
至
急
差
出
申
候 

（
朱
字
） 

         

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

下
廿
四 

           

同 
 

十
九
日 

 

天
気
也 

一
牛
馬
員
数
取
調
御
触
、
町
々
江
差
出
候 

（
挿
入
文
書
８
―
２
６ 

＊
切
継
紙
、
貼
付
文
書
） 

「
牛
馬
員
数
取
調 

差
出
候
様
、
兼
而
触
達 

置
候
所
、
未
た
不
差
出 

差
支
候
間
、
至
急
差
出 

候
様
、
此
段
町
々
江
無
洩 

可
致
通
達
者
也 

            
 

 

元
前
橋
県 

    

十
一
月
十
三
日   

勧
農
方
（
朱
印
） 

                     

町
年
寄  

 
 

」 
           

同 
 

廿
日 

 
 

天
気
也 

一
絞
り
油
商
業
之
者
、
大
蔵
省
ヨ
リ
御
鑑
札
御
触
申
聞
候 

御
鑑
札
雛
形
程
村
紙
六
ツ
切 

    

表

面 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

裏 
    

一
新
貨
幣
御
触
之
通
、
町
々
江
申
聞
候 

           

同 
 

廿
一
日 

 

右
同
断 

（

朱

字

） 
          

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

 

下
廿
五 

           
          

同 
 

廿
二
日 

 

右
同
断 

                          
 

よ
ニ
入
少
し
雨
降 

一
旧
藩
通
用
銭
札
御
触
、
町
々
江
至
急
御
触
ニ
付
申
聞
ル 

 

（
朱
字
） 

          

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

下
廿
六 

           

同 
 

廿
三
日 

 

天
気
也 

一
昨
日
御
触
ニ
付
、
町
々
廿
七
人
一
同 

 

三
ノ
丸
江
罷
出
候
処
、
御

掛
物
類
頂
戴
仕
候 

刻 

印 
 

第
何
号 

絞
油
器
械
何
斗
絞
鑑
札 

 

附
管
下
何
国
何
村 

何
某 

  

刻 
 

  

大 

蔵 

省 
 

免 

許 
 

 
 

 

印 

印 
 

  

租 

税 

寮 
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（
上
部
に
付
箋
貼
付
） 

「
下
賜
品     

 

其
関
係
者 

    
松
井
文
四
郎     

生
形
八
郎 

 
 

 

武
田
友
七
郎 

（
半
カ
） 

    

勝
山
源
三
郎 

 
 

串
田
杢
弥 

 
    

福
本
又
造 

 
 

同 

宗
三
郎 

 
 

江
原
芳
造 

 
 

 

江
リ
川
勘
平 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
粂
カ
） 

    

三
川
伊
平       
下
村
善
一
郎      

勝
見
桑
八 

（
柳
カ
） 

    

同 

民
平       
市
村
良
平        

野
本
林
平 

    

藤
井
新
平       

松
井
喜
平        

加
藤
栄
八 

    

荒
井
久
七       

黒
崎
長
平        

深
町
富
造 

（
カ
） 

    

五
十
嵐
喜
平     

根
岸
常
平        

太
田
唯
七
郎 

    

関 
 

文
七     

竹
内
勝
造        
横
川
重
七 

」 
          

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

一
銭
札
之
義
、
追
々
下
落
い
た
し
不
融
通
ニ
而
、
町
々
一
同
難
渋
仕
候

ニ
付
、
急
速
御
引
替
相
成
候
様
、
惣
町
々
名
主
連
印
ニ
而
願
書
差
出

し
候
ニ
付
、
御
役
所
江
差
上
ル 

           

同 
 

廿
四
日 

 

右
同
断 

一
松
本
源
五
郎
様
・
上
羽
又
吉
様
よ
り
銭
札
一
件
之
義
、
御
心
配
之
段
、

厚
ク
御
談
事
被
仰
聞
候
、
松
井
出
勤
、
勝
山
・
竹
内
御
返
事
申
上
ル
、

右
ニ
付
明
廿
五
日
正
五
ツ
時
、
町
々
名
主
寄
合
之
義
、
至
急
触
聞 

           

同 
 

廿
五
日 

 

右
同
断 

一 

例
年
之
通
相
場
書 

 
 

 
 

 

こ
く
や 

 
 

 
 

 

大
麦 

六
月
四
日
ヨ
リ    

 
 

太
田
唯
七
郎 

            

十
一
月
四
日
迄
市
也    

久
野 

孝
八 

                                

中
嶋
政
五
郎 

      

大
豆 

八
月
四
日
よ
り 

            

十
一
月
四
日
迄
同
断 

      

真
綿 

六
月
四
日
よ
り        

松
井
文
四
郎 

            

十
一
月
四
日
迄
同
断 

      

荏
草 

十
月
四
日
よ
り        

升
屋 

瀬
平 

            

十
一
月
四
日
迄
同
断    

津
久
井
九
平 

            

但
し
買
売
直
段 

右
相
場
書
相
認
メ
差
上
ル
、
奧
書
左
之
通 

       

右
之
通
、
相
場
取
調
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、
以
上 

      
 

明
治
四
辛
未
年
十
一
月 

 

町
年
寄 

                                  

松
井 

喜
平 

御
支
配 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

御
役
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

勝
山
源
三
郎 

               
（
図
あ
り
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
以
下
に
記
載
） 
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（
朱
字
、
右
図
の
下
） 

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

 

下
廿
七 

 

一
銭
札
之
義
ニ
付
、
昨
日
御
役
所
よ
り
御
談
事
御
座
候
ニ
付
、
今
日

町
々
名
主
一
同
寄
合
、
身
元
相
応
之
積
金
出
金
為
致
候
談
事
仕
候 

 

（
カ
） 

一
内
仮
相
免
候
御
触
、
壱
通 

一
明
治
四
第
六
拾
三
号
、
壱
通 

一
諸
商
売
取
引
規
則
并
為
取
替
書 

一
各
管
内
荒
蕪
不
毛
之
地
、
自
今
相
当
之
相
価
ヲ
以 

 

御
下
払
被
相
成
候
御
触 

一
各
地
方
管
轄
ニ
於
而
、
旧
諸
藩
江
金
穀
調
達
之
御
触 

            

同 
 

廿
六
日 

 

右
同
断 

           

同 
 

廿
七
日 

 

天
気
也 

                        
 

よ
ニ
入
少
し
雨 

一
酒
造
株
譲
渡
願
、
奧
印
い
た
し 

 
 

 

立
町
三
川
周
作 

板
屋
町
小
田
市
太
郎 

 
 

 

本
町
勝
山
芳
五
郎 

（
豆
カ
、
虫
損
） 

一
粟
嶋
村
■
■
■
江
被
下
置
候
大
麦
御
下
願 

諏
訪
町
名
主
持
参
ニ
付
、
奧
印 

           

同 
 

廿
八
日 

 

天
気
也 

           

同 
 

廿
九
日 

 

右
同
断 

一
向
町
黒
鍬
徳
次
郎
よ
り
西
通
青
梨
子
村
瑞
雲
寺
江
相
懸
候
出
入
手 

間
代
滞
願
書
、
奧
印
い
た
し 

           

十
二
月
朔
日      

上
天
気 

                              

寒
也 

           

同 
 

二
日      

右
同
断 

           

同 
 

三
日      

天
気
静
也 

           

同 
 

四
日      

右
同
断 

                          

よ
ニ
入
曇
り 

一
桑
町
入
人
願
、
奧
印
い
た
し 

 

 
 

 
 

 
 

 

大
麦
・
大
豆 

          

相
場
書 

真
綿
・
荏
草 

                

町
年
寄 
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同 
 

五
日      

天
気
也 

一
今
日
、
神
宮
寺
町
々
寄
合
有
之 

 
                    

 

月
番
片
貝
町 

  
 

                      
 

中
川
町 

一
兼
々
御
触
有
之
候
町
々
持
馬
御
書
之
事
、
未
タ
不
差
出
向
も
有
之
候

間
、
至
急
差
出
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
申
聞
之 

但
し
、
何
町
何
兵
衛
持
馬
、
何
才
、
農
業
馬
歟
、
小
荷
駄
馬
歟 

           

同 
 

六
日      
右
同
断 

                          
寒
也 

           

同 
 

七
日      

天
気
之
処 

                          

昼
時
よ
り
薄
曇
り
寒
也 

                          

夕
刻
あ
れ
■
■
也 

一
群
馬
県
ヨ
リ
御
差
紙
写 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
カ
、
虫
損
） 

申
渡
義
有
之
間
、
来
ル
七
日
四
ツ
時
可
罷
出
候
者
也 

 
 

辛
未
十
二
月
六
日 

群
馬
県 庁 

                      
 

上
州
群
馬
郡
前
橋
町
役
人 

右
之
通
、
昨
六
日
夕
刻
、
高
崎
御
役
所
よ
り
御
差
紙
到
来
ニ
付
、
早
刻

御
役
所
江
御
窺
奉
申
上
候
処
、
町
々
ニ
而
万
端
心
得
居
候
者
、
両
三
人

可
罷
出
候
、
尤
町
年
寄
江
申
談
事
候
様
被
仰
付
、
是
者
本
町
問
屋
高
田

吾
平
御
伺
之
上
、
此
方
江
罷
出
申
聞
候 

（
挿
入
文
書
８
―
２
７ 

＊
切
紙
、
貼
付
文
書
、
破
損
大
） 

（
申
、
脱
カ
） 

「 
 

乍
恐
以
書
付
御
届
奉
上
候 

 
 

 
 

 

御
差
紙
写 

    
 

申
渡
儀
有
之
間
、
来
七
日
四
ツ
時
可
罷
出
者
也 

      
 

 

群
馬
県 

  

（
カ
、
虫
損
） 

十
二
月
六
日 

庁 

（
到
） 

 
 

右
之
通
、
高
崎
御
役
所
よ
り
御
差
紙
至
来
ニ
付
、
今
七
日 

    

朝
六
ツ
半
出
立
―
―
― 

（
虫
損
）
（
カ
、
虫
損
） 

    

―
罷
出
［ 

］
可
書
段
、
以
上 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                    
 

本
町 

                    
 

 

役
人 

                        
 

 
 

 
 

 
    

 
 

 
 

 
 

                   
 

 
 

 

」 
 

 
 

右
ニ
付
、
松
井
喜
平
・
高
田
吾
平
・
横
地
七
郎
次
・
市
村
良
平
、
今
七

日
朝
早
出
立
、
高
崎
御
役
所
江
罷
出
候
処
被
仰
聞
候
ハ
ヽ
、
其
町
方
ニ 

（
香
具
師
） 

而
餅
菓
子
渡
世
ヤ
シ
も
致
候
歟
、
笛
木
助
次
郎
与
申
者
有
之
歟
被
仰
聞 

候
付
、
前
橋
町
之
義
、
廿
壱
ケ
町
ニ
而
、
銘
々
名
主
御
座
候
而
支
配
仕

候
、
右
為
惣
代
私
共
罷
出
候
由
申
上
候
処
、
右
助
次
郎
義
者
人
別
者
ニ

有
之
歟
被
仰
聞
候
ニ
付
、
何
町
与
申
義
御
糺
被
為
遊
候
哉
、
御
申
上
候

処
、
其
義
者
承
知
無
之
、
助
次
郎
岩
鼻
江
入
牢
申
付
度
候
ニ
付
、
明
八

日
罷
出
候
、
相
尋
可
申
候
、
右
ニ
付
、
其
方
共
之
内
壱
人
相
残
、
其
余
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帰
村
可
仕
旨
被
仰
付
候
ニ
付
、
引
取
帰
村
仕
候
、
仍
之
早
刻
右
之
段

町
々
取
糺
候
処
、
天
川
新
町
ニ
右
様
之
者
有
之
、
去
十
一
月
中
武
州
八

幡
山
宿
ニ
而
、
御
召
捕
ニ
相
成
、
当
時
岩
鼻
入
牢
被
仰
付
候
段
申
出
候

ニ
付
、
明
八
日
早
朝
、
高
崎
御
役
所
江
可
罷
出
旨
申
聞
候 

（
朱
字
） 

         

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

 

下
廿
八 

           

同 
 

八
日      

朝
天
気 

                          

夕
刻
あ
れ 

                          
殊
之
外
寒
也 

一
旧
藩
々
江
金
穀
調
達
御
触 

一
上
野
国
製
造
蚕
種
三
等
差
別
之
御
触 

一
諸
国
并
近
在
よ
り
積
出
し
酒
樽
冥
加
御
免
御
触 

（
朱
字
） 

（
挿
入
文
書
８
―
２
８ 

＊
切
紙
、
貼
付
文
書
、
破
損
大
） 

下
廿
九 

 

「
此
御
触
天
川
新
町
江
申
聞 

 
 

（
虫
損
） 

    
 

 

［ 
 

］
上
京
四
郎 

（
右
カ
） 

■
者
、
天
川
新
町
田
中
廣
治
与
申
者
方
借
宅
月
続
致
候
ニ
付
、
貸 

宅
相
成
候
様
申
出
候
、
差
障
無
之
哉
、
取
調
可
申
出
者
也 

    
 

 

辛
未
十
二
月
七
日 

 
                  

 
 

勧
農
方 

」 
 

 
 

（
蛹
カ
、
虫
損
） 

一
町
々
■
屋
鑑
札
引
換
之
義
、
来
ル
十
五
日
迄
相
改
、
冥
加
不
納
分
共 

亦
上
納
可
仕
御
触 

一
町
々
濁
酒
醸
造
稼
人
、
未
タ
造
込
方
出
願
無
之
、
甚
タ
等
閑
之
義
ニ

付
、
町
々
名
主
共
其
方
共
上
ニ
而
取
調
、
等
閑
之
始
末
書
面
ニ
為
致
、

其
上
ニ
而
造
込
高
差
出
候
様
、
尤
次
第
柄
ニ
寄
御
規
則
之
通
、
厳
重 

（
町
々
カ
、
虫
損
） 

御
沙
汰
有
之
段
、
御
触
面
ニ
付
、
［ 

］
濁
酒
稼
人
江
申
聞
、
明
九

日 

迄
日
延
、
勝
山
氏
御
役
所
江
罷
出
申
上
候
、
町
々
ニ
而
三
十
壱
人
有

之
よ
し 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
朱
字
） 
         

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 

下
ノ
三
十 

           

同 
 

九
日      

天
気
寒
也 

（
朱
字
） 

         

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 

下
ノ
三
十
一 

           

同 
 

十
日      

右
同
断 

一
当
八
日
、
天
川
新
町
助
次
郎
一
件
之
義
ニ
付
、
右
町
役
人
・
親
類
・

与
合
、
高
崎
御
役
所
江
罷
出
候
処
、
御
調
之
上
、
右
助
次
郎
御
下
ニ

被
成
候
、
右
届
ケ
来
ル 

           

同 
 

十
一
日    

天
気 

                            

極
寒
也 

           

同 
 

十
二
日    

右
同
断 

一
町
々
濁
酒
願
書
奧
印
、
但
し
当
造
高 

壱
冊 

                        

休 

業  

壱
冊 

（
虫
損
） 

                        

上
■
札 

壱
冊 
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同 
 

十
三
日    

右
同
断 

一
昨
日
、
板
屋
町
歎
願
一
件
被
仰
聞
候 

           
同 

 

十
四
日    

天
気
也 

           

同 
 

十
五
日    

右
同
断 

           

同 
 

十
六
日    

右
同
断 

                        
夕
刻
曇
り
天 

                        

よ
ニ
入
晴
ル 

           

同 
 

  

十
七
日    

曇
り
天 

                            

極
寒
也 

一
過
日
よ
り
町
々
江
申
談
事
置
候
銭
札
一
件
之
義
、
御
役
所
よ
り
御
出

金
ニ
相
成
候
ニ
付
、
町
々
江
出
金
可
仕
旨
、
申
聞
事
ニ
相
成
候
よ
し

承
り
申
候 

           

同 
 

  

十
八
日    

右
同
断 

           

同 
 

  

十
九
日    

右
同
断 

                            

極
寒
也 

                                

風
吹 

一
銭
札
一
件
、
今
日
町
名
主
神
宮
寺
江
寄
合
、
町
出
金
之
者
江
申
聞
ル
、

勝
山
・
竹
内
両
人
承
り
、
但
し
弐
拾
貫
文
ニ
買
上
ケ
候
事
ニ
取
究
候 

本
町 

右
買
上
ケ
者
弐
ケ
所 

 

武
田
友
七
郎 

立
町 

同            
 

 
 

生
形
八
郎 

 
                           

 

隠
宅 

 

右
、
世
話
竹
内
勝
造
方
支
配
い
た
し
候
事 

           

同 
 

廿
日 

    

天
気
也 

（
朱
字
） 

          

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 

下
ノ
三
十
二 

 

一
当
十
八
日
、
高
崎
表
群
馬
県
御
回
章
ニ
付
、
問
屋
月
番
よ
り
御
役
所

江
御
届
奉
申
上
候
処
、
伺
書
可
差
上
候
旨
被
仰
付
、
御
下
書
ニ
付
左

之
通
相
認
、
差
上
申
候
写
し 

一
今
廿
日
九
ツ
時
、
板
屋
町
名
主
・
与
頭
一
同
、
小
前
惣
代
忠
七
忰
才

平
始
六
人
、
右
親
類
・
与
合
兼
壱
人
ツ
ヽ
、
副
長
日
高
惣
平
・
同
横

地
七
郎
治
、
一
同
御
呼
出
候
御
触
、
早
刻
申
聞
候
、
右
ニ
付
出
勤
仕

候 

一
連
雀
町
御
堀
端
御
拝
借
地
願
書
、
奧
印
仕
候 

（
朱
字
） 

         

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 

下
ノ
三
十
三 

           

同 
 

廿
一
日 

  

天
気
寒
也 

           
同 

 

廿
二
日 

  

右
同
断 
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同 
 

廿
三
日 

  

天
気 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寒
也 

           
同 

 

廿
四
日 

  

天
気 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

風
吹
寒
也 

一
旧
銅
貨
之
御
触
、
町
々
江
早
刻
持
触
ニ
出
候 

    

八          
 

百
廿
五
枚
ヲ
以
壱
円
ニ
換
ル 

          

天
保
銭 

    

厘          
 

六
十
弐
枚
ト
二
厘
銭
二
枚
ヲ
以
テ 

                
 

五
十
銭
ニ
換
ル 

     

弐   

（
壱
カ
） 

  

五
百
枚
ヲ
以
壱
円
ニ
換
ル 

          

青 

銭 
 

 
    

厘        
 

 

弐
百
五
十
枚
ヲ
以
五
十
銭
ニ
換
ル 

     

一          
 

六
百
六
十
七
枚
ヲ
以
壱
円
ニ
換
ル 

    

厘  
 

文
久
銭 

    

半        
 

 

三
百
三
十
四
枚
ヲ
以
五
十
銭
ニ
換
ル 

（
朱
字
） 

         

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

下
ノ
卅
四 

     

一          

千
枚
ヲ
以
テ
壱
円
ニ
換
ル 

          

銅 

銭 
 

    

厘          
 

五
百
枚
ヲ
以
テ
五
十
銭
ニ
換
ル 

 

一
竪
町
荒
井
久
七
方
、
盗
賊
届
ケ
書  

 
 

 
 

 
 

 
 

（
朱
字
） 

         

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 
 

 
 

下
ノ
卅
五 

           

同 
 

廿
五
日 

  

天
気
也 

今
般
、
諸
県
新
置
ニ
付
、
旧
藩
之
管
轄
地
之
内
両
県
ニ
引
分
レ
候
向
、

従
前
其
県
通
用
之
藩
札
取
扱
之
義
、
当
七
月
十
四
日
之
相
場
ヲ
以
、
双

方
共
交
請
通
セ
シ
メ
、
右
両
県
ニ
限
り
上
納
ニ
も
受
取
候
様
可
致
、
尤

前
ノ
条
札
ニ
関
係
之
事
務
者
、
其
発
行
之
旧
藩
庁
処
之
新
県
々
ニ
■
お

ゐ
て
可
取
扱
事 

    

辛
未
十
二
月 

 

太
政
官 

外
ニ
新
貨
鋳
造 

 
 

三
ツ
井
組
証
書
券
之
御
触 

    

右
刻
付
ヲ
以
持
触
申
事
也 

           

同 
 

廿
六
日 

  

天
気
也 

一
今
廿
六
日
四
ツ
時
、
戸
長
副
一
同
達
義
有
之
条
、
勧
農
方
よ
り
御
触

ニ
付
、
早
々
触
出
候 

  

勝
山
源
三
郎 

 
 

松
井
喜
平 

 

須
田
傳
吉 

 
 

 

日
高
利
吉 

  
日
高
惣
平 

 
 

 

須
藤
平
八 

   

黒
崎
長
平 

 
 

 

竹
内
勝
造 

  

高
田
吾
平 

 
 

 

市
村
良
平 
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深
町
代
五
郎      

斎
藤
惣
平 

  

藤
井
新
平        

太
田
只
七
郎 

  

横
地
七
郎
次 

 
 

加
藤
友
八
郎 

  

奈
良
伊
之
八 

 
 

町
田
勝
平 

 

一
紺
屋
町
亀
造
・
竪
町
丑
松
、
馬
代
金
滞
御
触
申
聞
候 

一
不
斗
出
除
帳
之
者
并
当
時
尋
申
付
置
候
者
、
左
之
雛 

形
之
通
取
調
、
来
ル
正
月
五
日
迄
ニ
可
差
出
候
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
朱
字
） 

                

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

 

下
卅
六 

                    
 

 

何 

村 
    

何
年
何
月
何
日
不
斗
出    

 
 

 
 

何
之
誰 

    

何
年
何
月
何
日
除
帳 

     

何
年
何
月
何
日
不
斗
出    

 
 

 
 

何
之
誰 

    

何
月
何
日
よ
り
何
日
之
間
尋
被
仰
付
候 

     

右
之
趣
、
可
申
付
者
也 

        

十
二
月
廿
五
日 

元 
                        

前
橋
県
庁 

 

一
板
屋
町
小
泉
長
七
水
米
一
件
、
其
外
町
内
差
縺
一
条
、
横
地
七
右
衛

門
立
入
、
歎
願
書
先
日
差
上
申
候
処
、
板
屋
町
名
主
・
与
頭
一
同
、 

小
前
惣
代
才
平
始
メ
六
人
、
戸
長
副
日
高
惣
平
・
横
地
七
郎
次
御
呼

出
し
之
上
、
御
免
被
仰
付
候 

一
右
町
林
縫
之
助
御
呼
出
之
上
、
御
利
解
被
仰
付
候 

一
右
町
貧
民
江
御
助
米
之
義
、
当
時
貧
民
江
分
配
い
た
し
候
様
被
仰
付

候
、
尤
日
高
惣
平
・
横
地
七
郎
次
立
合
候
事 

  

右
之
御
助
米
江
、
右
町
穀
屋
共
夫
々
持
寄
、
貧
民
江
分
配
い
た
し
候

由
、
承
り
来
ル 

 
 

 
 

 

（
朱
字
） 

                

（
結
紐
有
・
挿
入
文
書
無
） 

 
 

下
ノ
卅
七 

 

（
以
下
、
白
紙
） 
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